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要約 

 本プロジェクトは、2016 年 7 月にモザンビーク国政府と締結した討議議事録（R/D）及びその改訂

に基づき、2016年 11月から 6年間にわたり実施された。 

 本プロジェクトは先行案件の成果を活用し、ザンベジア州の対象地区におけるコメ生産性を向上さ

せることを目的として実施され、1．対象地区における灌漑及び天水地区における稲作技術の普及、

2．対象地区における種子生産管理体制の機能改善、3．対象地区における灌漑施設維持管理状況の改

善、4．市場志向アプローチに沿った活動実施のための農民組織能力の向上、5．コメ市場化普及パッ

ケージ（仮称）の開発の承認の 5つの成果が設定された。 

 成果 1では、普及員に対する研修を実施した後、対象農民組織においてデモ圃場を設置し、稲作技

術の普及を行った。各対象農民組織では、5 名のデモ農家に加え、多くのメンバーが参加できるよう、

共同圃場を設置し、この共同圃場の設置及び管理を通じたオン・ザ・ジョブ・トレーニング（OJT）

を実施した。プロジェクトが対象とした農家の推奨技術採用率は高く、灌漑地区、天水地区共に指標

を達成した。 

 成果2では、認証種子（Certified seed）は価格が高く、また、州の種子検査官の人数が少ないことか

ら、郡主体での種子生産管理体制を構築した。具体的には認証種子よりもグレードが低く安価で販売

できる Guaranteed Seedを郡レベルで生産・認証するために、種子生産技術を種子生産農家に普及する

とともに、普及員に対して圃場及び生産物審査の技術移転を行った。しかし、灌漑地区において生産

量が停滞した年があり、また、天水地区においても干ばつや洪水害が発生し、種子生産量と種子使用

農家数の 2つある指標のうち、生産量に関する指標は達成することができなかった。 

 成果 3では、モザンビーク政府による灌漑改修事業が進行していたが、対象地区において適切に機

能する灌漑地区が無かったため、対象とした水利組織における、適切な水管理と灌漑施設の維持管理

のための内規作成を支援し、2 つの水利組織に対する内規を作成した。また、天水地区においても活

動を行い、特に、畦畔の設置に関する普及を精力的に実施した。 

 成果 4 では、対象とした農民組織に対して、Plan-Do-Check-Action （PDCA）サイクルを適用した研

修を実施し、対象としたすべての農民組織が中期目標を立てると共にその目標達成のための年次計画

の作成とその実施を行った。また、成果 1の活動と連動し、デモ圃場設置のために支給した種子を農

民組織が回収するとともに、共同圃場で収穫されたコメを原資とした回転資金を活用した活動を支援

し、指標は達成された。また、精米機を 6台設置し、精米活動や精米による共同販売も支援した。し

かし、精米機を設置したのが、2021 年 11 月であったことから、十分な経験を積むに至っておらず、

精米機を活用した精米による共同販売は、継続した支援が求められる。 

 成果 5に関しては、普及パッケージの第 1稿が 2019年 7月、第 2稿が 2020年 11月に、それぞれ運

営委員会（SC）にて承認され、最終稿が 2022 年 8 月に開催された第 13 回 SC にて承認され州レベル

で最終化された。本省レベルでは、国家コメ開発プログラム（NRDP）や普及マスタープランへの反

映といった、普及パッケージ主流化の取り組みが行われている。 

モザンビーク政府によって実施されていた灌漑改修事業の対象となっていた灌漑地区の幾つかは、

プロジェクトの対象地区となっていたが、事業完了後も灌漑施設は適切に機能しなかった。結局、ザ

ンベジア州において適切に機能する灌漑地区は、プロジェクト期間を通じて存在しなかったため、プ

ロジェクト目標の指標となっていた 4 t/ha を達成することはできなかった。他方、天水地区において
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は、圃場の滞水期間と水位に応じて圃場の水環境を分類し、それぞれの水環境に対応した推奨技術を

普及した結果、5作期連続して、指標となっている 2 t/haを超えることができた。 

 上位目標達成に向けては、ザンベジア州農業水産局（DPAP）が作成した出口戦略の実施が求めら

れる。これは、DPAP の独自予算で、普及パッケージを用いて稲作の普及を拡大する計画となってい

る。DPAP による実施状況を、JICA 事務所と農業農村開発省（MADER）がモニタリングすることは

重要である。また、普及パッケージの主流化と全国展開も、モザンビークにおける稲作振興には重要

であり、それらは、NRDPの達成に大きく寄与することになる。 農業政策アドバイザーの派遣も検討

されていることから、JICA事務所と共にこの点について、適切なフォローが求められる。 
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第1章 業務の概要  

 

1.1 プロジェクトの背景 

 

これまでに JICA は、モザンビークの稲作振興に対する支援として、ガザ州のショクエ灌漑地区を

対象に、ショクエ灌漑スキーム小規模農家総合農業開発計画（PDAI：2007 年 3 月～2010 年 3 月）及

びショクエ灌漑地区稲作生産性向上プロジェクト（PROMPAC:2011年2月～2014年11月）を実施し、

対象地域の生産性向上の実証をもって、その結果を灌漑稲作（移植及び直播）の技術パッケージとし

て取りまとめた。加えて、ザンベジア州のインタボ（Intabo）灌漑地区を対象に、ザンベジア州ナン

テ地区稲作生産性向上のための技術改善プロジェクト（PANA：2011年1月～2015年1月）を実施し、

①改良灌漑稲作技術、②種子生産技術、③灌漑施設維持管理の 3種類のマニュアルを策定し、プロジ

ェクト実施を通じて収穫量の増加が確認されている。一方で、モザンビークにおいては、コメの需要

が増加傾向にあり、今後もこのペースは継続すると予測されるが、その半数以上は輸入に依存してい

るのが現状である。増大傾向にあるコメの需要に国内生産の増加をもって対応するためには、今まで

の協力の成果を積極的に活用した広域での改良栽培技術の普及実施と普及行政としての実施能力の強

化が重要である。また、生産したコメの収穫後処理の改善を通じた商品の質の向上、消費者のニーズ

の把握や販売方法の改善を通じたマーケティング能力等の向上を図ることも求められており、収穫量

の増加だけでなく、消費者の嗜好性を意識したコメ作りを振興していく必要がある。 

このような背景の下、モザンビーク政府は 2013 年 8 月に市場志向型稲作振興のための協力を日本

政府に要請し、2016年 11月から 5年間の計画で、本プロジェクトを実施することとなった。 

 

1.2 プロジェクト業務の概要 

  

本プロジェクトは 2016 年 11 月より開始され、第 1 年次（2016 年 11 月～2017 年 9 月）、第 2 年次

（2017 年 11 月～2019 年 9 月）、第 3 年次（2019 年 11 月から 2022 年 11 月）の 3 期に分け、実施され

た。本業務は、R/D に基づき活動を実施することにより、プロジェクト目標を達成することを目的と

する。プロジェクトの目標、期待される成果については下記 1.4 項、詳細活動については第 2 章で述

べる通りである。 

 

1.3 プロジェクトの枠組み 

 

1.3.1 協力期間 

2016年 11月～2022年 11月（延長期間：2021年 11月から 2022年 11月） 

 

1.3.2 協力相手先機関 

責任機関：モザンビーク国農業・農村開発省農業振興村落普及基金（Fund for Agrarian Promotion and 

Rural Extension, Public Fund, Ministry of Agriculture and Rural Development; FAR FP, MADER、旧 Ministry of 

Agriculture and Food Security; MASA） 



  
 

2 
 

実施機関：ザンベジア州農業水産局（Provincial Directorate of Agriculture and Fisheries, DPAP、旧 Provincial 

Directorate of Agriculture and Food Security; DPASA） 

協力機関：農業農村開発省家族農業開発局 (National Directorate for Development of Family Agriculture, 

DNDAF)、国家灌漑院 (INIR)、農業研究所 (IIAM)、対象郡経済活動事務所(SDAE) 

 

1.3.3 裨益対象者 

ザンベジア州の稲作農家、普及員、州農業局職員及び技師 

 

1.4 プロジェクトの目標・期待される成果、活動 

 

 2022年6月に実施された終了時評価にて、プロジェクトデザインマトリックス（PDM）の改訂が提

言された（PDM-4）。この PDM-4 に記載されている上位目標、プロジェクトの目標、期待される成果、

活動は以下のとおりである。尚、PDM修正の詳細については、次項に記載のとおりである。 

 

1.4.1 上位目標 

１）ザンベジア州全域におけるコメ生産量が増加する。 

【指標】ザンベジア州のコメの単位面積当たり収量が 2025/26年作期までに 2.5 t/ha以上になる。 

 

1.4.2 プロジェクト目標 

ザンベジア州の対象地区におけるコメ生産性が向上する。 

【指標】対象地域におけるコメ単位面積当たりの収量が、2022 年までに天水田で 2.0～3.0 t/ha、灌漑

田で 4.0～5.0 t/haになる。 

 

1.4.3 期待される成果 

１）対象地区において灌漑及び天水稲栽培技術が普及する。 

２）対象地区における種子生産管理体制の機能が改善される。 

３）対象地区において灌漑施設維持管理状況が改善される。 

４) 市場志向型アプローチに沿った効果的な農民組織活動を実施するための農民組織能力が向上する。 

５）開発されたコメ生産市場化普及パッケージ (仮名)1 の内容が、農業セクターの主要関係者2に

より受け入れられる。 

 

1.4.4 プロジェクトの活動の概要 

〔成果１〕にかかる活動 

【灌漑稲栽培技術の普及】 

１－１－１ ベースライン調査を実施する。 

１－１－２ 対象地区を選定する。 

１－１－３ 既存マニュアルの栽培技術を対象地区に適用させる。 

 
1稲栽培技術、種子生産、灌漑施設維持管理、農民組織強化、マーケティングに係るマニュアルやガイドラインをまとめた普及パッケ

ージ。成果1-4の中でこれらマニュアル等を作成（改訂）する。 
2農業食糧安全保障省普及局長、農業食糧安全保障省農林業局長、他の主要なコメ生産地域の州農業食糧安全保障局長等。 
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１－１－４ 普及研修計画を策定する。 

１－１－５ デモ圃場を設置する。 

１－１－６ 普及員、デモ圃場農家を対象に研修を実施する。 

１－１－７ 対象地区において普及活動を実施する。 

１－１－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

１－１－９ 実践に基づいて、灌漑稲栽培技術マニュアルを改訂する。 

 

【天水稲栽培技術の普及】 

１－２－１ ベースライン調査を実施する。 

１－２－２ 対象地区を選定する。 

１－２－３ 天水稲栽培マニュアルのドラフトを作成する。 

１－２－４ 普及研修計画を作成する。 

１－２－５ デモ圃場を設置する。 

１－２－６ 普及員、デモ圃場農家を対象に研修を実施する。 

１－２－７ 対象地区において普及活動を実施する。 

１－２－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

１－２－９ 実践に基づいて、天水稲栽培技術マニュアルを改訂する。 

 

［成果 2］にかかる活動 

２－１ ベースライン調査を実施する。 

２－２ 対象地区を選定する。 

２－３ 既存マニュアルの種子生産技術を対象地区に適用させる。 

２－４ 種子生産研修計画を作成する。 

２－５ デモ圃場を設置する。 

２－６ 農業研究所（IIAM）、種子生産会社、種子検定員、種子生産農家を対象に、種子生産管理研

修を実施する。 

２－７ 種子生産管理システム改善案を作成する。 

２－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

２－９ 実践に基づいて種子生産マニュアルを改訂 

 

［成果 3］にかかる活動 

３－１ ベースライン調査を実施する。 

３－２ 対象地区を選定する。 

３－３ 既存マニュアルの灌漑施設維持管理技術を対象地区に適用させる。 

３－４ 灌漑施設維持管理計画作成を支援する。 

３－５ 必要があれば計画を改定する。  

３－６ 水利組合による灌漑施設維持管理の技術的支援を行う。  

３－７ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

３－８ 実践に基づいて、灌漑施設維持管理マニュアルを改訂する。 
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［成果 4］にかかる活動 

４－１ ベースライン調査を実施する。 

４－２ 対象地区を選定する。 

４－３ 農民組織活動支援研修マニュアル案を作成する。 

４－４ 研修計画を作成する。 

４－５ 農民組織強化研修を実施する。 

４－６ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

４－７ 農民組織活動支援研修マニュアルを改訂する。 

４－８ 農民組織活動のガイドラインを作成する。 

 

［成果 5］にかかる活動 

５－１ 普及パッケージ教材の更新確認のための関係者（農業食糧安全保障省及び州レベル）内会議

を開催する。 

５－２ 普及パッケージ教材のよりよい活用と教訓共有のためのワークショップを開催する。 

５－３ ワークショップにおいて、コメ生産市場化普及パッケージ（仮名）を紹介する。 

５－４ 普及パッケージの国家コメ開発プログラム（NRDP）反映に向けた協議を行う。 
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1.5 PDMの修正 

 

R/Dにて合意された PDM-0から開始され、PDM-4まで計 4回の PDM修正が行われた。それぞれの

概要については以下のとおりである。 

 

PDM-1 

上位目標、プロジェクト目標、各成果の指標を、ベースライン調査結果を用いて設定し、これらの指

標が 2017年に開催した第 2回合同調整委員会（JCC）で承認された。 

 

PDM-2 

成果2の活動は、当初認証種子（Certified seed）に関する種子生産管理システムの改善を想定していた

ため、指標もそのようになっていた。しかし、原種の入手が困難である、種子検査官の人数が少ない

事、などから、プロジェクトでは認証種子ではなく Guaranteed Seedの種子生産管理システムの改善を

行うこととした。そのため、成果 2の指標の文言を“By the cropping season of 2020/2021, the production of 

certified seed production increases by 350% by trained producers.” から “By the cropping season of 2020/2021, the 

production of guaranteed seed and home seed production increases by 350% by trained producers.”へと修正するこ

とを、2019年の第 3回 JCCに提案した。 

 

PDM-3 

COVID-19 の感染拡大のため、現地活動が 1 年 8 カ月停止された。その間も、プロジェクト活動は継

続されたが、一部活動に見合わせや、業務効率性の低下により、プロジェクト期間を 1年延長し、そ

れに伴い 2021年 9月に PDMを修正した。また、先方政府の組織改編に伴い名称の変更が生じたため、

併せて修正した。 

 

PDM-4 

2022年 6月に実施された終了時評価団により、上位目標の指標変更が提案され、第 5回 JCCにて提案

が承認された。これは、PDM-3 までの指標では、事後評価時に統計等既存の資料だけでは指標達成

度を測ることができなかったため、指標変更の修正を加えたものである。 
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第2章 活動（業務）の内容 

 

2.1 実施期間 

 

本業務は、以下の 3つの契約期間に分けて実施された。実施期間は以下の通りである。 

・第１年次：2016年 11月～2017年 9月 

・第２年次：2017年 11月～2019年 9月 

・第３年次：2019年 11月～2022年 11月 

 

2.2 日本側の投入  

 

2.2.1 専門家の投入 

第 1年次から第 3年次における各専門家の担当業務と現地業務従事期間は以下のとおりである。詳細

は添付資料-4を参照のこと。 

 

表 2-1 専門家の投入実績 

担当分野 専門家名 期間 現地 

人月 

国内 

人月 

総人月 

総括/普及 大竹 雅洋 2016年 11月～2022年 9月 28.83 10.9 39.73 

副総括/農民組織 田村 政人 2016年 11月～2022年 9月 14.67 7.0 21.67 

稲栽培/種子生産 清治 有 2016年 11月～2022年 7月 24.8 10.9 35.7 

灌漑施設維持管理 塚原 正泰 2016年 11月～2022年 8月 14.4 4.1 18.5 

マーケティング 末光 健志 2017年 3月～2021年 10月 3.7 － 3.7 

マーケティング 宮内 崇博 2019年 5月～2022年 8月 6.4 6.2 12.6 

社会経済 河野 尚由 2016年 12月～2021年 6月 2.7 2.7 5.4 

農機具/収穫後処理 濱中 透 2017年 11月～2021年 6月 8.1 2.0 10.1 

農機具/収穫後処理 塚原 正泰 2021年 6月～2022年 8月 2.0 2.5 4.5 

天水稲作改善 河野 尚由 2018年 5月 1.97 － 1.97 

稲作研修教材改善 半澤 咲子 2018年 11月～2019年 1月 2.0 － 2.0 

業務調整/研修管理 半澤 咲子 2016年 11月～2018年 7月 8.1 － 8.1 

業務調整/研修管理   田中 占領 2018年 10月～2019年 7月 2.83 － 2.83 

業務調整/研修管理   清治 有 2019年 8月 － 0.6 0.6 

研修管理 高橋 貞雄 2019年 11月～2020年 9月 1.5 1.5 3.0 

研修管理 末光 健志 2020年 10月～2021年 10月 1.2 1.5 2.7 

農民組織 2/マーケテ

ィング 2 

時田 裕子 2021年 9月～2022年 7月 4.17 － 4.17 

合計 127.37 49.9 177.27 

 

2.2.2 本邦研修及び第 3国研修 

2018 年 3 月 5 日～10 日の期間、タンザニア国の「コメ振興支援計画プロジェクト」との技術交

換プログラムを実施した。本プロジェクトの協力対象６郡から普及員を一人ずつ選出し、プロジ
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ェクトカウンターパート（C/P） と専門家各 1 名ずつを加えた計 8 名が参加した。また、2019 年 8 

月 18 日から同月 30 日までの期間、日本における農業普及体制および種子生産体制の変遷と現状を

学ぶため、農業食糧安全保障省（MASA）およびザンベジア州農業食糧安全保障局（DPASA）から

農業政策に関わる幹部を含む 5 名を招聘し本邦研修が行われた。参加者の詳細は添付資料-5を参照

のこと。 

 

2.2.3 機材供与 

以下の機材がプロジェクトから供与された。これらの機材を含む物品は 2022 年 8 月 12 日に DPAP

への引き渡しが行われた（添付資料-６）。 

 

表 2-2 供与機材リスト（バイクと車両は供与機材、その他は事業用物品） 

物品名称 個数 取得日 

コピー機（BIZHIB-235） 1 2016/12/29 

電圧安定装置(コピー機）（2000W） 1 2016/12/29 

レザーカラープリンター（Pro200 color） 1 2016/12/30 

デスクトップパソコン（HP All In One PC） 2 2017/1/6 

粒数計数機（IC-VA） 1 2017/3/14 

プロジェクター（Acer A113P） 1 2017/4/24 

ビデオカメラ（Canon Legria HF-R706） 1 2017/6/30 

ノートパソコン（HP(5GB 400GB)） 2 2017/7/11 

揚水ポンプ一式（HONDA MOTOBOMBA WB20XH2） 4 2017/7/26 

揚水ポンプ一式（HONDA MOTOBOMBA WB30XH3） 6 2017/7/26 

バイク（Honda XL125） 11 2018/1/3 

公用車（Mitsubishi L200）（JICA事務所による購入） 2 2016/11/18 

精米機（Yanmar YMM20）（JICA事務所による購入） 6 2021/3/21 

 

2.2.4 一般業務費 

日本側による資金投入は以下のとおりである。 

 

表 2-3 一般業務費 

期間 実績（円） 

1年次（2016年 10月～2017年 9月） 5,869,000 

2年次（2017年 10月～2019年 9月） 30,357,000 

3年次（2019年 10月～2022年 11月） 48,515,000 

*プロジェクト支出分のみであり、事務所支出分を含まないとする 

 

2.3 モザンビーク側の投入  

 

2.3.1 カウンターパートの配置 

各カウンターパートの配置と任期は以下のとおりである。 
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表 2-4 カウンターパートの配置実績 

N  ̊ 名前 役職 任期 

1 Sandra Silva Director of DNEA 2016/11-2019/01 

 2 Guilhermiina Matiquite Director of DNEA 2019/01-2020/03 

3 Adélia Perpétua Artur Magaia Director of DNAAF 2020/04-現在まで 

4 Inacio Tiago Nhancale  Chief of Department of technique, 

DNEA, Focal point 

2016/11-2018/01 

5 Manuel Ali da Silva Chief of Department of technique, 

DNEA, Focal point 

2018/1-現在まで 

6 Ivane Maunze DNEA, Focal point 2016/11- 2019/08 

7 Marcelo Raúl Chaquisse Director DPASA 2016/11-2017/07 

8 Jabula Arlindo Zibia Director DPASA 2017/07-2020/06 

9 Fernando Remane Namucua Director DPAP 2020/6-現在まで 

10 Vilinho Abeque Chief of DEA/DPAP 2018/12-現在まで 

11 José Amándio Lopes Chief of DIA/DPASA 2016/11-2018/12 

12 Noel Armando Chief of DIA/DPAP 2019/6-2020/7 

13 Musafo Manecas Ferraz DAS/DPASA 2016/11-2017/1 

14 Jaime Gado  DEA/DPAP SPAE 2016/11-現在まで 

15 Gervasia Musaico Lopes DEA/DPAP 2016/11-現在まで 

16 Carlos Nedson DAS/DPAP 2017/1-現在まで 

17 Braz Eduardo Anselmo DAS-irrigation/DPAP 2016/11-現在まで 

18 Armindo Coleco DAS-irrigation/DPAP 2019/7-2021/2 

19 Margarida Assisa Abduel 

DIA/DPAP 

DAS/DPAP-Z 

RPPSAS/DPAP-Z 

2018/12-現在まで 

20 Nelson Duarte DAS-Seed inspector 2016/11-現在まで 

21 Hermínio Abade Chief of IIAM 2016/11-現在まで 

22 Sifa da Clara Manlhombe DPIC 2016/11-現在まで 

 

2.3.2 ローカルコスト負担 

モザンビーク側はプロジェクト執務室の提供、家具（机 1 台、イス１脚）、エアコン１台、電気・水

道料金を負担した。 

 

2.4 プロジェクトの活動 

 

2.4.1 成果 1：灌漑稲栽培技術の普及 

活動１－１－１ ベースライン調査を実施する。 

 第 1 年次にベースライン調査を予定通り実施した。結果は、「ベースライン調査報告書」として提

出した。 

 

活動１－１－２ 対象地区を選定する。 

 ベースライン調査結果に基づき、C/P と協議のうえ、対象地区を選定した。選定された対象地区は、
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第 2回 JCCにて承認を受けた。表 2-5に灌漑地区にて選定された対象地区を示す。 

 

表 2-5 選定された対象地区（灌漑地区） 

District Localidade Name 
Number of Farmers 

Male Female Total 

Namacurra Mutange Mutange 26 27 53 

Nicoadala Munhonha M'ziva 2 - - 140 

Maganja da Costa 
Nomiua Intabo 26 75 101 

Nante-sede Munda-munda 13 12 25 

Mopeia Mopeia-sede Paz 11 22 33 

 

このうち、Mutange 灌漑地区については、DPAP の予算でポンプの修理が計画されたが、主線水路

が逆勾配となっていることが分かり、ポンプ修理を行っても、灌漑地区の約 1/3 しか灌漑できないこ

とが明らかとなった。そのため、2019/20年作期より、同地区を天水地区として扱うこととした。 

また、M’ziva 灌漑地区は、持続的灌漑開発プロジェクト（ProIRRI）による施設改修の対象となっ

ていたが、農家側と施工業者間の工事内容に関する意見の不一致により改修工事が中断し、プロジェ

クト期間中に改修工事が完了しなかった。そのため、普及活動を行うことができなかった。 

Munda-munda 灌漑地区は、Intabo 灌漑地区と同様に、Licungo 川の増水に伴い取水できる半灌漑地区

に分類されている。しかし、ポンプは機能していなかった。2020 年の雨期が始まる前に改修工事が

開始されたことから、同灌漑地区は 2020/21年作期から天水地区に含めている。2021年 12月に工事が

終了したものの、2022年の 2月にサイクロンの影響により、施設に損傷が生じた。 

最終的に、2021/22年作期は Intabo灌漑地区及び Paz灌漑地区の 2地区のみを対象地区とした。しか

し、この 2 地区も施設的問題を抱えている。Intabo 灌漑地区は、ポンプが稼働していなかったことに

加え、2022 年のサイクロンの影響により、洪水が発生し施設内に土砂が堆積している。Paz 灌漑地区

は電気系統の不具合が頻発していたが、現在は、ポンプは稼働できる状態である。ただ、施設内の圃

場の均平が取れていないため、均等に灌漑することができない状態である。 

 

活動１－１－３ 既存マニュアルの栽培技術を対象地区に適用させる。 

既存マニュアルに収録された栽培技術の中から、対象地区内の稲栽培技術改善に必要な情報を抽

出するための調査を行った。2016/17 年の作期に協力対象６郡の収穫前の農家圃場からサンプリング

し、品種、収量構成要素等を調べ、各栽培地の稲作の特徴を調査した。対象地区内の稲作の特徴は、

概して密植であり、個体数の多さで穂数を稼いでいるため一穂籾数が少なくなり、受光体勢が悪化す

ることから倒伏する個体も多く、登熟歩合が低下する傾向にあることが分かった。 

対策として「単位面積あたり株数を適正化して一穂籾数の増大を図ることで単位面積当たり穎花

数を増加」させ、「穎花数増加が招く登熟歩合低下を防ぐ」こと、が増収につながると考えた。その

後の詳細は活動 1-2-3に詳述する。 

 

活動１－１－４ 普及研修計画を策定する。 

 プロジェクトでは、カスケード方式を採用し、C/P が講師となり、普及員に対して研修指導者養成

研修（ToT）を実施した。ToT を受講した普及員は、それぞれの対象農民組織に対して、共同圃場の
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設置・管理を通じて、稲作技術の普及を行った。 

 ToTは栽培暦に対応した形で、1作期につき 3回実施した。それぞれのToTの内容は表 2-6の通りで

ある。 

 

表 2-6 各 ToTの内容 

ToT 実施時期 主な内容 
第 1回 11月から 12月 イネの基礎生理、基本稲作技術、水環境に応じた稲作技術 
第 2回 2月から 3月 栽培管理 
第 3回 4月から 5月 収穫、収穫後処理、収量調査 

 

 第 1 回 ToT は（i）イネの基本知識を得るための「イネの基礎生理」、（ii）指標達成に必要な基本的

かつ重要な稲作技術に焦点を当てた「基本稲作技術」、（iii）ザンベジア州の多様な天水環境に基本稲

作技術を適用させることを目的とした「水環境に応じた稲作技術」の 3 つから構成されている（図 

2-1）。 

 国際稲作研究所（IRRI）は、天水稲作環境を圃場の水位と滞水期間に着目し、（1） 畑地（Upland）、

（2） 低地（① Rainfed shallow drought-prone II, ② Rainfed shallow drought and submergence-prone, ③ Rainfed 

shallow submergence-prone, ④ Rainfed medium-deep,water logged）、（3） 深水、に分類している。プロジェ

クトの対象地区の農家圃場のほとんどは（2）の低地に属しているが、国際稲作研究所（IRRI）は低

地を更に 4つに細分しているように、低地の水環境は非常に多様である。圃場の水環境は、降雨以外

にも河川の越流水の影響も受けている。そして、天水稲作の収量改善に最も重要となるのが、水をコ

ントロールする技術（圃場に水を貯えることや過剰な水を避ける）である。このような特徴を考慮し、

第 1回 ToTの教材を作成した。 

 

 

図 2-1 第 1回 ToTのコンセプト 

 

第 2回 ToTの内容は施肥管理や水管理も含めた栽培管理についてである。プロジェクト対象農家の

ほとんどはローカル品種を栽培していたことから、不安定な水環境や倒伏の危険性を考慮し、施肥は

推奨しなかった。しかし、施肥については、普及員は習得しておくべき技術であると考え、第 2 回

ToTに加えた。 
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第 3回 ToTは収穫、収穫後処理、収量調査（サンプリングと収量の計算）から構成されている。適

期による適切な収穫と収穫後処理は、収穫後ロスを減少させることに加え、品質を向上させる。従っ

て、マーケティングの視点から非常に重要となる技術である。 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がモザンビークで蔓延していた時期は、感染防止の観点

から、ToTは実施しなかった。また、2020年 3月から 2021年 9月までは、日本人専門家の不在期間で

もあった。このような時期においても、国内業務による遠隔支援により、プロジェクト活動を継続し

た。そのために、リモート環境下においてもプロジェクト活動を継続できるよう、普及員と C/P にタ

ブレット端末を配布するとともに、映像教材を作成し、ToT の代替とした。このタブレット端末は、

映像教材視聴に活用するとともに、デモ圃場や活動のモニタリングにも活用した。 

 タブレット端末の研修への活用は、COVID-19 の蔓延時期に限ったものではない。タブレットと映

像教材を用いると、集合研修のように参加者が一カ所に集まる必要がなくなる。このことは、研修費

用の削減に寄与する。加えて、広域にカバーすることができる。これらは、タブレット端末を活用す

る利点であると言える。もちろん、実技を交えた対面型の研修と比較すると効果は小さくなるであろ

う。しかし、恒常的に予算不足に陥っている DPAP においては、このような研修手法を取り入れるこ

とは検討に値すると考える。 

 

活動１－１－５ デモ圃場を設置する。 

（1）デモ圃場の設置 

 プロジェクトでは、1 農民組織当たり 5 人のデモ農家を選定しデモ圃場を設置した。ToT を受講し

た普及員が、各農民組織での共同圃場の設置及び管理に関するOJTを通じて、デモ農家への指導を行

った。この共同圃場での作業は 5人のデモ農家に限定したものではなく、農民組織のメンバー全員が

参加できるものであり、デモ農家以外で共同圃場の作業に参加した農家の中から Replica 農家を選定

した。5 人のデモ農家に対しては、技術指導に加えて種子や肥料（改良品種の場合のみ）といった資

材の支援を行った。表 2-7に灌漑地区におけるデモ圃場設置実績を示した。 

 

表 2-7 灌漑地区におけるデモ圃場設置実績 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 1) 

No. of associations 3 4 2 2 2 

No. of demo 

fields 

CDR2) 15 13 15 12 12 

Replica 0 18 15 25 20 

Total 15 31 30 37 32 

注：1）洪水被害が発生したため、苗代設置以降行うことができなかった。 

2)  CDR (Campo de demonstracao de resultados) 

 

 第 3 年次の 1 年目に当たる 2019/20 年作期の結果は表 2-8 のとおりである。この年は、Mopeia 郡の

Paz灌漑地区とMaganja da Costa郡のMunda-munda灌漑地区を対象に、合計 15圃場のCDRと 15圃場の

Replica を設置した。しかし、深水や干ばつの影響を受けた圃場もあったため、収穫できた CDR と

Replicaはそれぞれ 11圃場と 6圃場であった。 

 CDR を設置したデモ農家の多くは、移植栽培を採用したが、移植と直播の両方を採用した農家も

おり、農家の持つ労働力や移植・作付け時期を考慮し、作付方法が各農家によって決定された。作付
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方法は、移植を採用した農家では、条植と乱雑植え両方行っている農家が多く、0.5 ha あるデモ圃場

場の全てを条植することは、労働力の制限から難しく、各農家が可能な範囲で技術を採用しているこ

とが伺える。 

 平均収量に関しては、Paz灌漑地区では平均 3.6 t/ha（CDR: 3.9 t/ha、Replica: 3.4 t/ha）と指標には達し

ていないが、まずまずの成績であった。しかし、Munda-munda 灌漑地区では、デモ農家の平均収量が

2.5 t/haと低く、灌漑地区全体では 2.9 t/haであった。 

 

表 2-8 灌漑地区におけるデモ圃場の結果（2019/20作期） 

 

Planting method (%) Seed 

selection 

(%) 

Seed 

Source 

(%) 

Levee 

(%) 

Leveling 

(%) Transplanting 
Direct 

Sowing 
Both 

CDR 75.0  0.0  25.0  100.0  100.0 100.0  100.0  

Replica 0.0  66.7  33.3  16.7  0.0 16.7  50.0  

Outside 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0 50.0  50.0  

 

 

Direct Sowing (%) Transplanting (%) 

Seeder Broadcast  Both Nursery Line  Random  Both  
2-3 

seeding/hill  

CDR 33.3  0.0  66.7  100.0  22.2  0.0  77.8  100.0  

Replica 0.0  100.0  0.0  50.0  0.0  0.0  100.0  50.0  

Outside - - - 0.0  0.0  100.0  0.0  100.0  

 

 
Weeding 

(%)  

Fertilizer application 

Ave. Yield (t/ha) Fertilizer 

application (%)  

No. of time 

(Ave.) 

Total amount 

(kg/ha) 

CDR 100.0  41.7  1.6  92.0  2.9  
2.9  

Replica 100.0  40.0  1.2  75.0  2.8  

Outside 100.0  0.0  - - 0.8  

 

2020/21 年作期の結果は表 2-9 のとおりである。Maganja da Costa 郡の Intabo 灌漑地区と Mopeia 郡の

Paz灌漑地区を対象に、合計12圃場のCDRと25圃場のReplicaを設置した。作付方法は、全てのCDR

を設置した農家と 66.7%の Replica を設置した農家は移植のみを採用し、2019/20 年作期よりも、移植

を採用した農家割合が増加した。移植方法については、2019/20 年作期と比較し、条植を採用した農

家の割合が少し減少したものの、条植を採用した農家の割合は依然として高かった。 

 平均収量に関しては、Paz灌漑地区では 3.7 t/ha（CDR: 3.8 t/ha、Replica: 3.6 t/ha）、Intabo灌漑地区では

3.4 t/ha（CDR: 3.4 t/ha、Replica: 3.3 t/ha）であり、灌漑地区全体では 3.5 t/ha（CDR: 3.6 t/ha、Replica: 3.5 

t/ha）であった。 
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表 2-9 灌漑地区におけるデモ圃場の結果（2020/21年作期） 

 

Planting method (%) Seed 

selection 

(%) 

Seed 

source 

(%) 

Levee (%) 
Leveling 

(%) 

Direct sowing (%) 

T.P1） D.S.2） Both Boarder  Division  Seeder Broadcast  Both 

CDR 100.0  0.0  0.0  100.0  100.0  100.0  58.3  100.0  - - - 

Replica 66.7  33.3  0.0  86.7  75.0  100.0  50.0  93.3  0.0  100.0  0.0  

Outside 0.0  50.0  50.0  50.0  50.0  100.0  60.0  100.0  0.0  91.7  0.0  

注：1）移植 

  2）直播 

 
Recommended 

nursery (%) 

Transplanting (%) Weeding (%) Fertilizer 

application 

(%) 

Ave. Yield 

(t/ha) Line  Random  Both  
2-3 

seeding/hill  
Manual  Weeder 

No 

weeding  

CDR 100.0  66.7  8.3  25.0  100.0  100.0  0.0  0.0  50.0  3.6  
3.5  

Replica 100.0  0.0  20.0  80.0  100.0  100.0  0.0  0.0  50.0  3.5  

Outside 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 2.8 

 

2021/22年作期は、Mopeia郡の Paz灌漑地区と Maganja da Costa郡の Intabo灌漑地区を対象に、デモ

圃場の設置を予定していた。しかし、同期は 1 月から 3 月にかけ、3 つのサイクロンが襲来し、豪雨

と洪水被害が発生した。Mopeia 郡の Paz 灌漑地区では、1 月から移植が開始されたが、圃場が長期冠

水し、全て枯死した。その後、水位が低下した 4 月に、急遽移植を行ったが、本来、2 月には移植を

完了させる栽培暦であることに加え、移植を急ぐ必要があったため圃場準備も不十分な状態での移植

となり、推奨技術を採用できる状況ではなかったことから、これらはデモ圃場としては扱わないこと

とした。Maganja da Costa郡の Intabo灌漑地区も灌漑地区と Licungo川を隔てる土手が決壊したことか

ら、圃場が長期間にわたり冠水し、移植することもできなかった。 

 

（2）実証圃の設置 

3種類の実証圃を設けた。 

 

1） 推奨技術の実証 

Namacurra 郡 Mutange 地区に設営した実証圃場にて、プロジェクトで推奨する天水稲作技術の実証

をおこなった。2018/19 年の作期にはローカル品種 Nene を用い、慣行農法(C 区)に比べて、条播機に

よる直播栽培(D 区)による増収効果、条植えによる移植栽培(T 区)のさらなる増収効果を実証すること

ができた。 
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表 2-10 収量構成要素(2018/19) 

Yield Component 
C plot 

(慣行区) 

D plot 

（播種機条播区） 

T plot 

（移植区） 

Number of hills /m2 141.7 105.5 98.2 

Number of spikelets/panicle 27.1 62.1 77.9 

Number of spikelets/m2 3,841.3 6,620.7 7,646.0 

Percentage of ripened grains 72.2% 86.2% 90.5% 

1,000 grains weight (g) 31.1g 34.9g 35.3g 

Yield (kg/m2)* 0.9t/ha 2.0t/ha 2.5t/ha 

出所：2018/19年作期実証圃場収量調査結果 

*Data taken by Tsubogari method 

 

Ｃ区は大量の種子が直播されており(約 100 kg/ha)、そのため平米あたりの穂数は 3 処理区中最大の

値となった。しかし密播状態であることと除草がなされなかったことで各穂は非常に小さく、一穂籾

数は 3処理区中最小値であった。籾数も最小で登熟歩合も低く千粒重も軽く、最終的な収量は 0.9 t/ha

となった。Ｄ区はＣ区の約半分の播種量(50 kg/ha)であったが、条播機で均一に播かれたために初期生

育が安定したことから穂が比較的大きく育ち、籾数が稼げた。2.0 t/haの収量が得られた。Ｔ区でも一

穂籾数が大きく、籾数がＣ区の約 2倍となった。籾数は増えたが疎植であったために受光態勢が整え

られ、登熟歩合も千粒重も最高値となった。その結果、収量は 2.5 t/haと 3処理区中最高値を示した。 

翌 2019/20年には多収品種であるMocubaを用いて施肥も行い、条播機による直播栽培（D区）と、

条植えによる移植栽培（L区）、乱雑植えによる移植栽培（R区）を比較した。各処理区の収量構成要

素等を下表 2-11に示す。 

 

表 2-11 収量構成要素等 (2019/20) 

 Yield Component D plot 

（播種機条播区） 

L plot 

（条植移植区） 

R plot 

（乱雑植移植区） 

Number of hills (/m2) 36.1 20.0 20.3 

Number of panicles (/m2) 118.5 123.3 104.5 

Number of spikelets/panicle 107.0 134.0 106.4 

Number of spikelets /m2 12,629.0 16,536.0 11,197.0 

Percentage of ripened grains 72.8 83.4 74.4 

1,000 grains weight (g) 30.4 31.4 32.0 

Yield (kg/m2)* 2.9 4.0 2.8 

出所：2019/20年作期実証圃場収量調査結果 

*Data taken by Tsubogari method 

 

移植された L区と R区ではほぼ同じ株数が植えられたが条植えによって初期生育が促進され、L区

の平米当たりの穂数は R区に比べて約 18％も増加している。L 区は一穂籾数も多く、籾数/m2は R 区

に比べて約 48％の増加となった。条植えは出穂後の受光態勢の改善にもつながり、登熟歩合が 83％

以上となった。その結果、4 t/haの好収量を達成した。 
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条播機を使用した D 区では個体数の多さが穂数の確保につながり、一穂籾数は移植区である R 区

とほぼ同じであったが、籾数/m2は R区と比較して約 13％増加した。 

 

2） 周年栽培に係る毎月植えトライアル 

Namacurra郡Mutange地区に設営した圃場にて当地における主要8品種を毎月播種し、生育及び収量

を比較して各品種にとって最良の植え付け時期を確認するための簡易試験を 2019 年 1 月～12 月に実

施した。各品種の播種から出穂までの日数（栄養生長期間）を比較することで供試 8品種を感光性品

種と感温性品種に区別することができた。Mocubaと Simãoの２品種を例にした次図 2-2を解説する。 

 

 

図 2-2 播種から出穂日までの日数 

 出所：実証圃場収量調査結果（2019年 1月～12月） 

 

前年の夏至からさほど日数を経ていない 1 月に播種した区では Mocuba は播種後約 110 日で出穂し

ているが、翌月２月に播種した区では短日の影響を受けて 2週間ほど短縮され、最短となった。一方、

5月に播種した区では 6月の冬至以降の長日の影響を受け、約 125日と最長となった。Mocubaと同じ

傾向を示した他 5 品種（Chupa、Nene、Mamima、Bebe、Cabo Delgado）は感光性品種であるといえる。 

Simãoでは気温が高い 1月播種分の出穂までの日数が最短で、2月播種分は長くなり、3月以降には

より長くなる傾向が見られた。月別の平均気温を見ると 5 月以降が低くなっており（図 2-3 参照）、3

月播種分以降はその影響を大きく受け、栄養成長期が延長されたと考えられる。気温による影響が強

い Simão他 1品種（Macassane）は感温性品種であるといえる。 
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図 2-3 ケリマネ年間気温 

出所：DPAP/ケリマネ空港 

 

どの品種も 3月播き以降の処理区は稔実期に野鳥による食害にさらされ、収量調査ができない状況

となってしまった。各品種とも栽培開始時期はおおむね慣行農法（12月～翌年 2月）が最良であるこ

とが確認された。 

 

3） 陸稲品種スクリーニング 

降雨不足による不作が頻発する Inhassunge郡 Baixa Torone地区と Quelimane郡 Mutibura地区に適した

品種を求めて、州内で栽培される品種の中から耐乾性に富むとされる 15 品種を用い、農民参加型の

スクリーニングを 2018/19 の作期に実施した。収量とその構成要素との相関を見ると株あたり穂数と

の間に強い相関が見られた。陸稲栽培では順調な初期生育で穂数を確保することが重要であることが

確認できた。両地とも農家組織の共同圃場を使い、農民組織メンバーが間近に各品種の生育を観察す

ることができるよう配慮した。農家組織メンバーによりBaixa Torone地区ではMussadoroとNamaraw、

Mutibura 地区では Indo と Nacopo の各 2 品種が有望品種として選ばれた。翌作期からは同圃場にて有

望品種の自家採種が継続された。 

 

活動１－１－６ 普及員、デモ圃場農家を対象に研修を実施する。 

 プロジェクト期間に実施した ToT の参加者数を表 2-12 に示した。ToT は普及員を対象に、C/P が講

師となり、1-1-4に示した計画に則して、年 3回実施した。加えて、2018/19年作期及び 2019/20年作期

の第 1 回 ToT では、Quelimane で ToT を受講した普及員が講師となり、各 SDAE にて他の SDAE 所属

の普及員に対して、研修を実施した。そのため、参加人数が多くなっている。2019/20年作期は、第 1

回 ToTは実施できたが、第 2回及び第 3回 ToTは COVID-19の感染拡大により、実施できなかった。 

 2020/21 年作期以降は、COVID-19 の感染防止の観点から、ToT の集合研修は実施せず、映像教材と

タブレットの活用による、研修を行った。 
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表 2-12 ToTの参加者数 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

1st ToT 25 93 85 17 18 

2nd ToT 23 18 Not conducted 18 18 

3rd ToT 18 人数不明 Not conducted 18 18 

Total 66 111 85 53 54 

 

 プロジェクトで作成した映像教材は表 2-13 の通りである。稲栽培、灌漑、マーケティング、モニ

タリング等に関する教材、計 23 種類作成した。これらの多くは、映像に加え、ナレーションも含ま

れており、普及員が一人で学習できるように工夫されていることから、ToT の代替として活用してき

た。 

 これらの映像教材は、全て Google classroom に格納され、普及員がいつでもアクセスできる状態に

ある。ToT の代替として作成した映像教材は、併せて評価用の小テストも作成し、映像教材の内容の

理解度を図ると共に、小テストの回答をもって、ToT の代替とした。タブレット端末を用いた遠隔で

のToTは、小テストと組み合わせることにより、理解度を図ることができ、その効果が確認できた。

一方、普及員によっては、通信事情により映像教材を視聴するまでに時間を要した者や、また、視聴

しても小テストに回答しない者もいた。遠隔での研修実施における監督や研修管理改善に向けた課題

と言える。 
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表 2-13 プロジェクトで作成した映像教材 

No 研修教材名 作成時期 

1 Rice Physiology (Photosensitivity) 2021年 3月 

2 Seed selection  2019年 8月 

3 Rice Seed selection  2021年 5月 

4 Nursery establishment and direct sowing of rice 2021年 2月 

5 Land preparation 2019年 8月 

6 Levee making utilizing sweet potato ridge 2020年 12月 

7 Levee making 2020年 12月 

8 Preparation of nursery 2019年 8月 

9 Transplanting 2019年 8月 

10 Rice Transplanting  2021年 2月 

11 How to make line transplanting to reduce rice disease 2021年 5月 

12 Manual seeder 2019年 8月 

13 Yield Survey - Tsubogari Method - 2021年 4月 

14 Some points of Irrigated rice cultivation  2022年 3月 

15 Harvesting 2019年 8月 

16 Harvest and post-harvest techniques 2021年 5月 

17 Seed inspection 2021年 7月 

18 How to conduct monitoring for CDRs 2022年 2月 

19 “How to Keep Foreign Materials Out of Rice” Seminar 2021年 11月 

20 Seminar for longevity of rice milling machines 2021年 9月 

21 Irrigation internal regulation seminar 2021年 6月 

22 Seminar on "Economic Irrigation Breakeven Point" 2020年 12月 

23 How to record an accounting book 2021年 12月 

 

活動１－１－７ 対象地区において普及活動を実施する。 

担当普及員は、それぞれ、対象農民組織の農家と共に共同圃場の設置と管理を通じたOJTを実施し

た。これは、農民組織レベルでの普及活動と言える。普及員は、種子選別や圃場準備（畦畔の設置）、

苗代作成と移植、播種機の使い方、除草、収穫等の共同圃場での作業を通じて、対象農民組織に対し

て技術移転を行った。 

 その他の普及活動として、フィールドデイの実施がある。フィールドデイは収穫前に実施され、推

奨技術を採用し設置・管理した共同圃場の成果発表の場であり、近隣の一般農家に対する推奨技術普

及の場である。フィールドデイは、2017/18 年作期と 2018/19 年作期に実施した。2017/18 年作期は

Maganja da Costa郡の Intabo灌漑地区で実施し、2018/19年作期は、Namacurra郡の Mutange灌漑地区と

Nicoadala郡の対象農民組織である Macameloと Elalaneの 2カ所で実施した。それぞれのフィールドデ

イの参加者は表 2-14の通りである。 
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表 2-14 フィールドデイの参加者 

作期 2017/18 2018/19 

開催場所 Intabo灌漑地区 Mutange灌漑地区  Elalane, Macamelo 

農家 70 （内訳なし） （内訳なし） 

普及員 39 （内訳なし） （内訳なし） 

合計 109 99 133 

 

 このようなプロジェクトで実施する大規模なフィールドデイは COVID-19 の影響により、第 3 年次

は開催できなかった。しかし、Mopeia郡の Paz灌漑地区で、担当普及員が共同圃に周辺農家を呼び、

自分でフィールドデイを企画し実施した。このような普及員の自発的な活動は、プロジェクトの活動

によりオーナーシップが醸成された表れであり、特筆すべきことである。 

 

活動１－１－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

モニタリングは、目標収量を達成するために、デモ農家が推奨稲作技術を採用し栽培暦を順守し

ながらデモ圃場の設置・管理をしているか、確認する目的で実施し、図 2-4 に示した項目をモニタリ

ングした。 

 

 

図 2-4 モニタリング項目 

 

デモ圃場のモニタリングは、専用のモニタリングシートを用いた。モニタリングでは、デモ圃場

や Replica 農家に加え、プロジェクトの対象となっていない近隣農家も、比較目的でモニタリングの

対象とした。デモ圃場や共同圃場の設置後、各普及員が定期的に圃場を巡回し、モニタリングを行っ

た。集計は C/P中心で、実施した。 

 2020 年 3 月に、COVID-19 の世界的拡大に直面し、日本人専門家が全員帰国するなどして、デモ圃

場のモニタリング実施に困難が生じた。C/P と協議した結果、タブレット端末をモニタリングに活用

することとした。 

 タブレットを用いたモニタリングは、上記のモニタリングシートを用いた技術内容のモニタリング
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と同時に、デモ圃場や共同圃場の状況や農民組織の活動状況を、遅延なくタイムリーに共有すること

も目的に加えた。そのため、WhatsApp というアプリを用いて、C/P、普及員、専門家チーム間でグル

ープを作成し、そこに、随時画像や映像を投稿する形式で、モニタリングを行った（表 2-15）。 

 タブレットを活用したモニタリングにおいても、図 2-4 で示したモニタリング項目に沿って、推奨

技術の採用状況が把握できるよう留意した。しかし、タブレット活用したモニタリングは、既述した

ように、タイムリーな情報共有が主目的となり、モニタリングシートを用いたモニタリングは、進捗

等モニタリング結果を記録し、集計に用いることが主目的となった。従って、普及員は 2種類のモニ

タリングを並行して行った。 

タブレットを用いたモニタリングにより、普及員間の情報共有も促進された。各普及員が各自の

担当しているデモ圃場や共同圃場を投稿することにより、良い意味で普及員間での競争意識が芽生え

たのと同時に、問題解決等に対し、互いに意見を出し合うようになり、タブレットの導入による正の

インパクトであると言える。 

 

表 2-15 タブレットを活用したモニタリング 

項目 内容 

目的 •デモ圃場の進捗や状況を、タイムリーな情報共有を通じて、確認する。 

モニタリング範囲 •デモ圃場及び共同圃場 

使用するアプリ •WhatsApp 

頻度 •共同圃場：最低 3回/月. 
 •デモ圃場:普及員がデモ圃場を訪問する度（最低 1回/月） 

備考 
•デモ圃場や共同圃場のモニタリングに限らず、農民組織の会議や他の重要

な活動についても、情報共有する。 

 

活動１－１－９ 実践に基づいて、灌漑稲栽培技術マニュアルを改訂する。 

活動 1-2-3 で後述する天水稲作マニュアルのドラフト作成後、灌漑稲作で必要となる技術情報を盛

り込んでいった。基本的な部分、特に稲生理などの一般的セオリーを含む第 1部は共通とした。具体

的な稲作技術を収録する第 2部においても「頴花数の確保と登熟歩合の維持」という基本路線を共通

にしつつ、灌漑稲作では特に重要とならない技術は省き（例：滞水状況による圃場の分類や、大掛か

りな均平作業など）、逆に重要と思われる技術・情報を加筆して（例：施肥法や水利組合に関する事

項など）4.0～5.0 t/haの収量を達成するために必要な技術を構成した。 

 

2.4.2 成果 1：天水稲栽培技術の普及 

 

活動１－２－１ ベースライン調査を実施する。 

第 1 年次にベースライン調査を予定通り実施した。結果は、「ベースライン調査報告書」として提

出した。 

 

活動１－２－２ 対象地区を選定する。 

ベースライン調査結果に基づき、C/P と協議のうえ、対象地区を選定した。天水地区における対象

地区は Localidade 単位とし、選定された Localidade から普及の対象となる農民組織を選定した。選定
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された対象地区及び農民組織は、第 2回 JCCにて承認を受けた。表 2-16に天水地区にて選定された対

象地区及び農民組織を示す。 

 

表 2-16 選定された対象地区（天水地区） 

District Localidade Association selected 
Number of Farmers 

Male Female Total 

Mopeia Lua-lua Nilibena Olima 11 14 25 

Momola 1 15 20 35 

Momola 2 15 7 22 

Namacurra 

Namacurra-

Sede 

Mulheres Amigas 8 23 31 

Olima ni Fumo 6 26 32 

7 de Abril 21 22 43 

Mateso 11 14 25 

Furquia 
Tebemuno 1 12 13 25 

Tebemuno 2 9 17 26 

Nicoadala Namacata 

Macamelo 12 18 30 

Mucocora 10 21 31 

Elalane (Amcela)  10 21 31 

Inhassunge Mucupia 
Baixa Trone 5 20 25 

Familia Unida  4 21 25 

Quelimane Maquival 

Navirembo 5 20 25 

Mutibura 3 19 22 

Mucori 2 23 25 

 

活動１－２－３ 天水稲栽培マニュアルのドラフトを作成する。 

過去に同国で実施されたプロジェクト作成による稲作マニュアルは灌漑稲作を対象にしたもので

あったが、稲作技術の部分は天水稲作と重なる部分が多く、転用が可能であった。前述の活動 1-1-3

の結果から頴花数の確保と登熟歩合の維持により 2.0～3.0 t/ha の収量を達成することを目標にし、ま

た活動 1-1-5の実証圃で得られた情報を活かして改訂作業を行った。 

2 部構成とし、第 1 部には稲作生理を含む一般的なセオリー（収量構成要素や品種の特徴など、科

学的に稲作を考える基礎となる部分）を、第 2部にはマニュアル本体として具体的な技術を記載した。

①種子選別と条植えで初期成育状況を改善し、除草作業をしやすくする。②条植えにより適切な栽植

密度を保ち、受光体勢を改善することで倒伏を予防して登熟歩合を改善する。という２点に重点を置

き、種子選別法、苗代作成管理法、育苗法、直播機操作法、圃場準備、移植法、本田管理、収穫、収

穫後調整、の 9項目にまとめた。また、読者の理解を促進するため、図表や画像の多用を心がけた。 

2019/20の作期からCOVID-19の拡大のために日本人専門家の現地活動ができなくなり、リモートによ

る指導が継続された。その際、普及員の活動を支援するためのビデオ教材が作成され、マニュアル作

成時に使用したテキスト及び図表、画像などが活用された。 

 

活動１－２－４ 普及研修計画を作成する。 

 本プロジェクトは、アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）のインパクト実証調査の対象とな

っていたことから、ベースライン調査にて選定した対象地区について、各 Localidade における普及の
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順番を、監督職員、JICA研究所等立会いの下、無作為に順序を決定した。 

 普及は決定された順序に従い、変更や修正を加えることなく、実施した。1 つの農民組織を 2 作期

支援することを基本とした。従って、2017/18 年作期に普及を開始した農民組織は計画通り、2018/19

年作期に支援を終了し、その後はモニタリングを行い、適宜、支援を継続した。しかし、2020年 3月

以降、COVID-19 の影響を受け、普及活動の遅延、規模縮小等、完全な形での普及を行えなくなった

ことから、2018/19年以降に支援を開始した農民組織に対しては、2年間を過ぎても支援を継続し、最

終的に 2020/21年作期に支援を終了した（表 2-17）。 

 ToT の実施に関しては、灌漑地区と同様に、1-1-4に記載した通り、1作期当たり 3回の ToT を行っ

た。 

 

表 2-17 天水地区における普及の実績 

2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22

Participated

Mutibura

Mucori

Pante 

7 de Abril

Olima ni fumo

Mateso

Nicoadala

Mucupia

Mopeia

Namacurra-
Sede

Furquia

Inhassunge

Namacurra
Mulhers Amigas

Tebemuno 1

Tebemuno 2

Amucela (Elalane)

Macamelo

Mucocora

Namacata

Baixa de Troni

Lua-lua

Familia Unida

Momola-2

Momola-1

Nilibena Olima

Graduated (conducted monitoring)

District Localidade
Name of

Association

Year Participated

Quelimane Maquval

Note:  

 

活動１－２－５ デモ圃場を設置する。 

 灌漑地区と同様の手法を用いて、デモ圃場を設置した。天水地区における各作期のデモ圃場設置の

実績を表 2-18 に示す。2021/22 年作期については、全ての農民組織は卒業扱いであったことから、種

子等資材の支援は実施せず、普及員によるモニタリングと技術指導を継続した。その結果、全ての農

民組織がデモ圃場や共同圃場設置を継続していたことから、デモ圃場として扱うこととした。 
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表 2-18 天水地区におけるデモ圃場設置実績 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

No. of associations 7 12 12 13 19 

No. of demo 

fields 

CDR 38 110 105 89 109 

Replica 0 80 73 127 180 

Total 38 190 178 216 289 

 

第 3年次の 1作期目に当たる 2019/20年作期の結果は表 2-19のとおりである。12の農民組織を対象

とし、105 の CDR と 73 の Replica を設置したが、深水や干ばつ害に遭った圃場が出たため、101 の

CDR と 73 の Replica で収穫することができた。CDR と Replica を設置した農家のうち、直播のみを採

用した農家はそれぞれ、12.3%と 29.6%であり、一部採用を含め移植を多くの農家が、行っていた。

畦畔の設置は、CDR、Replicaともに高い採用率であった。 

 作付方法について、CDR を直播栽培にて設置した農家は、6 割以上が播種機を用いており、播種機

への関心の高さがうかがえる。一方、Replicaを設置した農家で播種機を用いた農家は、一部圃場で用

いたのを含め、約 16％にとどまっていた。この要因の一つは播種機の台数の不足である。移植栽培

では、CDRを設置した農家のうち、条植を採用した農家は 8割を超え、高い採用率であった。Replica

農家では、CDR を設置した農家と比較すると採用率は低いものの、約 41%の農家が条植を採用して

いた。 

平均収量に関しては、全体で 2.9 t/ha（CDR: 3.1 t/ha、Replica: 2.6 t/ha）であり、プロジェクトが対象

としていない周辺農家の平均収量である 1.6 t/ha よりも高く、1％水準で有意差が認められた。この差

は推奨技術採用によりもたらされたものであると言える。 

 

表 2-19 天水地区におけるデモ圃場の結果 (2019/20年作期) 

 

Planting method (%) Seed selection 

(%) 

Seed Source 

(%) 

Levee (%) Leveling (%) 

Transplanting 
Direct 

Sowing 
Both 

CDR 77.5 12.3 10.2 97.3 96.4 81.2 84.0 

Replica 63.6 29.6 6.8 80.1 42.8 72.0 83.6 

Outside 48.0 52.0 0.0 33.0 10.0 54.0 66.0 

 

 Direct Sowing (%) Transplanting (%) 

Seeder broadcast  Both Nursery Line  Random  Both  2-3 seeding/hill  

CDR 62.1 37.9 0.0 94.1 64.8 19.9 13.9 96.9 

Replica 11.3 83.9 4.8 93.6 41.4 54.6 0.0 100.0 

Outside 2.9 97.1 0.0 37.5 12.5 87.5 0.0 100.0 

 

 Weeding (%) 
Ave. Yield (t/ha) 

Manual  weeder no weeding  

CDR 93.6 5.1 1.3 3.1 
2.9 

Replica 96.2 0.0 3.8 2.6 

Outside 94.5 0.0 8.0 1.6 
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2020/21年作期の結果は表 2-20のとおりである。13の農民組織を対象とし、89圃場のCDRと 127圃

場の Replica を設置したが、Quelimane 郡、Inhassunge 郡、Nicoadala 郡にて干ばつの被害が発生したた

め、収穫できたのは 77圃場の CDRと 113圃場の Replicaであった。 

作付方法について、Replica 農家への技術の広がりが見られた。直播栽培にて Replica を設置した農

家のうち、播種機を用いた農家の割合が、2019/20 年作期よりも増加していた。移植栽培においても

同様に、Replicaを設置した農家の条植を採用した割合が増加していた。 

平均収量に関しては、一部で干ばつの被害が発生したものの、2.6 t/ha（CDR: 2.7 t/ha、Replica: 2.5 t/ha）

であり、プロジェクトが対象としていない周辺農家の平均収量である 1.9 t/ha よりも高く、1％水準で

有意差が認められた。 

 

表 2-20 天水地区におけるデモ圃場の結果 (2020/21年作期) 

 
Planting method (%) Seed selection 

(%) 

Seed source 

(%) 

Levee (%) 
Leveling (%) 

T.P D.S. Both Boarder  Division  

CDR 55.2 24.1 20.7 100.0 100.0 85.7  43.0  100.0  

Replica 51.4 23.7 24.8 100.0 88.5 77.7  30.7  100.0  

Outside 32.3 53.8 13.8 44.6 35.4 61.5  1.5  83.3  

 

 Direct Sowing (%) Recommended 

nursery (%) 

Transplanting (%) 

Seeder Broadcast  Both Line  Random  Both  2-3 seeding/hill  

CDR 69.4  30.6  0.0  97.4  85.9  5.1  9.0  78.3  

Replica 63.3  36.7  0.0  85.8  78.8  20.4  0.0  83.3  

Outside 12.0  86.0  0.0  55.6  20.0  80.0  0.0  65.0  

 

 Weeding (%)  
Ave. Yield (t/ha) 

Manual  Weeder No weeding  

CDR 68.9  23.3  7.8  2.7 
2.6 

Replica 63.8  23.1  13.1  2.5 

Outside 76.9  15.4  15.4  1.9 

 

2021/22 年作期の結果は表 2-21 のとおりである。種子等の資材の支援は行わず、普及員がモニタリ

ングを行い、適宜、必要な技術的支援を行った。19の農民組織を対象に、109のCDRと180のReplica

を設置したが、今期はサイクロンの影響を受けた地区もあり、収穫できたのは、108の CDRと 174の

Replicaであった。また、2021/22年作期は天水地区として扱った Maganja da Costa郡の Munda-munda灌

漑地区は、サイクロンにより甚大な被害を受けたため、デモ圃場設置はおろか、通常の稲作も行うこ

とができなかった。 

 CDR と Replica を設置した農家は、卒業後も、技術の採用を継続していることが分かった。特に、

畦畔の設置や条植による移植は高い採用率を維持していた。Quelimane郡のPanteとMucoriは平均収量

が 2t/ha を超え、干ばつ害の被害を受けた昨年よりも、良い結果であった。一方、Nicoadala 郡の

Macamelo、Mucocora は長期冠水の影響を受けたため、2 t/ha を達成することができなかった。

Inhassunge 郡は、圃場の水位のデータを取ることができず、圃場の水位の詳細を把握できなかったが、

2 月から 3 月は増水の影響を受けたため、2 t/ha を達成することができなかった。Namacurra 郡では、
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Furquia地区の Tebemuno1と 2では、サイクロンの影響により圃場が長期冠水したため、移植が 4月と

遅れが生じたが、その他の地区では大きな被害は受けておらず、各地区とも平均 2 t/ha を超えること

ができた。Mopeia郡は Momola1 と 2は増水の影響を受け、移植を行ったのが 3月と遅れたものの、2

月に苗代を作成していたため、収量に大きな影響を受けることが無かった。 

 結果として、Maganja da Costa 郡以外、サイクロンの影響は Nicoadala 郡や Inhassunge 郡で見られた

が、限定的なものであり、平均収量も 2 t/haを超える結果となった。 

 

表 2-21 天水地区におけるデモ圃場の結果 (2021/22年作期) 

 Planting method Seed 

selection  
Seed source Leveling 

Levee 

T.P D.S. Both Boarder  Division  

CDR 74.1  13.0  13.0  95.4  88.9  89.8  83.3  40.6  

Replica 68.0  24.3  7.8  95.6  71.7  80.7  78.3  32.4  

Outside 56.7  26.7  16.7  17.8  0.0  14.4  47.8  0.0  

 

 
Direct Sowing (%) Transplanting (%) 

Seeder Broadcast  Both 
Recommended 

nursery 
Line  Random  Both  2-3 seeding/hill  

CDR 55.6  33.3  11.1  100.0  85.2  9.3  5.5  94.4  

Replica 54.0  33.3  12.7  87.1  61.0  31.8  6.4  93.3  

Outside 0.0  97.2  2.8  8.3  12.5  81.3  6.3  91.3  

 

 Weeding (%) Ave. Yield (t/ha) 

Manual  Weeder No weeding  

CDR 88.9  0.0  11.1  2.7   

2.6 Replica 88.9  0.0  11.1  2.5  

Outside 80.0  0.0  20.0  1.8  

 

活動１－２－６ 普及員、デモ圃場農家を対象に研修を実施する。 

活動１-１-６で記載した通り。 

 

活動１－２－７ 対象地区において普及活動を実施する。 

 活動１-１-７で記載した通り。 

 

活動１－２－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

 活動１-１-８で記載した通り。 

 

活動１－２－９ 実践に基づいて、天水稲栽培技術マニュアルを改訂する。 

天水が滞水する状態によって圃場を 7つに分類するという本プロジェクト独自の考え方を導入し、

それぞれのカテゴリーに有効な稲作技術を示した。条植えや除草の敢行、集水効果を高めるために圃

場を高畝で囲う方法やプロジェクトが開発した簡易直播機など、実証圃で効果が認められた新技術を

積極的に取り入れ、また、実証圃活動を通じて得られた品種特性なども収録した。最終的には同じ内
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容が普及パッケージに収められた。 

 

2.4.3 成果 2：種子生産管理体制の機能改善  

活動２－１ ベースライン調査を実施する。 

モザンビークでは公的な農業研究機関であるモザンビーク農業研究所（IIAM :Instituto de Investigação 

Agrária de Moçambique）が上流種子である原原種（Pre-basic seed）と原種 (Basic seed)の種子更新を行っ

ている。種子生産者は IIAMから原種を購入し、保証種子を生産する（図 2-5）。 

 

 

図 2-5 種子増殖の流れ 

 

他国でも一般的に採用されているこの増殖方法は系統育種で作られた改良品種を対象としており、

多くの農家が好んで栽培するローカル品種の種子増殖は公的にはほとんど行われていない。そのため

多くの農家は自家採種した種子や、ローカルマーケットや近隣農家から購入した非保証種子を使用し

ている。 

自家採種した種子やローカルマーケットで売られている非保証種子は種子を目的として生産され

たものではなく、食用として生産されたものの転用である。そのため低発芽率や品種の混ざりなどが

多く品質が低い。しかしベースライン調査では対象 6郡の農家の 78.6 %が「発芽状態は大変良いまた

は良い」と回答し、種子の混ざり具合においては 72.5 %の農家は「非常に少ないまたは少ない」とし

ている。これらの結果から農家は現在使用している種子に対して強い不満を持っていないと考えられ

る。 

発芽率は農家が使用している種子の発芽率試験において平均 89.6％という高い値を示しているが、

これは収穫後の乾燥が不十分であるため水分含量が高いままで、発芽しやすい状態が続いていたもの

と思われる。また種子の混ざりは圃場レベルで観察され、実際の現状と農家の意識に大きなギャップ

が存在している。 

このような現状では、プロジェクトが保証種子増殖を進めても需要は低いまま、という大きな課

題が残ることが予想された。2001 年に隣州のナンプラ州で提案された Producao Local de Sementes（ロ
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ーカル種子生産）という制度に着目した。これは種子の品質検査を、州の種子審査官ではなく郡の農

業改良普及員が行うことで、検査に合格した種子は郡内でのみ種子として流通させることが可能とな

る。（ローカル種子生産制度については、活動 2-6、活動 2-7に詳述） 

 

活動２－２ 対象地区を選定する。 

基本的に水管理が比較的容易な灌漑施設で優先的に種子を増殖することとした。灌漑事業地は用

水確保が確実であることと、圃場が均平されており、種子生産の基本ともなる「均一な生育」を実現

することが容易であることから、種子生産に有利である。また、Maganja da Costa 郡の Intabo および

Munda-munda両地区は過去に種子生産の経験があり、指導のしやすさが予想された。 

その他、同じ灌漑事業地である Mopeia 郡の Paz 地区、過去に灌漑事業地であった Nicoadala 郡の

Elalane地区と Namacurra郡の Mutange地区を種子生産候補地とした（Mutange地区では 2018/19年から

3作期にわたって指導を実施したが結局定着しなかった）。 

その後、プロジェクトの後半になって（2020/21）Mopeia 郡の Lua-lua 地区農家が種子生産に意欲を

見せたため、天水稲作地域ではあったが、指導対象に加えた。 

 

活動２－３ 既存マニュアルの種子生産技術を対象地区に適用させる。  

PANAで作成されたマニュアルは種子生産における稲作技術に特化しており、また Maganja da Costa

郡の Intabo および Munda-munda 両地区の農家は PANA で種子生産の指導を受けた経験があった。

2017/18 の作期に実施した種子圃場審査の際に、農家によって実習されている作業について確認して

いった。稲の場合、種子生産も食糧生産も対象となる収穫物は同じ稲籾なので、収量の維持としては

プロジェクトが一般農家に奨励する技術が採用されているか否かを確認した。品質の維持については

条植えと除草、異株の除去についての確認に重点を置くこととなった。 

 

活動２－４ 種子生産研修計画を作成する。 

初年度である 2017/18の作期には 2-2に前述のように、まず経験豊富な Maganja da Costa 郡の２グル

ープを対象に指導を実施した。最初に行った全体研修で種子生産の概要を確認し、加えてローカル種

子生産プログラムに従ってプロジェクトが定めたレギュレーションの説明を行った。種子圃場の審査

は栽培期間中に合計 3回実施されるが、その際の圃場の状況から改善点を指摘することで農家および

同行する普及員に対する OJT とした。2018/19 の作期以降、同様の指導を他郡の種子生産地でも実施

した。 

 

活動２－５ デモ圃場を設置する。 

各グループから種子生産農家を 5 人選出し、各人の生産圃場の上限面積を 0.5 ha、また各人が栽培

できる品種を一品種のみとした。生産する品種は農家が自分で選定できることとした。 

種子生産農家の選定にあたっては以下の条件を満たす者とした。 

 稲作農家としての経験があること。 

 プロジェクトが奨励する技術を採用する意思があること。 

 自分の圃場が圃場審査を受ける際に同行すること。 

 生産した種子は自分で販売すること。 
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種子の選別や播種・育苗等の栽培方法は一般のプロジェクト奨励技術に則った指導を行い、種子

生産に特有の注意点（条植えの実施、複数回の除草、異株の除去等）については、徹底させた。作期

中に州の種子審査官による圃場審査を 3回行い、各種子生産圃場の改善すべき点を指摘した。この審

査は、同行する SDAE 普及員および種子生産農家に対する OJT として実施した。その際、次作期

(2018/19)から種子生産地として加わる予定であったMopeia郡のSDAEからスーパーバイザーを招いて

OJTに参加させることで、Mopeiaでの審査活動の潤滑化を図った。 

 2017年/18年作期から開始した、種子生産圃の設置実績は表 2-22の通りである。 

 

表 2-22 種子生産圃設置実績 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 Total 

No. of demo fields 10 10 30 31 26 107 

No. of Association 2 2 4 4 4 --- 

 

活動２－６ 農業研究所（IIAM）、種子生産会社、種子検定員、種子生産農家を対象に、種子生産管

理研修を実施する。 

種子生産に携わる関係者（種子生産農家、SDAE普及員、IIAMの担当者）を招き、種子生産ワーク

ショップを開催した。ローカル種子生産プログラムは Guaranteed seed を生産するプログラムであるた

め、IIAMおよび Certified seedを生産する種子生産業者からは離れた活動内容となる。特に IIAMにつ

いては指導対象ではなく逆にリソースパーソンとしての参加を依頼し、主にワークショップ開催時に

有益な技術情報を提供してもらうこととなった。 

ワークショップ初回開催時（2017 年 12 月）には、参加者それぞれの視点から生産及び流通上の問

題点を洗い出すとともに解決策についてアイディアを出し合った。その結果、第 2回開催時（2018年

1 月）に、隣州ナンプラ州で考案されたローカル種子生産プログラム（PRODUÇÃO LOCAL DE 

SEMENTES）をプロジェクトの活動として採用することが合意された。プロジェクト終盤に開催さ

れた第 3 回ワークショップ（2021 年 11 月）では、プロジェクト終了後も同プログラム継続の柱とな

る SDAEの役割を強調するとともに販売網の拡大と充実などについて協議した。 

 

活動２－７ 種子生産管理システム改善案を作成する。 

2-6 で前述したように、プロジェクトでは種子生産管理システム改善案として、2001 年にナンプラ

州で提案されたローカル種子生産プログラムを導入することとなった。ローカル種子生産プログラム

は従来の保証種子(Certified seed)が州の種子審査官による種子審査を合格したものであるのに対し、郡

SDAEが認証するGuaranteed seedを生産するプログラムである。SDAEに所属する普及員が圃場審査・

種子審査を担当し、合格した種子は郡内のみで種子として流通することが可能となる。Guaranteed 

seedは Certified seedより格下であり、品質も比較的低いものとなる。 
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図 2-6 ローカル種子生産プログラムの例 

 

従来の Certified seed を生産するには農家が種子生産にかかるライセンス(Autoridade Nacional de 

Sementes が発行するもの)を取得する必要があり、それには生産者の技術及び所有施設についての審

査が伴うため、農家にとっては大きな課題となる。また、ライセンスを取得したとしても、稲の保証

種子審査を担当する担当者が州内に 2名しかいないためにタイムリーな審査を受けるのが難しい。 

Guaranteed seed の場合、州の下位組織である郡が管理することになり、SDAE 普及員が審査を担当

することで審査手続きは格段にスピードアップする。そのほか、生産者と消費者が距離的に近いため、

生産者による日々の管理状況を確認でき、また供給経路が短縮化されるなど、2-6 で述べたワークシ

ョップ時に挙げられた種子生産・流通に関する課題のほとんどがローカル種子生産プログラムを導入

することで解決されるものであった。 

 

活動２－８ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

種子圃場審査のため、州の種子審査官が各種子生産地を定期的に訪問した。圃場審査活動を通じ

て、普及員に対しては審査方法のポイントを示し、同時に種子生産農家に対しては優良種子生産のポ

イントを指導する機会とした。下表に各種子生産地の概要を示す。 
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表 2-23 種子生産活動概要 

地区 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

Intabo 

(Maganja da 

Costa) 

5名の種子農家で

生産を開始。 

収穫量：約 7t 

5名の農家で、約

6.6tの種子を生

産。 

10名の農家で、

約 7tの種子を生

産。 

生育初期に水不足

が発生した。5名

の農家で 7.6tの種

子を生産。 

5名の農家で種子

生産を開始した

が、サイクロンの

影響で、生産を中

止した。 

Munda-

munda 

(Maganja da 

Costa) 

5名の種子農家で

生産を開始。 

収穫量：約 6t 

5名の農家で、約

2.4tの種子を生

産。 

5名の農家で、約

7tの種子を生産。 

作期を通じて、十

分な水を得られな

かった。4名の農

家で、2.9tの種子

を生産。  

5名の農家で種子

生産を開始した

が、サイクロンの

影響で、生産を中

止した。 

Paz (Mopeia) 

Maganja da Costaで

実施した圃場審査

に、スーパーバイ

ザーが参加した

（OJT） 

5名の農家で種子

生産を開始した

が、3月に洪水が

発生し、生産を中

止した。 

5名の種子農家全

ての圃場で、異品

種の混入が認めら

れ、審査に合格し

なかった。 

4名の農家で、約

7.1tの種子を生

産。 

種子生産圃が、サ

イクロンの影響を

受けた。 

Lua-lua 

(Mopeia) 
      

3つの農民組織か

ら 20名の農家が

参加し、種子生産

を開始したが、審

査に合格しなかっ

た。 

Momola地区はサ

イクロンの影響を

受けたため、

Nilibena Olima の 2

農家のみ、収穫で

きた。  

Mutange 

(Namacurra) 
  

5名の農家で種子

生産を開始した

が、管理が不十分

だったため、失敗

した。 

5名の農家が種子

生産に参加した

が、干ばつのた

め、収穫できなか

った。 

5名の農家が種子

生産に参加した

が、途中で生産を

中止した。 

種子生産は行わな

かった。 

Elalane 

(Nicoadala) 
    

6名の種子農家で

生産を開始。 

収穫量：約 4.3t  

5名の種子農家の

うち、2名が収穫

できた。 

収穫量:約 2.2t 

5農家のうち、1

名のみ収穫でき

た。  

 

プロジェクトの評価対象作期である 2020/21作期の種子生産量は 19.8 tと、目標である 28 tに遠く及

ばない値となった。生産量は及ばなかったものの、州の種子審査官による審査では全種子生産農家の

種子において他品種混入率が規定以内であるとされ、最重要課題であった純粋性が担保された。 

プロジェクトにとって最終作期となった 2021/22 作期には不幸にも栽培初期にサイクロンが複数回

襲来し、主要生産地であった Maganja da Costa 郡が壊滅的な被害を受け、生産目標値は達成できなか

った。 

ローカル種子生産プログラムを導入することで生産と認証の効率が改善したが、一般稲作農家に

は現金を出して種子を購入する習慣がなく、周辺農家への販売量が低迷した。現状では州内の農業資

材店が主な買い手となっている。 
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活動２－９ 実践に基づいて種子生産マニュアルを改訂する。 

PANA で製作されたマニュアルは種子生産における稲作技術に特化しており、そこに制度としての

ローカル種子生産プログラムについての説明を加えることとなった。生産技術だけでなく、認証のた

めの種子審査方法についても記述した。 

 

2.4.4 成果 3：灌漑施設維持管理状況の改善  

 

活動３－１ ベースライン調査を実施する。 

対象地区選定とそれらの地区の自然環境把握のため、灌漑インベントリーの作成、各灌漑地区の

河川流量と水位の情報収集、灌漑地区および天水地区における灌漑水の塩分濃度調査を実施した。 

 

活動３－２ 対象地区を選定する。 

ベースライン調査の結果より、Mutange灌漑地区 (Namacurra郡)、M’ziva灌漑地区 (Nicoadala郡)、 Paz

灌漑地区 (Mopeia郡)、Intabo灌漑地区 (Maganja da Costa郡)、Munda-munda灌漑地区 (Maganja da Costa郡)

の計 5地区を対象地区として選定した。 

 

活動３－３ 既存マニュアルの灌漑施設維持管理技術を対象地区に適用させる。 

 ベースライン調査時に収集の既存マニュアルの内、PANA で作成したマニュアルがプロジェクト対

象地区のマニュアルとして適応しやすいことより、そのマニュアルをベースにプロジェクト対象地区

に合わせて改定していくことが決定された。ポルトガル語表現の改善と PANAでは作成されなかった

灌漑内部規約について加筆し、プロジェクトの灌漑維持管理マニュアルを作成した。 

 

活動３－４ 灌漑施設維持管理計画作成を支援する。 

（1）Mutange灌漑地区 

Mutange 灌漑地区には灌漑内部規約が無く、計画作成の基となるルールが存在しなかったため、灌

漑内部規約の作成を実施した。それと同時に、水路とポンプが機能していない既存の灌漑施設の修理

について、水路の修復がプロジェクトのOJTで可能かどうかを判断するため、測量設計をプロジェク

トが担当し、ポンプの修理は Namacurra郡 SDAE 及び DPASAがその方法を模索することを、SC にて

決定した。また、既存の施設が修理されるまではプロジェクト貸与の３インチ小型ガソリンエンジン

ポンプ 2台を使用して、デモ圃場と共同圃場を灌漑することが決定された。 

  

（2）M’ziva灌漑地区 

ProIRRI による灌漑改修工事が、業者と農家間で問題が生じたため、中断した。プロジェクト期間

中、工事が再開されることなく、灌漑施設の使用ができない状況であったので、灌漑施設維持管理計

画は作成されなかった。 

  

（3）Paz灌漑地区 

Paz 地区は ProIRRI 及び SDAE が支援し内部規約および灌漑計画を作成していたので、モニタリン

グを実施し支援の方法を模索することが決定された。 
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（4）Intabo及び Munda-munda灌漑地区 

Intabo、Munda-munda 地区は電気ポンプが故障していたため重力灌漑のみで、プロジェクトの灌漑

施設維持管理分野の計画作成支援を必要としていなかった。この両地区の重力灌漑は取水口の水門の

開閉のみで、これに関してはすでに両農民組織とも長年の経験から灌漑計画が立てられていた。その

ため、モニタリングを実施しつつ支援の方法を模索することが決定された。 

  

（5）天水地区 

ToT 研修として普及員を介して各地区に対し畦畔効果の説明、畦畔作成 OJT、サツマイモ畝を利用

した畦畔作成の説明とその OJT、補助灌漑のための小型ポンプ操作 OJTを実施することとなった。 

 

活動３－５ 必要があれば計画を改定する。  

（1）Mutange灌漑地区 

対象地区選定時に灌漑施設がポンプの故障および水路の不備により既存の施設では灌漑出来ない

ことは判明していたが、プロジェクト貸与の小型ポンプでデモ圃場及び共同圃場を灌漑しながら、施

設修復の計画と工事をすることが決定された。 

2018年 11月 

故障していたポンプに関しては DPASA の予算により修理が完了したが、水路の測量設計の結果か

ら、水路に逆勾配があることが明らかとなり、その修復工事の土工量が多く重機が必要で、住民参加

型の OJTでは対処できないことから、修復工事は行わないこととした。 

2020年 12月 

Mutange 灌漑地区の灌漑施設改修のめどがたたない状況の中、灌漑施設ではなく天水地区とすると

SC において判断されたため、天水地区として支援を継続することとした。同時に、小型ポンプを貸

与し、補助灌漑を行うための、内規作成やポンプの維持管理等の支援を行うこととした。 

  

（2）M’ziva灌漑地区 

2017年 11月 

ProIRRI 担当者との会議にて、M’ziva 地区の工事を実施していた工事業者が契約を破棄し、工事が

停止しているとの情報を得た。また、M’ziva灌漑地区にある Licuar川の堤防工事の工事主である水利

局に予算が無く、堤防工事も開始に至っていないため、2017/2018 年作期においてはプロジェクトの

活動を実施しないことが決定された。 

2019年 7月 

工事を完了する前に ProIRRIが終了し工事完了のめどが立たないため、引き続き M’zivaでの活動は

実施できない状況となった。 

  

（3）Paz灌漑地区 

2017年 12月 

ProIRRI 担当者から工事終盤を迎え電気ポンプのテストを実施したとの報告を受けたので、灌漑地

区として活動ができるかどうか現地調査をしたところ、給水栓の桝と畦畔の建設がまだ完了していな
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いことが判明した。そのため、2017/2018年は天水地区としての活動を実施することが決定された。 

2018年 10月 

灌漑マネージメントのトレーニング実施の必要性を判断するために、関係者にインタビューを実

施したところ、すでに 1ha当たり灌漑費は 600 Mt/月もしくは 4,000 Mt/作期が最低金額で、電気代と地

域水資源管理機構（ARA）に払う水利権料によっては、さらに高くなることを農民組織の執行部と

受益農家間ですでに協議済みで、灌漑ローテーションについても農家が理解をしていることが分かり、

今の段階では研修の必要性はないと判断された。 

2019年 7月 

Paz 灌漑水利組織が中国企業と契約をしたことにより灌漑施設マネージメント体制が以下の様に変

化した。 

・灌漑システムの操作は Paz灌漑水利組織のメンバーにより実施する。 

・中国企業はポンプハウスの警備員の給料と灌漑で使う電気代の支払いに対して責任がある。 

・中国企業は灌漑施設内の 80ha の圃場で地元農家との契約栽培を行い、その 80ha の収穫物は中国企

業が買い取る。ただし、稲の品種は Simãoのみ。 

・中国企業が契約栽培をしている 80ha以外の圃場（85ha）の灌漑費は、受益者が Paz灌漑水利組織に

対して支払い、Paz灌漑水利組織が中国企業に対して支払いをする。 

このマネージメント体制は開始されて間もなかったため、引き続きモニタリングを継続すること

を、Paz灌漑水利組織と共に確認した。 

2019/2020年～ 

サイクロンの影響でポンプ及び電線施設の故障が頻発し、2020/2021 は灌漑ができなかった。INIR、

DPAP、中国企業、Paz灌漑水利組合のそれぞれが復旧に向け努力をしたが、中国企業との契約が破棄

され、電気代の未払い分を INIRが支出した。このことにより、Paz灌漑水利組合によるマネージメン

トを見直す必要があると判断され、2021/2022 に灌漑内部規約からマネージメントの見直しを始める

ことを決定した。 

2021年 9月 

Paz 灌漑水利組合は灌漑内部規約を所持しているが、その規約を読んだことがある農家はごくわず

かであることが判明した。既存の規約は全 29ページ 73項からなる文章で、灌漑施設利用に当たって、

農家がルールを理解するための文章としては不向きと判断した。そのため、内部規約の概要版を作る

ことが決定された。また、その概要版に、内部規約に記述が無かった、灌漑ローテーションについて

記載することとなった。 

2022年 2月 

灌漑のコスト計算表を Paz 灌漑地区は作成していなかったため、先行して作成した Intabo 灌漑地区

のコスト計算表を参考に、作成した。これらを踏まえ、灌漑ローテーションを含む内部規約概要版を

水利組合と共に策定した。 

 

（4）Intabo灌漑地区 

2020/2021年～ 

Intaboは 2015年の洪水の復旧工事が終了し、電線の不備が解消されれば電気ポンプを使用した灌漑

もできるようになる状況であった。しかし、Intabo 灌漑水利組合は電気ポンプ使用を含めた内部規約
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が無かったため、Intabo 灌漑内部規約を作成することを決定した。この研修に基づき、内部規約を策

定した。 

2022年 2月 

洪水が発生し河川堤防兼アクセス道路が決壊し、Intabo へのアクセスができない状況になったため、

現地での活動を中止した。また、灌漑施設が破壊されたため、内部規約作成を継続するか水利組合執

行部と協議した結果、残りの内部規約研修を 2022年 8月に実施することを決定した。 

  

（5）Munda-munda灌漑地区 

2020年 1月 

2015 年洪水時の緊急修復工事が遅れており、灌漑施設維持管理分野の活動は施設の復旧を待つこ

ととなった。 

2020/2021年～ 

リハビリテーション工事完了が近づき、灌漑内部規約作成について水利組合と協議した結果、灌

漑内部規約作成研修を Munda-mundaでも実施することとしたため、その準備を開始した。 

2021年 11月 

水利組合内部で、活動方針に関しメンバー間の不調和が生じマネージメントが弱体化したため、

問題解決を待って、灌漑内部規約作成研修を実施することとした。 

  

（6）COVID-19感染拡大への対応 

2019 年終わりから始まった COVID-19 の感染拡大により、2020 年及び 2021 年 9 月までの間はオン

ラインによる C/Pとの協議を中心に活動し、新たに作成した映像教材による ToT研修を実施した。 

 

活動３－６ 水利組合による漑施設維持管理の技術的支援を行う。 

 （1）Mutange灌漑地区 

灌漑施設維持管理の基礎となる灌漑内部規約の作成研修及び既存施設のメンテナンスOJTを以下の

表の様に実施し、水利組合のマネージメント能力向上とプロジェクト貸与の 3インチ小型ガソリンエ

ンジンポンプ使用に関する灌漑内部規約の作成を実施した。 
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表 2-24 Mutange灌漑地区での研修 

日時 研修タイトルと内容 参加者 

2017/12/29 “小型ポンプ操作 OJT” 

小型ポンプの操作方法 

農民組織執行部及びポンプのオ

ペレーター（5名） 

2018/12/10 “第 1回内規作成研修” 

内規に含まれるべき項目について 

農民組織執行部（6 名）、普及員

（1名） 

2019/8/9 “第 2回内規作成研修” 

内規の項目を、現地の実情に適用させる 

農民組織執行部（6 名）、普及員

（1名） 

2019/8/9 “第 1回小型ポンプ使用に関する内規作成研修” 

小型ポンプの維持管理について 

農民組織執行部（6 名）、普及員

（1名） 

2019/12月 “ポンプ場補修 OJT” 

ポンプ場の補修を OJTで実施 

農民組織執行部（6名） 

2019/12/3 “第 2回小型ポンプ使用に関する内規作成研修” 

内規の説明と、メンバーと執行部との合意形成 

農民組織執行部とメンバー（14

名）、普及員（1名） 

2020/1/7 “小型ポンプ維持管理 OJT” 

プラグとフィルターの清掃、オイル交換 

農民組織執行部及びポンプのオ

ペレーター（5名） 

 

（2）Paz灌漑地区 

 内部規約の概要版作成のために実施した研修は以下の通りである。 

 

表 2-25 Paz灌漑内部規約作成のための研修 

日時 研修タイトルと内容 参加者 

2021/8/2 “内規改善のためのワークショップ” 

既存の内規の改善について、議論する 

水利組合執行部（7 名）、普及

員（1名） 

2021/11/3 “内規作成ワークショップ” 

内規にメンバーの意見・考えを反映させる 

水利組合執行部（9 名）、普及

員（1名） 

2022/4/11 “コスト表作成ワークショップ” 

必要なコストを抽出し、表に取りまとめる。 

水利組合執行部（1 名）、普及

員（1名） 

2022/7/21 “灌漑費上昇の影響対策提案と水吐出し口バルブのメン

テナンス研修” 

 バルブの原価昇格費を徴収するだけでは、物価上

昇に対応できないことを説明。 

 バルブメンテナンス研修の実施 

水利組合執行部（1 名）、普及

員（1名） 

2022/7/21 “会計研修” 

 灌漑コスト表と会計についての説明。 

 不正を防ぐ方策の説明。 

水利組合執行部（1 名）、普及

員（1名） 

 

（3）Intabo灌漑地区 

 Intabo 灌漑水利組合は重力灌漑についてのルールは持っているが、電気ポンプを使用する場合の内

部規約を持っていなかったので、灌漑内部規約を作成した。初めに灌漑コスト計算表作成のために、

Intabo 灌漑施設の維持管理に必要な項目の抽出と、それらに必要な数量と単価を水利組合執行部と協

議し、灌漑コスト計算表にまとめた。灌漑コスト計算表作成後、Paz 灌漑水利組合の規約概要をもと

に、Intabo 灌漑水利組合に合うように変更し内部規約を作成した。内部規約完成までに以下の表の様
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に研修を実施した。 

 

表 2-26 Intabo灌漑内部規約作成のための研修 

日時 研修タイトルと内容 参加者 

2021/11/6 “第 1回内規作成ワークショップ” 

灌漑施設の維持管理コストの抽出 

水利組合執行部（5 名）、普

及員（2 名）、スーパーバイ

ザー（1名） 

2021/12/3 “灌漑コスト表の説明” 

灌漑コスト表について、プレジデントに対しての説明 

水利組合執行部（1名）  

2021/12/28 “灌漑コスト表に関する討議” 

執行部と普及員によるコスト表についての討議  

水利組合執行部（7 名）、普

及員（1名） 

2022/7/27 “第 2回内規作成ワークショップ” 

Pazの内規を参考に、Intaboの内規を作成 

水利組合執行部（11 名）、普

及員（1名） 

2022/7/27 “会計研修” 

 灌漑コスト表と会計についての説明。 

 不正を防ぐ方策の説明。 

水利組合執行部（11 名）、普

及員（1名） 

 

（4）天水地区 

 天水地区においては、2017/2018、2018/2019 年の ToT 研修もしくは農民組織研修にて普及員及び農

民組織代表者を対象とした、「Seminar about levee type and its effect」、「Economic break-even point of 

irrigation」、「Workshop about increase production capacity proposing the importance of levee construction」の合同

研修をQuelimaneで実施し、延べ 71名が参加した。またその後、普及員を介して各地区に対し畦畔効

果の説明、畦畔作成 OJT、サツマイモ畝を利用した畦畔作成の説明とその OJT、小型ポンプ操作 OJT、

浅井戸を利用したじょうろ灌漑 OJT 等の研修を 2 年次から対象の農民組織に対して実施した。2 年次 

(2017/2018年及び 2018/2019年) においては 12農民組織、延べ 422人が参加し、3年次は以下の表の様

に 11農民組織延べ 270名が参加した。 
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表 2-27 畦畔設置に関する研修活動 (2019/2020, 2020/2021) 

郡 Association 活動 日時 参加者 

Namacurra Mulheres 

Amigas 

② 畦畔の効果と高畝を活用した畦畔設置方法

の説明 

②共同圃場での畦畔設置OJT 

20. Nov. 2019 

 

26. Dec. 2019 

10 

  

９ 

Mateso ② 畦畔の効果と高畝を活用した畦畔設置方法

の説明 

②共同圃場での畦畔設置OJT 

22. Nov. 2019 

 

 19. Dec. 2019 

6 

  

17 

Olima ni 

Fumo 

①小型ポンプ維持管理OJT 26. May. 2021 9 

Nicoadala Mucocora ② 畦畔の効果と高畝を活用した畦畔設置方法

の説明 

②共同圃場での畦畔設置OJT 

15. Nov. 2019 

 

 30. Dec. 2019 

70 

  

28 

Macamelo ①共同圃場での畦畔設置OJT 13. Dec. 2019 20 

Inhassunge Baixa Torone ①浅井戸を活用したじょうろ灌漑OJT 3. Jan. 2020 1 

Familia Unida ①共同圃場での畦畔設置OJT 23. Dec. 2019 12 

Quelimane Pante ①共同圃場での畦畔設置OJT 12. Dec. 2019 11 

Mulheres de 

Mutibura 

①浅井戸を活用したじょうろ灌漑OJT 8. Jan. 2020 15 

Mucori ①共同圃場での畦畔設置OJT 20. Dec. 2019 25 

Mopeia Nilibena 

Olima 

① 畦畔の効果と高畝を活用した畦畔設置方法

の説明 

②共同圃場での畦畔設置OJT 

19. Nov. 2019 

 

30. Dec. 2019 

19 

  

18 

  

（5）天水地区における補助灌漑について 

天水地区において、水源が共同圃場に隣接して存在する場合、農民組織の要望に応じて、干ばつ

時に小型ガソリンエンジンポンプとホースを貸与し、補助灌漑を実施した。実施に当たり、貸し付け

る形でガソリンを供給し、収穫後その分の金額をプロジェクトに返却せずその農民組織に返して、次

回の補助灌漑資金にしてもらう形式をとった。対象となった地区は Macamelo (Nicoadala 郡)、Olima ni 

Fumo (Namacurra郡) 、Mulheres de Mutibura (Quelimane郡)である。 

干ばつが発生した年（2018 年/19 年作期）に補助灌漑を実施した結果、Macamelo 地区は収穫ができ

たが、Olima ni Fumoは収穫が芳しくなかった。これは、2019年 2月に補助灌漑を実施した後、3月に

サイクロン上陸を伴う豪雨が発生したため、圃場が冠水してしまったためである。また、灌漑した水

田ごとのガソリン使用記録を普及員に依頼したが、ガソリン使用量を水田ごとに計量することはポン

プの構造上難しいため記録できず、経済的効果を測ることができなかった。 

その一方、Nicoadala 郡に貸与されたポンプは SDAE の管理の下、Macamelo 地区のみならず農家の

希望に応じ燃料は農家負担で他の地区にも貸し出され、SDAE 管理での補助灌漑の可能性を見ること

ができた。貸し出されたポンプのメンテナンス状況を見たところ、エンジンオイルが劣化しかつ量が

足りていない状況であったため SDAE所長と協議し、翌年の予算申請の時にポンプのためのエンジン

オイル購入費を含めてもらうことを提案し了承された。 

Quelimane 郡の Mulheres de Mutibura に関しては、水源が井戸であり、水の量に限りがあったが補助
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灌漑をすることができた。しかし、ポンプによる素早い吸水のため、井戸を保護している土管が地面

高と同じになるまで沈下してしまい危険な状況であったため、修復工事を実施した。このことより井

戸を水源とする場合、ポンプの能力を考えて選定する必要があるが、地方都市で入手できるポンプに

は限りがあり、井戸水源のポンプ補助灌漑はさらなる検討が必要と思われる。 

これらの小型ガソリンエンジンポンプはプロジェクト終了時に DPAP に供与され、それぞれの地区

を管轄する SDAEの管理下に置かれた。そして、プロジェクト終了後も農家の希望に応じ、補助灌漑

等に利用されることとなっている。  

 

（6）Google classroomで実施した映像教材によるTOT 

 COVID‐19感染拡大の対応として Google classroomを使用した普及員対象の ToT研修を以下の表の様

に実施した。 

 

表 2-28 Google classroomによる灌漑 ToT研修 

研修タイトルと内容 参加者 

Levee seminar 18 

Levee making using sweet potato ridge seminar 18 

Internal irrigation rule seminar 18 

Irrigation break-even point seminar 18 

 

活動３－７ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

 ProIRRI、小規模灌漑農業と市場アクセスプロジェクト（ProIRRIGA）のザンベジア州コーディネー

ターから、プロジェクト対象地区の工事状況の情報収集、Paz 灌漑施設のマネージメント体制変化の

モニタリングを実施し、プロジェクトによる灌漑施設維持管理分野の活動に活用してきた。

ProIRRIGAの工事の状況は以下の表の通りである。 

 

表 2-29 ProIRRIGAによる工事の状況 

地区 現況 

Paz 

  

入札と業者選定が完了し、2022年 10月より工事開始予定。ただし、工事期間が 6か月間

であるため耕作時期に重なる。もし農民との調整において反対意見が強い場合には時期

がずれる可能性あり。(隣接の Limane、Chivelano灌漑地区も同様) 

Intabo、

Munda-

munda 

改修のための資金の目途が立っていない. 

M’ziva 

  

90％以上の工事が完了。 

(工事が耕作期間と重なったが、農民組織側より工事優先の申し出があり工事を実施中。) 

 

活動３－８ 実践に基づいて、灌漑施設維持管理マニュアルを改訂する。 

 PANA のマニュアルをベースに、ポルトガル語の表現改定および灌漑内部規約についての記述とそ

の例として Paz灌漑水利組合の灌漑内部規約を添付し、灌漑施設維持管理マニュアルを作成した。 
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2.4.5 成果 4：農民組織能力の向上  

 

活動４－１ ベースライン調査を実施する。 

ザンベジア州の主要稲作郡において第１年次に実施されたベースライン調査により、農民組織に

は(i)農業畜産アソシエーション (Associação de Agropecuária)、(ii) フォーラム（Fórum）(iii) ユニオン

（União）(iv) 協同組合（Cooperativa）(v) 灌漑地区水利組合（Associação de Regantes）及び(vi)その他の

農民グループ(販売グループ、女性グループ、クレジットグループ)、等がある事が判明した。プロジ

ェクトは、対象 6 郡（Maganja da Costa 郡、Namacurra 郡、Nicoadala 郡、Mopeia 郡、Inhassunge 郡、

Quelimane 郡）の灌漑稲作地にある農民組織（水利組合または農業畜産アソシエーション）と天水田

地帯にある農業畜産アソシエーションを対象農民組織として支援したが、水利組合と農業畜産アソシ

エーションは、定款上(前者は法令 Decrerto-lei 2, 2015、後者は法令 Decrerto-lei 2, 2006により規定)の違

いがあり、水利組合に関しては ProIRRI による灌漑改修後の内部規約の導入も進んだ。天水稲作地で

は農民グループ数が多く、その多くがNGO、本プロジェクト、SDAE等の支援を受け、農民組織又は

協同組合（Cooperativa）として法人・登録が進んだ。 

 

活動４－２ 対象地区を選定する。 

活動 1-1-2、活動 1-2-2 で選定された対象地区が、農民組織訓練の対象組織として選定された。対象

地区では、デモ圃場、共同圃場における一連の普及活動の過程に農民組織を関与させたが、圃場の水

条件、普及員・デモ農家の個々の能力に加えて、農民組織の結束力、組織活動の強弱が、デモ圃場、

共同圃場の成否を左右する要因になった。普及対象地区が農民組織支援地区と連携したことにより、

(i) 普及技術情報のグループ内農家への拡散、(ii)農民組織自身による導入普及技術の吟味と検証、(iii)

生産・販売拡大が農民組織の目標となり、農家の増産と普及技術に対する取り組みモチベーションの

向上効果を齎した。 

 

活動４－３ 農民組織活動支援研修マニュアル案を作成する。 

農民組織研修マニュアル案の作成に当たっては、モザンビークで過去に作成された以下の官報、

マニュアル、ガイドライン及び研修教材を参考とした。 

 

 Syllabus: Co-operative Business Organization W.J.J. van Diepenbeek  

 Cooperative model, Presentation document Wim Verzijlenberg  

 Empresas Cooperativas no Sector de Arroz na baixa Zambezia, Apresentação Para ProAPA 

 Mozambique Cooperative workshop 2006 APAC  

 Album seriado para promoção de Associativismo União Nacional de Camponeses  

 Estatuto dos produtores (アソシエーション定款、法人化について法改正案 2006 官報)  

 Decreto lei 2-2006 associação agropecuária SPER ザンベジア DPASA 普及局研修教材 

 Formação dos Produtores em Agronegócios Tema: Associativismo e Liderança Compilado pelos Inácio T. 

Nhancal &Manuel Canas, DNEA MASA 

 Cadeia de Valor, Capacitação das Associações DNEA, MASA 研修教材  

 Agronegócio DNEA, MASA 研修教材  
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 PEM guideline draft (Prosavanna)  

 Decreto lei 2-2015 ( Boletim da Republica 40 suplemento ) 灌漑地区水利組合定款、法人化 につい

て法改正案 2015 官報  

 MASA, regulamento Associação de Regantes publicado August 2015  

 Modelo de estatuto para todas ARS (Associação de Regantes)  

 The management of farmers’ group & Appendix 2 Bookkeeping PROMPAC 

 

また、4 年間に亘る研修を通し得られた対象農民組織の各作期の計画目標、実施、達成度、活動優

良事例、達成を妨げる課題、成功・失敗の要因等をテーマとして盛り込み、各年次の終わりに農民組

織マニュアルを改訂し、2021 年７月に農民組織マニュアル最終版を策定した。これと同時に、農民

組織を対象とした農民組織活動ガイドラインを策定した。これらのマニュアル、ガイドライン内容は

普及パッケージの中の農民組織の能力向上研修の項目に盛り込まれた。 

 

活動４－４ 研修計画を作成する。 

（1）農民組織強化 

プロジェクトの農民組織研修は、次の研修計画表に則り実施した。 
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表 2-30 農民組織研修計画表 

 

Module1;Training goal for the target
association for the 1st year

Module 2;Training goal for the repeated
association for the 2nd year

Module3;Training goal for the graduated
associations

Training program (1) at beginning of cropping
season  (October ～December)

Training program (1) at beginning of cropping
season  (October ～December)

Training program

Continuation of Module 1 & 2 training for the
target associations

Training program(2) at beginning of cropping
season  (October ～December)

Training program (2) at beginning of cropping
season  (October ～December)

Follow up training for the graduated associations

1) Promotion of self-support activities through
financial & marketing  improvement

2) Exchange visit to the better standing association
for the future improvement

Training program (3) at implementation stage
(March ~May)

Training program (3) at implementation stage
(March ~May)

Continuation of Module 1 & 2 training for the
target associations

 

Training program (4) at evaluation stage (June
~July)

Training program(4) at evaluation stage (May
~July)

Follow up training for the graduated associations

1st

year Group A 
2nd Group A
year Group B
3rd Group B
year Group C  Follow up monitoring for the graduated from group A
4th Group C Graduation from training course 
year Follow up monitoring for the graduated from group B

Graduation from training program but follow up
training continues for the graduated.
Graduation from training program but follow up
training continues for the graduated.

1.  Presentation on achievement degree and
improvement points on the activities planned by
each association for the cropping season-1.5 hours
2. Presentation by each association on the
recovery of the revolving fund and discussion  -
2.0 hours
3. Evaluation of each target association' s

1. Presentation on achievement degree and
improvement points on the activities planned by
each association for the cropping season-1.5 hours
2. Presentation by each association on the
recovery of the revolving fund and discussion  -
2.0 hours
3. Evaluation of each target association' s

1. Presentation of the progress of the planned
activities on the demonstration and joint farm by
each association -1.5 hours
2. Presentation on rice marketing plan by each
association and discussion -1.5 hours
3. Presentation about expected revenue of
revolving fund through joint and demo farms by
each association -1.5 hours

1. Improvement of financial management for the
association
2. Orientation of the contract between target
associations and SDAE/Project on the role and
responsibilities on the demo farm operation
2nd day

1. Presentation by each association' s
representative on the annual plan of production
and marketing and question and answer session-
2.0 hours
2. Discussion on leadership (role &
responsibilities of president & others)

1st day

1. Presentation of results of rural social survey in
each target association by extension staff
2. How to increase motivation in farm management
3. Concept and recovery rate of revolving fund for
the repeated associations (Lecture and discussion)
/ Associative movements for the newly selected
association
4.Orientation of PDCA cycle ( plan,
implementation, evaluation and improvement )
method and procedure of annual plan of
production and marketing for the new.
2nd day

1. Discussion on the local rice fair for the
improvement of rice marketing
2. Visits to small rice milling stations in
Quelimane city and discussion with rice mill
operator and manager on the market improvement

1. Presentation of the progress of the planned
activities on the demonstration and joint farm by
each association -1.5 hours
2. Presentation on rice marketing plan by each
association and discussion -1.5 hours
3. Presentation about expected revenue of
revolving fund through joint and demo farms by
each association -1.5 hours

1)Improving motivation and the unity among the
associations' members
2)Introduction and implementation of PDCA cycle
(planning, implementation, evaluation and
improvement )method for the association
3)Measures for improving financial situation for
the association
4)Promotion of joint farm/joint business
5)Introduction of revolving fund through joint and
demo farm & it’s use
6)Improvement of financial management

1) Improvement of PDCA cycle ( planning,
implementation, evaluation and improvement)
method for the target association
2)Improvement of income generation activities
through demonstration and joint farm
3) Improvement of capacity on leadership,
regulation and management
4)Improvement of financial management
5)Improvement of activities for market oriented
approach

1)Improvement of capacity for the association on
leader ship, regulation and management
2)Promotion of activities for market oriented
approach
3)Improvement of financial management capacity
for the association
4)Model implementation of good examples for
market oriented approach

1st day

1. Information share among the target associations
(groups) through the presentation by each
association  on their activities -1.5 hours
2. Recovery of revolving fund and it’s utilization
(Lecturing and discussion) -1.5 hours
3. Financial management method (lecturing)  -1.5
hours
4. Examination & discussion on the measures for
the increased payment of the member fee within
the association -1.0 hour
5. Elaboration of annual plan of production and
marketing for the association  (Lecture &
discussion) -1 hour
2nd day

1. Visit to the central market & super markets in
Quelimane and EOZ rice milling factory.
2. Report writing by each association on the
market study visit  -1hour

1. Information share among the target associations
(groups) through the presentation on demonstration
and joint farm-1 hour
2. Presentation by each association' s
representative on the annual plan of production
and marketing and question and answer session-
2.0 hours
3. Improving method of financial management (by
meaning of improved leadership, internal
regulation and auditing）-1.5 hours
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農民組織研修は改良稲作技術普及活動と連携し、作期始めに農民組織の年間生産販売計画を作成

させ、DPAP（農業州事務所）、SDAE(郡経済活動事務所)が農民組織執行部と共に対象組織のモニタ

リング、評価を実施した。また作期全体を 1年間のサイクルと見なし、年間生産・販売計画、実施に

係るプロセスのモニタリング、評価を通し、全体活動の改善を促進する PDCA サイクルを採用した。

農民組織は２年間の研修受講を終えると卒業する仕組みとし、2017/18作から 2020/21作（合計４年）

までの研修で 21の農民組織がプロジェクト研修を受講し、その内 2年間の研修を受講し終えた 16の

農民組織に対し卒業証書を授与した。第 3 年次の 2019/20～2020/21 作期は COVID-19 の影響により専

門家派遣が困難となり、C/P が主体となり農民組織に対し、計画、実施、評価、改善を行う PDCA サ

イクルの現地指導を実施した。専門家不在の中、C/P が主体となり作成した第 3 年次年間生産販売計

画(2020/21作)の１例を表 2-31に示した。 
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表 2-31 農民組織の年間生産販売計画書例 

Campanha（作期） 2019/20 Campanha （作期）2020/21 9 
1

0 

1

1 

1

2 
1 2 3 4 5 6 7 8 

目的 

昨期の中期目標 

農民組織用の椅子、机、備品購入 

山羊、豚、鶏などの小家畜の飼育－長期

計画；不足地区への食糧（家畜）の販売 

中期目標 

農民組織共同圃場の購入 

山羊、豚、鶏などの小家畜の飼育－長

期計画；不足地区への食糧（家畜）の

販売  

             

          
 

 

          

 

 

昨期目標-1 

昨期実施できなかったことの実施、0.2ha

共同圃場から 400kg 収量、各デモ圃場で

前作より 1袋の増収 

今期目標-1 

生産性の向上と共同圃場(0.2ha)から

1,000 kg の収量達成と各デモ圃場で前

作より 2俵の増収達成 

            

            

          
 

 

昨期目標-2 

二つの共同圃場から 2t/.ha収量達成 

 

今期目標-2 

ファーマーズフェアを使ったマーケテ

ィングの改善の達成 

            

          
 

 

昨期目標-3 

マーケティングの改善方法の模索の継続 

今期目標-3 

小事業により組合資金の増加 
          

 
 

昨期目標-4 

組合員の支援のための共同圃場から農民

組織回転資金の増加継続 

今期目標-4 

中期目標に沿った小家畜の共同飼育に

組合員全員の参加と厳格な参加達成 

            

          
 

 

目的 1 の

ための活

動 

昨期活動-1 

(1) 栽培暦の順守 

(2) 最適品種の適用 

(3) 共同圃場の管理強化 

今期活動-1 

(1) 条植え移植 

(2) 手動播種機の使用 

(3) 干ばつ時の灌漑手段の確保 （ポン

プ手配） 

            

          

 

 

目的 2 の

ための活

動 

昨期活動-2 

(1) デモ圃場活動においてメンバー活動

を制激し活発化する  

今期活動-2 

(1) プロジェクト、郡、州（DPASA）

支援で実施されるファーマーズフェア

への積極的参加 

            

          
 

 

目的 3の
た め の
活動 

昨期活動-3 

(1) ファーマーズフェアへの参加 

今期活動-3 

(1) 農民組織は利益を生み出す活動とし

て特定された活動に関わる努力を行

う。 

(2) 野菜作（個人レベル）とメイズ作

（共同圃場）の継続実施 

             

             

            
            

          
 

 

 目的 4の
ための活

動 

昨期活動-4 

 農民組織歳入の節約の継続 

 

今期活動-4 

(1) 今期目標 4に沿って、各組合員は農

民組織・マネージメントへ生産物（小

家畜も含む）の手渡し又は返還（支援

種子分） 

(2) 手動播種機の使用 

(3) 干ばつ時の灌漑手段の確保位 （ポ

ンプ手配） 

             
    

  
      

            

          

 

  

注 

 
(1)共同で小家畜（鶏）飼育を開始する

ため鶏舎建設用の資金を模索している 
            
            

             

 

同様に、第 3年次 2019/20~2020/21作期の農民組織のモニタリング・評価作業についても、C/Pが対

象村落を個別訪問し、以下の実施要領（斜体で記載）を踏まえて実施した。 
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PDCA サイクルを用いて、作期の最後に農民組織の年間活動実績を評価する。普及員は、農民組織が

作期中に計画した目標に対して、どのように対処したかをよく知っているため、まず、その作期の農

民組織のパフォーマンスを評価する。 

 

評価は 5 つの評価カテゴリーを使用して実施する。 

1) 有効性 

農民組織自体による投入は十分に効果的かどうか。作期における対象組合による目標達成度（程度）

を評価する。 

2) インパクト 

農民組織によって達成された結果は、経済的、社会的、政治的に一定の影響を与えているか。コミュ

ニティ レベル、地区/地方自治体レベル、および政治レベルでの影響についてはどうか。 

3) 妥当性 

政治との一貫性、プログラムの妥当性、目的の妥当性について。年間計画の活動または目標は適切に

設定されているか、または野心的すぎていないか。 

4) 効率性 

農民組織によってなされたインプットは、十分にタイムリーで効率的であるかどうか。他機関との連

携が実現するか否か。 

5) 持続性 

農民組織が達成した結果は、プロジェクト レベル、組織レベル、または自立性レベルの観点から持

続可能か。 

 

各評価項目における対象農民組織の評価採点は、普及員がカウンターパートと調整して、モニタリン

グの結果とさらに農民組織からの聞き取りの結果に基づいて行う。聞き取りの後、スコアを次のよう

な評価フォーマットに記入する。非常に良い (4 点)、良い (3 点)、普通 (2 点)、実施 (1 点)、失敗 (0 点)。 

 

普及員が C/P と連携して行った評価点数の結果は、DPAP に集められ、作期の対象となるすべての農

民組合の統合評価が行われる。 

 

さらに、第 3 年次(2019/20~2020/21 作期)の農民組織活動評価作業は、本専門家の遠隔支援はあった

が、C/P が主体となり実施した。評価採点表を参考例として次表 2-32 に示したが、上位入賞者への表

彰状と景品の授与はC/P組織により実施された。2021/22作期において普及活動は継続実施されたもの

の、農民組織に対してPDCAサイクルに基づく年間計画、実施、モニタリング、評価研修は実施して

いない。 
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表 2-32 2020/21作農民組織の年間活動計画に係る評価表 

 

 

（2）マーケティング支援 

第 2年次及び 3年次においては、農民組織/マーケティング担当の C/Pと協力して、以下の通りマー

ケティングに関する研修計画を作成した。尚、2020年 7月から 2021年 9月にかけてはCOVID-19感染

拡大のため遠隔にて業務を行った。 
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表 2-33 マーケティングに関する研修計画 

作期 研修内容 対象 

第 2年次 2017年 11月～2019年 9月 

2017/2018作期 

ザンベジア州におけるロ

ーカル米の現状調査 

大規模精米工場、ザンベジ渓谷開発公社、スーパー

マーケット他 

農民組織のマーケティン

グ能力強化研修 
農民組織、SDAE普及員、DPAPの C/P 

ローカル米の食味試験 DPAPの C/P 

2018/2019作期 

マーケティング活動ワー

クショップ（バリューチ

ェーンマッピング、マー

ケット調査、販売計画作

成） 

6つの農民組織、SDAE普及員、DPAPの C/P 

農民組織のファーマーズ

フェア 
全支援対象農民組織、SDAE普及員、DPAPの C/P 

第 3年次 2019年 10月～2022年 9月 

2019/2020作期 
バリューチェーンマップ

のワークショップ 
農民組織、SDAE普及員、DPAPの C/P 

2020/2021作期 

コメバリューチェーンの

詳細調査（COVID-19 影響

調査の一部） 

DPAPの C/P 

マーケティング研修 農民組織、SDAE普及員、DPAPの C/P 

会計研修 精米機導入した農民組織、SDAE普及員、DPAPのC/P 

商談会 精米機導入した農民組織、SDAE普及員、DPAPのC/P 

2021/2022作期 

ファーマーズフェア 
支援対象の全ての農民組織、SDAE 普及員、DPAP の

C/P 

ポテンシャルバイヤー等

の情報収集とマッチング 
精米機導入した農民組織、SDAE普及員、DPAPのC/P 

精米販売に向けた農民組

織能力強化 
精米機導入した農民組織、SDAE普及員、DPAPのC/P 

 

（3）精米機操作・維持・管理 

精米機を設置した 6地区 (Lua-lua、Paz、Intabo、Munda-munda、Elalane、Furquia)の精米機委員会もし

くは農民組織による精米機運用のため、実習を伴う 1)精米機操作メンテナンス研修、2)精米機の操作

メンテナンス研修と 3)籾の異物混入対策研修を計画し、それぞれに必要な研修教材を作成した。 

 

1）精米機操作メンテナンス研修（技術編） 

C/P が講師として、操作メンテナンスマニュアルを用いて、実際に精米機を操作しながら農民組織

執行部、精米機オペレーター及びオペレーター補助を対象に研修を実施した。またこの時、水分計を

供与し使用方法を指導した。 

 

2）精米機の操作メンテナンス研修（規約編） 

各農民組織執行部を対象に映像教材を用いて説明を行った後、各農民組織のオペレーションルー
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ルを議論し決定した。特に籾に異物が混入している場合の精米拒否の判断と方法、籾水分量が高い場

合の精米拒否の判断と方法、精米作業員の管理方法について協議した。 

 

3）籾の異物混入対策研修 

メンテナンス研修の映像教材と共に異物混入対策の映像教材を用いて異物混入に対する知識を得た。 

 

活動４－５ 農民組織強化研修を実施する。 

（1）農民組織強化 

第 1～2 年次活動期間は、各対象農民組織に対して①作付けの始め(11~12 月)の計画研修、②出穂～

登熟期（4~5月）のモニタリング研修、③収穫後(6~7月)の評価とマーケティングに係る集合研修を、

合計 7 回実施した(2019/20 作は COVID-19 の感染影響により後述の年間計画に係る研修のみ実施)。そ

れらの詳細は第 1～2 年次進捗報告書に示した。第 3 年次の農民組織に対する集合研修は、シーズン

開始の 2019 年 12 月に開催できたものの、2019/20~2020/21 作期は、COVID-19 の世界的な感染拡大の

影響を受け、C/P が個別に対象農民組織地区を訪問し各地区で研修を実施した。2019/20~2020/21 作期

の研修内容を下表に示したが、2019 年 11 月、12 月の研修を除き、専門家は遠隔支援に留め、C/P が

主体となり各地区を訪問し研修を実施した。 

 

表 2-34 2019/20作期実施の農民組織研修 

期間 研修タイトル 実施場所 参加者 

普及員、C/Ps 農家 

2019年 11月 
第 1 回農民組織研修（農民組織代表

向け） 

Quelimane 
4 22 

2019年 12月 
第 2 回農民組織研修（農民組織代表

向け） 

Quelimane 
5 28 

2020 年 8 月か

ら 9月 
マーケティングワークショップ 

Quelimane, 

Inhassunge, Mopeia 
16 25 

  Total 25 75 

 

表 2-35 2020/21作期実施の農民組織研修 

期間 研修タイトル 実施場所 参加者 

普及員、C/Ps 農家 

2020年 9月 
農民組織研修（各地区でのモニタリン

グ評価） 

C/P が各地区を訪問

し、実施 
22 165 

2020年11月

から 12月 
農民組織研修（年間活動計画作成） 

C/P が各地区を訪問

し、実施 
22 165 

  Total 60 355 

 

プロジェクトの現地作業終了時の 2022年 8月 17日に、JICAモザンビーク事務所の支援で精米機を

供与された 6地区の農民組織と関連普及員を招聘し、農民組織のマーケティング改善に係る集合研修

会を Quelimane で開催した。この研修で、農民組織研修の総括報告、精米機運営に係る優良事例と課

題の情報共有及び協議会を行った。農民組織の精米機運営に係る報告では、以下が優良事例として特
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筆される。 

 

表 2-36 マーケティング強化に係る農民組織研修会での優良事例 

協同組合名/郡 組織 生産 精米機 資金管理 資金活用 

Nicane協同組合/ 

Mopeia郡 

3 つの農民組織

が協同組合を結

成、精米機運営

管理と生産物協

同出荷を目標に

82 メンバー会員

が登録。 

稲作技術改善

への取り組

み、苗代、条

植え、播種機

による条播の

採用。 

2021/2022 作期

に 60 t を精

米。共同販売

の開始。 

精米機運営に係

る 支 出 入 は 毎

日、毎週、毎月

会計が資金チェ

ック。週末に銀

行 の 口 座 に 預

金。会計監査も

普及員と共に定

期的に資金の出

し入れを管理し

透明化を図って

いる。 

10％の利子

でメンバー

に貸付け。

共同資金の

預金、プー

ルが開始さ

れた。 

Nivuluma 協同組合

/Namacurra郡 

3 つの農民組織

が協同組合を結

成、精米機運営

管理と生産物協

同出荷を目標に

36 メンバー会員

が登録。 

CDR は改良

技術の普及達

成、回転資金

を活用し生産

増に努めた。

１ha協同圃場

から 2.5 tの籾

生産。 

精米機が 2021

年 11 月に導入

され、現在ま

で 25.6 t を精

米。共同販売

の開始。 

精米機に係る支

出入の研修を受

けた。精米機運

営に係る支出入

は毎日、毎週、

毎月記帳されて

いるが、計算法

や整理法などに

普及員の支援が

必要とされてい

る。 

共同資金の

プールが始

まった。 

 

（2）マーケティング支援 

【第2年次 2017年 11月～2019年 9月】 

 第 2年次前期においては、ローカル米の流通状況やニーズを把握することを目的として、大規模精

米工場、ザンベジ渓谷開発公社、スーパーマーケット他に対する現状調査やローカル米の食味試験等

が実施された。また、農民組織のマーケティング能力強化研修が実施され、調査結果についての情報

共有が行われ、具体的なバリューチェーンの構築による販売強化策について各農民組織で議論が行わ

れた。 

 第 2年次後期においては、マーケティング研修プログラムに基づいて、バリューチェーンマップ、

マーケット調査、販売計画作成等の一連の研修活動を 6つの農民組織と共に実施した。また、対象農

民組織の生産しているローカル米の販売促進と販売活動に向けた組織力強化を目的として、

Quelimane市と Mocuba市でファーマーズフェアを実施した。 

 

【第3年次 2019/2020作期】 

1）バリューチェーンマップのワークショップの実施支援 

マーケティング活動支援に関し、C/P が現地で農民組織にワークショップを実施する際の紙芝居教



  
 

49 
 

材を作成した。教材は、作成中の“Rice production and extension package”の中の“Market-Oriented Approach 

for Rice Producers Associations”に該当する部分を農民組織向けにまとめた。普及員が農民組織と共に実

践する、①バリューチェーンマップ作成、②市場調査、③販売計画作成等の一連の活動について図表

を使って説明し、農民組織メンバーに質問を投げかけながら、マーケティング活動を進めていくよう

に構成してある。教材作成にあたって、C/P と定例オンライン会議で内容を見直し、十分に理解が深

まるように適宜指導を行った。その後、バリューチェーンマップのワークショップを未実施の 4つの

農民組織に対して、以下のように実施した。担当 C/P、SDAE 普及員、各農民組織メンバーの参加人

数は下表のとおりで、モザンビーク政府の感染予防ガイドラインを遵守して行われた。 

 

表 2-37 バリューチェーンマップのワークショップの実施 

実施日 農民組織 C/P 普及員 農民 

2020/9/17 Nilibena Olima 3 2 7 

2020/9/18 Pante 2 1 6 

2020/9/19 Mucori 3 1 7 

2020/9/22 Inhassunge 3 1 5 

 

【第3年次 2020/2021作期】 

1）コメバリューチェーンアクターの調査実施支援 

2020 年 11月から 2021年 2月にかけて実施された COVID-19の影響の委託調査の中で、コメのバリ

ューチェーンアクター（トレーダー、市場内の販売者、小売店、精米所）に対して調査を行った。各

アクター向けの質問票を C/P と共に作成するとともに、プロジェクトの対象 6 郡と Mocuba 市におけ

るバリューチェーンアクターの調査対象候補について SDAE普及員を通じて情報収集を行った。 

 

2）マーケティング研修の実施 

マーケティングについて、①バリューチェーン調査結果に基づく各バリューチェーンアクターの

課題やニーズ、②精米機導入を視野に入れたマーケティング計画立案、③精米機事業の会計管理をテ

ーマとした研修を以下の通り実施した。 

実施時点で日本人専門家の渡航が再開されていなかったため、遠隔にて C/P に教材作成、研修内容

の技術支援を行い、C/P が各農民組織を訪問する形で実施した。主な研修内容は、①については、コ

メのバイヤーの調達、コミュニケーション、輸送、貯蔵、販売における課題や特徴やビジネスチャン

スについて、②については、費用便益分析の基礎、様々なコメの販売方法による費用便益の比較、①

の研修内容を踏まえたマーケティングの４P（Product、Place、Price、Promotion）の検討等を行った。 
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表 2-38 マーケティング研修の実施 

日付 地域 農民組織名 参加者数 普及員 

2021/7/20 Mopeia Nicane 15 2 

2021/7/13 Maganja da Costa Intabo 16 2 

2021/7/14 Maganja da Costa Munda-munda 16 2 

2021/8/19 Mopeia Paz 14 2 

2021/9/21 Mopeia Nicane 15 2 

2021/9/22 Namacurra Tebemuno 1 & 2 17 1 

2021/9/23 Nicoadala Elalane 15 1 

2021/9/24 Mopeia Paz 15 1 

2021/9/27 Maganja da Costa Munda-munda 15 2 

2021/9/27 Maganja da Costa Intabo 15 1 

 

3）商談会の実施 

精米機を導入した農民組織 5グループとザンベジア州内のバイヤーのコメ取引の促進を目的として、

商談会を 2021年 11月 25日に Quelimane市で実施した。プログラムは、午前中のデジタルプラットフ

ォーム（Agroponto）でのビジネスマッチング、午後は対面でのバイヤーとの商談という 2部構成で行

った。 

午前中は、Web 上のマッチングの場を提供するために、日本植物燃料（株）を招待し、“Agroponto”

の説明、各農民組織のアカウント開設、商品広告ページ作成を行った。午後の対面商談会では、各農

民組織がブースを設け、事前に作成した商談シート、サンプル、試食用ごはんを用意し、参加したバ

イヤーと個別に商談を行った。 

 

表 2-39 商談会のプログラムと参加者 

 内容 参加者（人数） 

午前 

商談会説明 

デジタルプラットフォーム“Agroponto”説明 

各農民組織のアカウント開設、商品広告ページ作成 

農民組織代表（7） 

SDAE普及員（5） 

DPAPの C/P（2） 

日本植物燃料（株）（4） 

ProAPA（5） 

午後 

開会の辞 

デジタルプラットフォーム“Agroponto”説明 

参加者自己紹介 

商談会 

閉会の時 

バイヤー（6） 

農民組織代表（7） 

SDAE普及員（5） 

DPAPの C/P（2） 

日本植物燃料（株）（4） 

ProAPA（5） 

 

4）精米事業の体制構築支援（会計研修） 

精米機委員会の体制構築支援の一環として、精米事業の会計管理研修を以下の通り実施した。台

帳の様式を配布し、具体的な事例にしたがって参加者と共に実習形式の研修を行った。 
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表 2-40 精米事業の体制構築支援（会計研修） 

 地域 農民組織名 生産者 普及員 

2021/11/11 Namacurra Tebemuno1 & 2 17 1 

2021/11/15 Mepeia Paz 5 1 

2021/11/16 Mopeia Nicane 13 1 

2021/11/17 Maganja da Costa Intabo 17 3 

2021/11/19 Nicoadala Elalane 14 2 

2022/07/15 Maganja da Costa Munda-munda 5 1 

 

【第3年次 2021/2022作期】 

1）ファーマーズフェアの実施 

 農民組織のコメ直接販売促進及びポテンシャルバイヤーとのマッチングを目的として、2022年 7月

30 日に Quelimane 市でファーマーズフェアを実施した。尚、プロジェクト終了後も継続開催できるよ

うな実施体制を構築するために、Mani Tese（イタリアの NGO）やザンベジア州商工局とも連携して

準備・実施した。Mani Teseとは、広告宣伝（ラジオ、街宣車、SNS広告）や機材（テント、机、椅子

他）の経費・作業を分担した。 

 フェアに先立ち、下表のとおり農民組織を訪問した。各農民組織の生産している品種、生産量、希

望販売額、連絡先、アピールポイント等について話し合い、その結果をプロダクトシートとして纏め

て、フェアで一般消費者やバイヤーに対して配布した。 

 

表 2-41 農民組織とのファーマーズフェア準備会合 

実施日 郡 農民組織 生産者 普及員 

2022/7/1 Nicoadala Mucocora M 3, F 8 1 

2022/7/1 Nicoadala Macamelo M 2, F 8 1 

2022/7/7 Namacurra Mutange M 4, F 11 1 

2022/7/8 Namacurra Olima ni Fumo M 3, F 7 1 

2022/7/8 Namacurra Mulheres Amigas M 3, F 11 1 

2022/7/8 Namacurra 7 de Abril M 3, F 6 1 

2022/7/8 Namacurra Mateso M 2, F 7 1 

2022/7/11 M. da Costa Munda-munda M 11, F 4 1 

2022/7/13 Quelimane Pante Navilembo M 7, F 16 2 

2022/7/13 Quelimane Mutibura M 0, F 6 2 

2022/7/13 Quelimane Mucori M 2, F 4 2 

 

今回は、卒業した農民組織を含めて 21 の全ての支援対象グループが参加した。また、Mani Tese 側

からは Centro Laici Italiani per le Missioni（CELIM）、職業訓練・労働研究機構（IFIPELAC）、コミュニテ

ィ開発基金（FDC）、Licungo 大学、Doctors with Africa CUAMM（CUAMM）、Istituto Cooperazione 

Economica Internazionale（ICEI）等の団体が参加し、野菜、苗木、加工品、料理デモンストレーション、

ダンス等の多彩な出展があり、華やかなイベントになった。 

 当日は、DPAP 局長及び州商工局長による開会挨拶でイベントが始まり、会場は多くの人で賑わっ

た。21の農民組織全体の精米販売量は約 2.6 t、金額にして約 130,000 Mtで、2019年の実績 1.7 tを大幅

に上回った。 
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表 2-42 ファーマーズフェアの販売実績 

実施日 場所 参加数 販売総量 販売総額 

2018/7/21 Quelimane 8 220 kg MZN11,000 (USD 175) 

2019/6/29 Quelimane 16 1,730 kg MZN 86,400 (USD 1,371) 

2019/8/2 Mocuba 16 1,430 kg MZN 71,500 (USD 1,135) 

2022/7/30 Quelimane 21 2,582 kg MZN 129,115 (USD 2,043) 

 

2）ポテンシャルバイヤー等の情報収集とマッチング 

 ポテンシャルバイヤーに関する情報収集を目的として、C/P と共に以下のとおりバイヤーを訪問し

た。各バイヤーに対し、取り扱っているコメ商品の調達、輸送方法、加工、販売状況等について聞き

取りを行い、適宜農民組織と共有した。また、農民組織と直接情報交換をできるよう 7 月 30 日のフ

ァーマーズフェアにも招待した。 

 

表 2-43 ポテンシャルバイヤーの調査リスト 

実施日 地域 訪問先 

2022/7/5 Nicoadala IMPER 

2022/7/6 Mopeia Nizam Comercial 

2022/7/6 Nicoadala Fabrica de Processamento Arroz Tia Ruquia 

2022/7/7 Namacurra Arroz Oziva 

2022/7/11 M. da Costa PROIMAC 

2022/7/14 Milange Chicopa Comercial 

2022/7/14 Milange Ruposhi Bangla 

2022/7/14 Milange Agro Sirajul 

 

ファーマーズフェアに参加し、農民組織からの籾米調達に高い関心を示した Fabrica de Processamento 

Arroz Tia Ruquia社については、2022年 8月 5日に Mopeia郡の Nicaneと Pazで商談を設定し、具体的な

取引条件についての話し合いを支援した。 

 

3）精米販売に向けた農民組織能力強化 

① マーケティング計画立案 

 精米機を導入した農民組織グループを下表のとおり訪問し、マーケティング計画について助言指導

を行った。具体的には、コメ品種毎の販売可能量、ポテンシャルバイヤーの情報、希望する取引条件、

共同販売の会計手続き等について議論、情報共有を行った。 
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表 2-44 農民組織とのマーケティング計画立案の会合 

日時 郡 農民組織 
参加者 

農家 SDAE DPAP 

2022/7/1 Nicoadala Amcela M 5, F 8 1 1 

2022/7/5 Mopeia Nicane M 10, F 5 1 1 

2022/7/6 Mopeia Paz M 10, F 11 1 1 

2022/7/7 Namacurra Nivulumua M 4, F 0 1 1 

2022/7/11 M. da Costa Intabo M 13, F 5 1 1 

 

② 共同販売のルール作り 

 上記グループの中から、共同販売に向けた取り組みに進展があった Nicane（Momola 1&2、Nilibena 

Olima）と Nivulumua（Tebemuno 1&2）を訪問し、共同販売の内部ルールについて具体的な議論を行っ

た。共同販売の大きな課題の一つとして、農民組織の共同販売に関する知識や経験が浅く、具体的に

誰が何をどのようにすればよいかがわからず、取り組みが進まないということが挙げられる。そこで、

ファーマーズフェアやポテンシャルバイヤーとの商談を進めるのと同時並行して、農民組織内のマー

ケティング担当者の設置とその役割、SDAE 普及員の役割などを明確にし、共同販売の計画立案、マ

ーケット情報の収集、プロモーション、バイヤーとの商談、出荷割り当て、品質管理、内部ルール違

反時の罰則、マーケティングコストの負担方法等について誰が、どの様に行うかについて議論した。

これらは、文書化して共同販売の内部ルールとして組織内で共有することにした。 

 

③ 精米機委員会の会計管理研修  

 2022年 3月 25日に普及員の理解を深めるために会計帳簿の記入方法のビデオ教材とテストを Google 

classroom に投稿した。2022 年 7 月 8 日 Elalane、11 日 Furquia、12 日 Lua-lua、14 日 Intabo、8 月 8 日に

Paz、12日には再度 Furquiaにてフォローアップ研修を行った。資金管理を強化するため、会計担当者

と精米機マネージャーが週に一度、普及員が月に一度帳簿を確認することに同意した。 

 

4）農民組織研修（マーケティング課題と対策、優良事例共有） 

精米機を導入した農民組織のマーケティングの課題を明らかにし、その解決に向けた今後の取り

組みを議論するために、2022年 8月 17日にQuelimane市で農民組織研修を下表のとおり実施した。研

修には、9つの農民組織計18名、担当するSDAE普及員とスーパーバイザー17名、今後の普及展開が

期待される Morrumbalaと Luaboの SDAEスーパーバイザー2名、DPAPの C/P 4名が参加した。 
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表 2-45 農民組織研修プログラム 

時間 内容 担当 

8:30 開会あいさつ Abeque 

8:40 共同販売の課題 Gervasia, Miyauchi 

9:00 Nicane協同組合の事例発表 Nicane 

9:15 Nivulumua協同組合の事例発表 Nivulumua 

9:30 精米機導入のインパクト調査結果 Tokida 

9:35 共同販売の内部規約 Gervasia, Miyauchi 

9:55 会計の内部規約 Tokida 

10:20 グループ討議：コメ販売の課題への対応 Gervasia, Miyauchi 

10:35 グループ討議結果発表 Gervasia, Miyauchi 

11:10 農民組織活動の振り返り Tamura, Gervasia 

13:00 普及パッケージの説明 Margarida, Nedson, Gervasia 

14:00 普及員への証書授与 Abeque, Tamura 

14:20 閉会あいさつ Abeque, Tamura 

 

表 2-46 研修参加者リスト 

地区 農民組織 農家 普及員 スーパーバイザー C/P 
Quelimane - - 1 1 4 

M. da Costa 
Intabo 2 1 

1 
- 

Munda-munda 2 1 - 
Nicoadala Amcela 2 1 1 - 

Mopeia 

Nilibena Olima 2 
2 

1 

- 
Momola 1 2 - 
Momola 2 2 - 

Paz 2 1 - 

Namaccura 
Tebemuno 1 2 

3 1 
- 

Tebemuno 2 2 - 

Inhassunge - - 1 1 - 

Morrumbala - -  1 - 

Luabo - -  1 - 
合計 18 11 8 4 

 

参加者が販売の課題として挙げたのは、輸送手段がないこと、消費地へのアクセスが悪いこと、

バイヤーが購入約束を一方的に反故にすること、バイヤーが買取価格の強い決定権をもっていること

等が挙げられた。これら共通する課題を抱える中で、共同販売に積極的に取り組んでいるNicane協同

組合と Nivulumua協同組合が、事例発表を行った。 

Nicane協同組合は、Mopeia郡 Lua-luaの Momola 1、Momola 2、Nilibena Olimaの 3つの農民組織で構

成される協同組合で、合同で精米機委員会を設立し、精米機の運営管理や共同販売を行っている。ま

た、組合員は毎年籾米を 2袋拠出し、その販売代金を組合活動やトラクター賃耕代金に充てている。

精米小屋の道路沿いにスタンドを作って精米を販売すると同時に、Nicoadala の精米加工・販売企業

Fabrica de Processamento Arroz Tia Ruquiaへの籾販売の商談が進行中である。 
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Nivulumua協同組合は、Namacurra郡 Furquiaの Tebemuno 1と Tebemuno 2の 2つの農民組織が設立し

た協同組合で、共同で精米機の運営管理や共同販売を行っている。主に Ambulante と呼ばれるトレー

ダーに対して、精米を50 Mt/kgの価格で販売している。精米所には、Namacurra、Nicoadala、Quelimane

等からトレーダーが買い付けに来ている。精米事業から得られた資金で、地域の組合員以外からも籾

米を買い付け、精米販売することで更に事業を拡大していこうとしている。 

また、Nivulumua 協同組合の共同販売の内部ルールを題材として、農民組織内のマーケティング担

当者の設置とその役割、SDAE 普及員の役割、共同販売の計画立案、マーケット情報の収集、プロモ

ーション、バイヤーとの商談、出荷割り当て、品質管理、内部ルール違反時の罰則、マーケティング

コストの負担方法等について誰が、どの様に行うかを紹介した。そして、こうした内部ルールを明確

にして、メンバー間で共有することで信頼感を醸成し、透明性をもって活動を進めることが重要であ

ることを参加者と共に確認した。また、Lua-lua の普及員からは、こうした取り組みを推進していく

ためには、普及員の積極的且つ継続した関与が非常に重要であり、農民組織と普及員が強い信頼感を

もって、時間をかけて話し合いを重ねながら進めていくことが成功に繋がるという教訓が共有された。 

最後に、コメ販売の課題と解決に向けた今後の取り組みについて各グループで議論し、その結果

を発表した。各々の状況に応じて、ローカルマーケットでの販売、品質改善、Quelimane 市のトレー

ダーや消費者への精米販売、独自ブランドでの販売、WhatsAppや Instagramといった SNSでのプロモ

ーション等の取り組みが提案された。 

 

（3）精米機操作・維持・管理 

1）精米機建屋補修と精米機設置支援 

Lua-lua、Paz、Intabo、Munda-munda、Elalane、Furquia の 6 地区に精米機を設置することとなり、精

米機建屋補修及び精米機設置が以下の工程で実施された。（＊建屋補修作業の人夫は各地区農民組織

の責任、資材購入と運搬はプロジェクトの責任において実施された。） 

2021年 7月： 

・C/P及び日本人専門家間での建屋の大きさ及び素材について協議。 

・資材数量計算と積算及びプロジェクト内での予算確認。 

・Lua-lua、Paz、Intabo、Munda-mundaの 4 地区で精米機建屋補修工事の開始。 

2021年 8月 

・Elalane、Furquia地区の補修工事開始。 

・Lua-lua、Paz、Munda-munda、Intabo 地区の壁と柱部の修繕がほぼ終了し、C/P による中間検査の実

施。 

2021年 9月 

・Lua-lua、Paz、Munda-munda、Intabo 地区において、最終資材運搬、屋根、ドア、窓部の工事の実施、

工事の最終工程である壁のモルタル塗りを開始。 

2021年 10月 

・Lua-lua、Paz、Intabo地区の建屋補修工事完了。 

・Munda-munda、Elalane、Furquia地区の工事最終段階の外壁モルタル塗りを開始。 

・Paz、Lua-lua、Furquia、Munda-munda地区へ精米機納入業者による精米機設置完了。 

2021年 11月 
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・Munda-munda、Elalane、Furquia 地区の精米機建屋補修工事完了。納入業者による Intabo、Elalane 地

区精米機設置完了。 

・プロジェクトと農民組織による籾吐出し口延長パイプ及びエンジンマフラー延長パイプの設置完了。 

  

2）精米機操作メンテナンス研修 

① 精米機操作メンテナンス研修の実施 

プロジェクトで作成した精米機マニュアル「Manual de maquina de descasque de arroz Ymm20」に沿っ

て、毎日実施する営業前点検、操作及び精米具合調整方法、営業後の清掃、ゴムロール及び糠取り網

のローテーションと交換の仕方の研修を設置された精米機を使用しながら実施した。また、精米前に

実施する籾の水分測定に使用する水分計の使用方法を説明し、実習を行った。 

参加者：精米機委員会執行部及び精米機オペレーター 

 

表 2-47 精米機操作メンテナンス研修の参加人数 

農民組織 参加人数 実施日 

Paz 4 Nov.2021 

Lua-lua 8 Nov.2021 

Furquia 7 Nov.2021 

Intabo 10 Nov.2021 

Elalane 15 Nov.2021 

Munda-munda 7 Jul.2022 

  

② 精米機の操作・メンテナンス研修と籾の異物混入対策研修 

精米機の長期使用を可能にするために、精米機の操作・メンテナンス及び異物混入対策の研修を

実施した。研修では、映像教材を用いたのち、操作・メンテナンスのためのルール作成（異物が混入

している籾と水分量が高い籾の場合の精米拒否の基準、記録内容、精米機点検実施のチェック方法）

を精米機委員会メンバー、普及員、C/Pに協議してもらい、ルールを作成した。 

参加者：精米機委員会執行部及び精米機オペレーター 

 

表 2-48 精米機の操作メンテナンス研修の参加人数 

農民組織 参加人数 実施日 

Paz 4 Nov.2021 

Lua-lua 11 Nov.2021 

Furquia 15 Nov.2021 

Intabo 10 Nov.2021 

Elalane 15 Nov.2021 

Munda-munda 7 Jul.2022 

 

3）精米機モニタリング 

各地区精米機の稼働後しばらくして後に各地区精米機のモニタリングを実施し、精米機の状況、

操作方法の確認、必要な場合には支援を実施した（表 2-49）。 
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表 2-49 精米機のモニタリング結果 

場所 実施日 精米機の状態、操作方法 支援内容 

Paz 2022/7/21 良好 1) 籾水分量と割れ米の関係についての説明。 

Lua-lua 2022/7/22 

  

 

2022/8/3,5

,6 

1) プーリーもしくは回

転軸棒が破損し、プーリ

ーの回転軸にぶれが生じ

ている。 

2) 籾吐き出し口から少

量の米が漏れる。 

1) プーリーと回転軸棒を取り外し、修理後、オペレー

ターが設置を実施。その後問題なく精米機は動作。 

2) 機械内部の清掃をオペレーターが実施し、米が籾吐

出し口から出る問題を解決。 

3) 籾水分量と割れ米の関係についての説明。 

Intabo 2022/7/26 1) 操作時に 2 つの籾摺

りゴムロールの間隔が離

れ過ぎている。 

1) 適した籾摺りゴムロールの間隔についての説明。 

2) 籾水分量と割れ米の関係についての説明 

Furquia 2022/8/4 1) プーリーを止めてい

る金属棒とワッシャーが

すり減り、プーリーの回

転軸にぶれが生じてい

る。 

2) 4つあるプーリーの位

置がずれて、ベルトの角

度にずれが生じている。 

 

1) 金属棒と回転軸棒の間に金属板を挟む。また金属板

でワッシャーを作成し、すり減った分の厚みを足し固

定。 

2) プーリーの位置を調整し、ベルトの角度の問題を解

決。また、メンテナンスマニュアルの通りに毎日プー

リーの位置を確認するよう指導した。 

3) 籾水分量と割れ米の関係について説明を実施。 

Elalane 2022/8/15 1) 精米吐出し口から糠

と精米が混ざって排出さ

れる。 

2) 糠に精米が混じって

吐出される。 

 

1) 砕け米により目詰まりを起こしていた。糠取り網の

清掃を実施し問題を解決。 

2) 糠取り網のゆがみにより糠取り網とそれを固定する

躯体が密着していなかった。網の変形矯正及び隙間の

間詰を実施し、問題を解決。 

 

活動４－６ フォローアップのためのモニタリングを実施する。 

農民組織のモニタリングは、PDCA サイクルに基づき次のモニタリングフォームを使い、

2017/18~2020/21作期まで4年間、継続して実施された。但し、第3年次の2019/20～2020/2021作期は、

COVID-19 の影響を受けたため、専門家は遠隔支援に留め、C/P が農民組織地区を個別訪問し、モニ

タリングと評価作業を実施した。 
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表 2-50 対象農民組織活動モニタリングフォーム 

 
 

活動４－７ 農民組織活動支援研修マニュアルを改訂する。 

これまで実施した農民組織研修で得られた知見、経験、優良事例、課題及び C/P の意見を踏まえて、

2021年 7月に最終化した。また、その内容を普及パッケージに反映させた。 

 

活動４－８ 農民組織活動のガイドラインを作成する。 

Monitoring form for the target association (to be filled out every month  )

①  a t beg inning
of  the cropping
s eas on

②　at a bout a
m onth af ter
sowing
/tra ns pla nting

③  a t  t im e of
weeding  / f a rm
m anag em ent

④  a t  t im e of
harves t ing  &
pos t ha rvest ing

⑤  a t t i m e of
m a rketing

1.Name of the association
in the target area

2. Name of localidade of
the target area /District

3.  Name of the v illage
near to the rice farm

7. Situation of farmers '
organization

4. Rice production area in
the target area in total,  ha

5. Total number of rice
farmers

6. Name of extension staff

7 -1 .Number o f farmers who
partic ipate in the ac tiv ities o f
farmers'  organ ization

7-9.  Sustainability  

7-7.  Utilization of
revolv ing fund

7-5.  Percentage of
revolv ing fund
recuperation

7-8.  Fund management by
the farmers' organization

7 -2 . Quantity and qual ity  of
the group work  by the
members in  the farm and
others

7 -4 . Situation  of progress o f
the annual plan of the
assoc iation oriented for
marketing (  production , sales
and financ e)

7 -3 . Number o f meetings
organized /attitude of
members for the
organization's activ ities

7-8-1. Record keeping of
fund by the accountant or
others

7-6.  Total value of
revolv ing fund

fill out the blank at 
each time of cropping 
season
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これまで実施した農民組織研修で得られた知見、経験、優良事例、課題及び C/P の意見を踏まえて、

2021年 7月に最終化した。また、その内容を普及パッケージに反映させた。 

 

2.4.6 成果 5：コメ生産市場化普及パッケージ（仮名）の承認  

活動５－１ 普及パッケージ教材の更新確認のための関係者（農業食糧安全保障省及び州レベル）内

会議を開催する。 

普及パッケージの第 1 稿を 2019 年の 7 月に開催された第 4 回 JCC にて承認した後、第 2 稿に向け

た、加筆・修正作業を開始した。第 1稿から第 2稿への主な修正点は表 2-51のとおりで、稲栽培、普

及/研修、マーケティング、及び普及パッケージ展開計画の 4点について、修正を行った。 

 稲作分野ではイネの生理の追加及び天水稲作のカテゴリー分けとカテゴリーごとの推奨技術の見直

しを行った。特に、天水稲作のカテゴリー分けでは、IRRI の区分を参考に、低地(Lowland)を水位と

滞水期間の観点から 4区分し、それぞれについて、推奨技術を検討した。当初は天水稲作の水環境を、

畑地（Upland）、低地（Lowland）、深水（Deep water）の 3 区分し普及を行ったが、中間的特徴を持つ

圃場が多く、同一の圃場でも年により環境が変化するため、3 つ区分では不十分であるとの認識が専

門家・C/P 間に醸成された。そのため、プロジェクト対象地区の天水稲作の水環境を詳細に観察する

とともに、IRRI の文献を参照し、低地（Lowland）を、干ばつリスク地（Lowland, drought risk）、干ば

つ及び洪水リスク地（Lowland, drought and flood risk）、洪水リスク地（Lowland, flood risk）、中位深水地

（Lowland, medium-deep）の 4つに区分した。 

普及分野では、タブレットを活用した研修やモニタリングを加筆した。これは、COVID-19 の影響

によりリモートにて研修やモニタリングを実施した経験を、普及パッケージに盛り込んだものである。

既述したように、Google classroom と映像教材を活用した研修の実施や、WhatsApp を活用したモニタ

リングについて、プロジェクトの活動実績基づき、加筆を行った。 

マーケティングは、実際の活動に基づいた内容を加筆した。対象農民組織と共に実施した、バリ

ューチェーンマッピングやその分析、そこから導かれるビジネスプラン等、実践的な手法を追加して

いる。 

この、普及パッケージはプロジェクト終了後に、NRDP の実施に伴い、モザンビーク側が稲作技術

の普及のために活用することが想定されている。そこで、NRDP に記載されている対象州及び郡に対

して、普及を展開した場合、バイクやその整備、燃料、種子等の資材といった普及そのものに必要と

なる経費を、プロジェクトの支出実績から算出し、展開計画の中に記載した。 

これらの修正を加えた第 2稿は、COVID-19の影響により、日本人不在期間が 2020年 3月から 2021

年 9 月まで発生してしまったことから、第 1 稿承認から期間が開いてしまったが、2021 年 11 月に開

催された第 11回 SCにて承認された。 
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表 2-51 普及パッケージの主な改善点（第 1稿から第 2稿） 

項目 主な改善点 

稲栽培 

「イネの基礎生理」の追加 

→作物であるイネの基礎知識の習得 

稲作環境のカテゴリー分けと推奨技術の改善 

→多様な水環境への適用  

普及/研修 モニタリングと研修へのタブレットの活用  

マーケティング 

市場志向アプローチの改善 

→バリューチェーンマッピングとその経済分析 

→改善案 

→事業計画 

普及パッケージ展

開計画 

普及パッケージ展開計画の追加 

→NRDPに則した稲作技術の普及 

 

 第 2稿から最終稿への主な修正点は表 2-52の通りであり、内容を追加する修正が主であった。灌漑

稲作については、品種や肥培管理、水管理といった灌漑稲作に特有になる項目を追加した。水管理に

関しては、水利組織が効率的かつ公平に水管理を行うための組織内の規則に関して追加した。映像教

材に関しては、表 2-13に示した通り、第 2稿承認後多くの映像教材を作成したので、主要な教材に関

して、教材の目的・内容等について追加した。マーケティングについては、第 2稿では、プロジェク

トの枠組みを考慮し、農民組織強化の中にマーケティングを含めていたが、農業農村開発省や州農業

水産局がコメのマーケティングに強い関心を示すようになったことから、一つの章として独立させる

こととした。 

 これらの修正を加えた最終稿は、2022年 8月に開催された第 13回 SCにて承認された。終了時評価

時に確認された通り、SCでの承認をもって、普及パッケージは州レベルで承認されたことになる。 

 

表 2-52 普及パッケージの主な改善点（第 2稿から最終稿） 

項目 主な改善点 

灌漑稲作  灌漑稲作の推奨技術の追加  

水管理 水利組織の内規の例を追加。これは適切な灌漑施設の管理とメンバー間

の効率的で公平な配水を目的としている。 

映像研修教材 プロジェクトで作成した映像教材について、その内容と Google classroom

の活用について追加。 

マーケティング 農民組織の章に含めていたが、独立した章とした。 

 

活動５－２ 普及パッケージ教材のよりよい活用と教訓共有のためのワークショップを開催する。 

現在まで 3 回のワークショップを開催している（表 2-53）。このうち、2019 年に開催した 2 回のワ

ークショップは普及パッケージの第 1稿を紹介する目的で、Quelimane及び Gaza州にて開催した。 

3 回目のワークショップは普及パッケージの第 2 稿を協力対象 SDAE の普及員に紹介する目的で、

2022 年 4 月に Quelimane にて開催した。この時は、プロジェクトが対象としている 6 郡に加えザンベ

ジア州全体への普及を考え、Lugela郡、Molumbo郡、Morrumbala郡からも普及員を招待し、計23名の

参加者のもと、ワークショップを開催した。このワークショップに参加した全普及員が、普及パッケ

ージを採用したいとの、意思を表明した。 
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表 2-53 普及パッケージ関連ワークショップ開催実績 

開催日 19 July 2019 25 July 2019 1 April 2022 

開催場所 Quelimane Gaza (Xai-xai) Quelimane 

参加普及員・ 

技師数 

40 13 23 

参加者の 

所属機関 

 対象 6郡所属普及員：18人  

 対象外郡所属普及員：18人 

(Morrumbala、Mocuba、

Pebane、Mocubela、Luabo、 

Chinde) 

 ナンプラ州農業食糧保障

局：2名 

 DNEAフォーカルポイン

ト：2名 

ガザ州農業食糧安全保障

局：10名 

DNEAフォーカルポイン

ト：2名 

NRDP担当者：1名 

 対象 6郡所属普及員：14人  

 対象外郡所属普及員：9人 

(Lugela、Molumbo、

Morrumbala) 

 

備考   全ての参加者が普及パッケ

ージを採用したいと回答 

 

活動５－３ ワークショップにおいて、コメ生産市場化普及パッケージ（仮名）を紹介する。 

 普及パッケージは、普及の実務を担う州レベルで最終化し、プロジェクト終了後も州を中心に活用

されるべきという意見が、終了時評価時に MADER 側から出た。そのことを受け、SC にて承認され

た最終化された普及パッケージを紹介するワークショップを Quelimane にて開催した。DPAP が作成

した出口戦略では新たにLuabo郡とMorrumbala郡も対象としていることから対象 6郡に加え、両郡か

ら 1名ずつ普及員が参加した。本ワークショップに参加した全ての参加者が普及パッケージを採用し

たいとの意向を示した（表 2-54）。 

 

表 2-54 普及パッケージ紹介ワークショップの実績 

開催日 17 August 2022 

開催場所 Quelimane 

参加普及員数 19 

参加者の 

所属機関 

 対象 6郡所属普及員：17人  

 対象外郡所属普及員：2人 (Morrumbala, Luabo) 

備考 全ての参加者が普及パッケージを採用したいとの意向を示した 

 

活動５－４ 普及パッケージの国家コメ開発プログラム（NRDP）反映に向けた協議を行う。 

現行の NRDP は 2016 年に策定されたものであるが、現在、その改訂作業が行われている。普及パ

ッケージの最終稿策定と並行して、FARのフォーカルポイント及びMADERのNRDP担当者を交え、

具体的にNRDPにどのように普及パッケージを反映させていくか協議を行い、プロジェクトの天水地

区での収量増加や小規模農家の生計向上への貢献、普及パッケージの主な記載内容、普及パッケージ

は稲作技術普及の全国展開に用いることが可能である等、共通理解を得た。 

今後は、普及パッケージがNRDPに適切に反映させるために、FARのフォーカルポイントがフォロ

ーアップを行っていくことになっている。 
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2.4.7 プロジェクト期間中に作成したマニュアル・報告書類 

 プロジェクト期間中に作成したマニュアル・報告書類は表 2-55のとおりである。 

 

表 2-55 プロジェクト期間中に作成したマニュアル・報告書類 

No. タイトル 

1 普及パッケージ （葡、英） 
2 灌漑稲作マニュアル（葡、英） 
3 天水稲作マニュアル（葡、英） 
4 種子生産マニュアル（葡、英） 

5 灌漑施設維持管理マニュアル（葡、英） 

6 農民組織マニュアル（葡、英） 
7 農民組織活動ガイドライン（葡、英） 

8 精米機操作メンテナンスマニュアル（葡、英） 

9 ベースライン調査報告書（和、英） 

10 エンドライン調査報告書（和、英） 
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第3章 プロジェクト目標の達成度および上位目標達成の見込み 

 

3.1 終了時評価の概要  

 

3.1.1 終了時評価の概要 

日本側及びモザンビーク側の合同評価チームによる終了時評価は、2022年 6月に実施され、合同評

価報告書が、2022年 6月 30日に開催された第 5回 JCCにて承認された。2021/22年作期の収量等のデ

ータは普及員が収集中の時期であったため、2020/21 年作期までのデータに基づき、評価が行われた。

合同評価報告書は、評価団による事前の質問票や関係者への聞き取り、現地視察等を経て、取り纏め

られた。 

 

3.1.2 6項目評価の結果 

 終了時評価団による 6 項目評価は、妥当性：高い、整合性：高い、有効性：やや高い、インパク

ト：中程度、効率性：やや高い、持続性：中程度、であった。6 項目評価の結果概要は下表のとおり

である。 
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表 3-1 終了時評価団による評価の概要 

評価項目 評価結果 概要 

妥当性 高い  モザンビークの開発計画（稲は重要作物と位置付けられて

おり、国家コメ開発計画（NRDP）も策定されている）との

整合性が保たれている。 

 ザンベジア州は同国で最もコメ生産量が多い州であり、そ

の中でプロジェクトが対象とした 6郡でザンベジ州の約 6割

のコメを生産していることから、対象地区の開発ニーズと

の整合性が保たれている。 

 DPAP と SDAE と共に対象農民組織を選定した。対象農民組

織には少ない資材支援と共に2シーズン支援を行った。対象

農家の技術採用率は高いため、プロジェクトの支援方法は

適切であったと言える。 

 JICA はモザンビークでこれまでに 3 つの技術協力プロジェ

クトを実施し、経験が蓄積されている。同様に、多くのア

フリカ諸国で実績を積んでいる。そのため、JICA がアフリ

カ諸国で稲作振興を支援することに、優位性が存在する。 

整合性 高い  日本のモザンビークに対する支援の優先課題に、経済の成

長や生産性の改善がある。本プロジェクトは稲作生産性の

向上と農家の生計向上を目指したものであり日本の援助方

針と一致している。 

 農業は SDG2（飢餓をゼロに）、SDG8（働きがいも経済成長

も）、SDG12（作る責任使う責任）と関連している。ザンベ

ジア州には多くの稲作農家がおり、イネの生産性向上は、

これらのうち SDG2と SDG8への貢献が期待できる。 

有効性 やや高い  プロジェクト目標のうち、天水地区の指標は達成したが、

灌漑地区の指標は達成できなかった。これは灌漑地区の機

能不全に起因するものであるため、灌漑施設が適切に機能

していれば、指標は達成していたと推察される。このよう

なプロジェクト目標の達成度を勘案すると、有効性はやや

高いと判断できる。 

インパクト 中程度  上位目標の指標を変更する必要があり、現時点で上位目標

が達成されるか判断は難しい。しかし、いくつかの正のイ

ンパクトが発現していることから、インパクトは普通であ

ると判断される。 

効率性 やや高い  プロジェクト期間、日本側の投入（専門家の配置、機材、

本邦研修、技術交換）、モザンビーク側の投入等が成果の達

成に貢献しており、効率性はやや高かったと判断される。 

持続性 中程度  モザンビーク側は稲作振興の継続を政策的に位置づけてい

ることから、今後も稲作振興が図られていくと考えられ

る。普及を担う普及員もSDAEに配置されている。プロジェ

クトが実施した研修により人材強化も図られ、SDAE 内での

共有もなされているため、技術面での持続性はやや高いと

言える。しかし、財政面で大きな課題を抱えていることか

ら、全体として持続性は中程度であると言える。 
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3.2 成果の達成度 

 

3.2.1 成果 1の達成度  

The indicator in PDM Ver4 
By the cropping season of 2021/2022, farmers in target areas who apply main rice cultivation techniques increase by 
70 %. 

 

(1) 灌漑地区 

表 3-2 に灌漑地区におけるデモ圃場の主要奨技術の採用率を示した。ここでは、主要採用技術を１）

種子選別（水選）、2）苗代作成、3）畦畔の設置、4）条植、5）除草としている（天水地区も同様）。

2018/19年作期から 3期連続して非常に高い採用率であり、灌漑地区における成果 1の指標は達成され

た。 

 2021/22年作期については、Mopeia郡の Paz灌漑地区及び Maganja da Costa郡の Intabo灌漑地区を対

象に、計 12のデモ圃場の設置を計画していたが、1月から 3月にかけて上陸した 3つのサイクロンに

よる豪雨、河川の氾濫の影響から、デモ圃場の設置は断念した。 

 

表 3-2 灌漑地区におけるデモ圃場における主要稲作技術の採用率の変化（%） 

 Rice cultivation techniques 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

1 Seed selection 100.0 100.0 100.0 - 

2 Nursery establishment 66.7 100.0 100.0 - 

3 Levee 100.0 100.0 100.0 - 

4 Line transplanting 33.3 100.0 91.7 - 

5 Weeding 100.0 100.0 100.0 - 

 Average (%) 80.0 100.0 98.3 - 

 Number of surveyed CDR fields 31 30 37 - 

 

（2）天水地区 

 表 3-3に天水地区におけるデモ圃場の主要奨技術の採用率を示した。2019/20年作期から 3期連続し

て推奨技術の採用率は 90%を超えており、天水地区における成果 1 の指標は達成された。2021/22 年

作期に関しては、今期はデモ圃設置のための資材等の支援は行わず、担当普及員が活動のモニタリン

グを継続した。その結果全ての農民組織が共同圃場やデモ圃場の設置を継続していたことから、技術

採用についてモニタリングを行った。 

 デモ圃場設置初年の 2018/19作期では、畦畔設置の採用率は 46.4%、条植の採用率は 35.1%と共に低

い採用率であったが、普及員による熱心な指導と技術採用の効果を農家自身が実感として理解するこ

とができたことが相まって、2019/20年以降の採用率が上昇したと考えている。 

 畦畔は圃場に水を貯えるうえで、最も重要な技術の一つであり、東南アジアの稲作では畦畔のない

圃場はないほど一般的な技術である。その畦畔の重要性に対して、普及を担う C/P や普及員が理解し

たことは、今後の天水稲作の普及において、重要と考えている。 
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表 3-3 天水地区における主要稲作技術の採用率の変化（%） 

 Rice cultivation techniques 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

1 Seed selection  100.0 97.3 100.0 100.0 

2 Nursery establishment  77.7 94.1 97.4 100.0 

3 Levee construction  46.4 81.2 85.7 83.3 

4 Line transplanting 35.1 80.1 94.9 85.2 

5 Weeding 100.0 98.7 92.2 88.9 

 Average (%) 71.8 90.3 94.0 91.5 

 Number of surveyed CDR fields 110 105 89 109 

 

3.2.2 成果 2の達成度  

The Indicator in PDM Ver4 
By the cropping season of 2021/2022, the production of guaranteed seed and home seed production increases by 
350 % by trained producers. 

 

下表 3-4 にプロジェクト期間中の種子生産量を示した。プロジェクト開始時の対象 6 郡内の種子生

産量は 8 tであったため、3.5倍の 28 tが目標値である。 

2020/21 作期に 19.8 t の Guaranteed seed と 450 ㎏の自家採種種子が生産されて約 2.5 倍となった。

2021/22作期の種子生産量は 15.1 tであった。従って、指標は達成されなかった。その理由としては、

比較的優良な環境であることを見込んで優先的に対象地区に選定した灌漑地区の施設のリハビリが遅

延したこと、およびサイクロンによる被害が原因となったことである。 

 

表 3-4 種子生産量  

 Area 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 

Guaranteed 

seed 

production 

Intabo 7.0 6.6 7.0 7.6 - 

Munda-munda 6.0 2.4 7.0 2.9 - 

Paz - 0.0 0.0 7.1 4.3 

Elalane - - 4.3 2.2 0.9 

Lua-lua - - - - 9.9 

Sub-Total (t) 13.0 9.0 18.3 19.8 15.1 

Number of guaranteed seed 

producing farmers 
10 10 30 31 26 

Home seed 

production 

Baixa Torone and Mutibura 

in 2019/20. Elalane in 

2020/21. 

--- --- 0.8 0.45 

- 

  Total (t) 13.0 9.0 19.1 20.25 15.1 

 

The Indicator in PDM Ver4 
By the cropping season of 2021/2022, 600 of farmers in target areas newly start using rice seeds that are produced 
through the project intervention. 

 

2020/21 作期までにプロジェクトが生産した種子を使用したと判明している農家の数は 354 名であ

る。これに自家採種法の指導を受けた農家数を加えると約 400名となる。また、Maganja da Costa郡の

種子生産農家は生産物を農業資材店にも販売しており、かなりの量が地域内の農家によって消費され
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ていると推察できる。下表に販売された種子の量を示す。 

 

表 3-5 種子販売量の推移 (t) 

Area 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 Total 

Intabo 4.1 4.5 4.0 4.9 17.5 

Munda-munda 3.9 4.3 3.8 2.9 14.9 

Total 8.0 8.8 7.8 7.8 32.4 

 

ローカル種子生産プログラムの開始以降、32.4 t の種子が販売されている。毎作期、農家一軒当た

り約 50 ㎏の種子を消費すると仮定すると、32.4 tの種子は 648 軒分の量となり、目標値が達成された

と見なすことができる。 

 

3.2.3 成果 3の達成度  

The Indicator in PDM Ver4 
Maintenance and management of the irrigation facilities by WUAs/Farmers' organizations achieve to the expected 
target lines. 

 

（1）Paz及びIntabo灌漑水利組合について 

 終了時評価時に確認したように、対象とした灌漑地区における内規作成をターゲットラインとし、

対象とした Paz灌漑水利組合及び Intabo灌漑水利組合において、それぞれの内規を作成した。 

内規に基づいた灌漑施設のマネージメントには、以下の aから dの 4つの項目に関する理解が重要

となる。 

a. 灌漑施設の維持管理及び操作に関して、水利組合執行部が考慮すべきコスト項目やそれぞれの予

算額について理解する。 

b. 灌漑水利組合の執行部及び農家が灌漑ローテーションのルールを理解し、灌漑を実施することが

出来る。(特にどの状況で灌漑をどこから始め、何日間で１ローテーションが終わり、どの状況で

灌漑をやめるのかを考えて内部規約に記載する。) 

c. 灌漑水利組合のメンバーが自分たちで規約を改定することが出来る。 

d. 灌漑水利組合が年間会計報告書を作成し水利組合メンバーに公表する。 

  

Paz、Intabo灌漑水利組合における、aから dにおける理解度は以下の通りである。 

 

項目 aについて： 

コストの積み上げ計算である灌漑コスト計算表を水利組合執行部と共に、それぞれの環境や社会

条件等考慮し作成しているので、水利組合執行部は必要なコスト項目とその金額を理解している。 

項目 bについて： 

灌漑内部規約にローテーションの方法、開始時期と終了時期を明記しているので、内部規約を作

成した執行部は理解している。また、2022 年の各水利組合総会議題の一つとして、灌漑内部規約の

説明を実施すると各水利組合代表が了承しているので、他のメンバーも理解すると思われる。 

項目 cについて： 

今回作成の灌漑内部規約は研修参加者が討議しながら現地の文化にあった形で規約を作成したの
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で、内部規約の各項目がなぜそのように記載されたかを理解している。そのため、改定が必要になっ

た場合も、その時の現状にあった規約に修正が可能である。 

項目 dについて： 

会計帳簿の付け方については、プロジェクトの農民組織分野で研修が実施された。灌漑分野の会

計研修では、総会で承認を受けた灌漑コスト計算表にない項目を支出する場合は、臨時の理事会もし

くは総会を開いて同意を得なければならないことを伝えた。また、水利組合メンバーが帳簿開示を求

めてくる可能性を理解することで、理事会或いは総会の同意なしでの項目外の予算執行を抑制する効

果があることを伝えた。そのことにより、多くの水利組合で発生し、水利組合崩壊のきっかけとなっ

ている横領を防ぐことができ、持続可能性を高めることができる。 

  

（2）補助灌漑に使用の小型ポンプの管理について 

補助灌漑における小型ポンプの使用について、Mutange 地区にて内規を作成した。小型ポンプの維持

管理が持続的になされるには、以下の 3項目の達成が必要となる。 

 

a. 小型ポンプの安全な運転及びメンテナンスを行う知識と経験がある。 

b. 小型ポンプ使用の内規がある。 

c. 小型ポンプを管理する経済力がある。そのための費用を利用者から徴収できる。 

  

Mutange 地区において、内規の作成と共に小型ポンプの維持管理に関する研修を実施してきた。各項

目の理解度や達成状況は以下の通りである。 

 

項目 aについて： 

小型ポンプのオペレーション及びメンテナンスOJTを実施し、オペレーションに関しては問題なく

灌漑が実施されていた。また、メンテナンスに関しても OJT によりその方法は理解されたと思われ

る。 

項目 bについて： 

プロジェクトの研修において、農民組織執行部が内部規約の各項目について討議し、その土地の

文化や考え方を考慮して作成されている。そのため、農民組織メンバーの理解度は高い。ポンプ使用

方法、料金、責任、罰則など明確なルールとなっている。 

項目 cについて： 

内部規約に具体的な小型ポンプ使用料金と貸し出しの方法が記載されており、それに従う限りポ

ンプの管理はなされると思われる。特に費用の中で一番問題となる燃料に関しては、ポンプの使用を

希望する農家が事前に用意することとなっており、かつオペレーションは農民組織指定のオペレータ

ーが行うのでポンプの故障発生は少なくなり、農民組織の経済的負担が少なくなる形式をとっている。 

 

3.2.4 成果 4の達成度  

The Indicator in PDM Ver4 
The target farmers’ organizations (including WUAs) are operated based on the agreed annual plan for production and 
marketing (including collaborative cultivar selection, usage of communal equipment, revolving fund, and cooperation 
for quality control). 
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農民組織に対し４年間の研修を通し、毎作期におけるPDCA手法に沿い実施したコメの生産・販売

に係る計画・活動・評価・改善に対する一連の能力向上手法は、普及事業と連携することにより、コ

メ生産と販売に取り組む対象農民組織の意識、モチベーション、インセンティブの向上効果をもたら

した。対象農民組織が作期始めに明確な目標を設定すること、その実施に向けて努力すること、作期

の終わりに評価と改善を行う一連のPDCAサイクルは、改良農業技術の導入によるコメ生産性向上に

対する組織員全体の意欲（モチベーション）の向上効果を齎し、評価を通した次作の改善へと結び付

いた。改良技術の普及によるコメ生産増加と JICA 事務所により支援された精米機の導入に伴い、複

数の農業協同組合（Nicane協同組合/Mopeia郡, Nivulumua協同組合/Namacurra郡）では、コメ・マーケ

ティングの共同化、販売多様化へと展開している。また、Quelimane 郡の Mucori、Inhassunge 郡の

Familia Unida 等では、共同圃場での稲作の増産に加えて、回転資金を有効に活用して養鶏事業や山羊

飼育というアグリビジネスの展開が見られる。PDCA サイクルの計画、実施、評価、改善の一連のプ

ロセスが農家組織によって持続的に実施されるのかどうかは、ひとえに C/P や改良普及員の今後の努

力と支援にかかっている。 

第５章の出口戦略の提言で述べられるように、ザンベジア州 DPAP の稲作普及予算が十分に配置さ

れると、普及の一環として取り組まれた農民組織に対する PDCA サイクル指導は、C/P や普及員がそ

の効果と指導方法について習熟しているので、継続的に実施される見通しがある。稲作普及の継続的

な実施と予算配置が、農民組織に対する C/P や普及員の今後の支援の必要条件となる。また、プロジ

ェクト終了後の PDCA サイクルの改善への提言として、C/P や普及員が現地の営農状況を背景に、対

象農民組織と共に、現地に最も必要とされる事を年度の達成目標を絞り込むことに注力することであ

る。年度の達成目標の質が、PDCA サイクルの成否に関わっていることは経験上から理解されている。 

農民組織のマーケティング関して、マーケティング研修、商談会、ファーマーズフェア、会計研

修、ポテンシャルバイヤーとのマッチング等の一連のプロジェクト活動を通じて、特に精米機を導入

した農民組織で市場志向型アプローチに沿った活動が活性化された。従来の自家消費のためのコメ生

産から、売るための生産へと農民組織や SDAE 普及員、C/P の意識変革が進み、コメ販売から得られ

た収入で家屋改修やバイクを購入するなど、目に見える形で生計が向上した事例も観察されている。 

現地業務が終了する 2022 年 8 月には、精米機を導入した農民組織のマーケティングの課題を明ら

かにし、その解決に向けた今後の取り組みを議論するために農民組織研修を実施した。ここでは優良

事例の経験共有や、共同販売の体系化を通じて、農民組織がマーケティング活動を持続的に推進して

いけるように技術支援を行った。 

マーケティング分野においても、PDCA サイクルを活用した計画、実施、評価、改善の一連のプロ

セスが重要である。各地区のコメの流通状況を把握するためにバリューチェーンマッピング等手法を

活用し現地事情に即した計画策定が重要とある。C/P はプロジェクトでの協働を通じて、マーケティ

ングに関しても十分技術移転されている。 

 

3.2.5 成果 5の達成度  

The Indicator in PDM Ver4 
The Integrated Extension Package for Rice Production and Marketing is accepted in the national meetings. 
The Integrated Extension Package for Rice Production and Marketing is considered in the ministry's annual reports 

 

終了時評価時に、上の二つの指標の取り扱い及び、普及パッケージの承認プロセスについて議論
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がなされた。MADERの参加者からは、以下の発言があった。 

① 国レベルでの承認ではなく、地方分権化の流れから、実際に普及を担う州レベルでの承認が

望ましい。② MADER の報告書に言及されることは重要ではなく、現在改訂中の NRDP への反映や、

農業農村開発省で改定が予定されている普及マスタープランへ反映させることにより、普及パッケー

ジを主流化させていくことの方が重要。そのことにより、普及パッケージを全国展開時に活用するこ

とが可能となる。 

①に関しては、第5回JCCにおいて、普及パッケージの州レベルでの承認プロセスについて、DPAP

局長が SCの議長であるため、SCでの承認をもって州レベルでの承認とみなして問題ないことが確認

された。普及パッケージは 2022年 8月に実施された第 13回 SCにて承認され、最終化された。DPAP

は普及パッケージを活用し、普及を継続するための出口戦略を策定しており、DPAP による普及パッ

ケージの活用に期待したい。普及パッケージを最終化する過程における C/P の関与は大きく、普及パ

ッケージの内容について理解していると共に、普及パッケージを活用した普及の継続・拡大について

も、強い意欲を持っている。 

②に関しては、普及パッケージを NRDP のどの箇所にどのように反映させていくが、FAR 及び

NRDP を所管している DNDAF と継続的に議論を行い、共通理解を醸成した。普及マスタープランへ

普及パッケージを反映させることについては、FARが責任をもって取り組んでいくことを確認した。

FAR のフォーカルポイントも本省における承認プロセスに積極的に動いており、DNDAF の NRDP の

フォーカルポイントも非常に積極的である。本省における普及パッケージに対する高い関心が伺える。 

 

The Indicator in PDM Ver4 
More than 70 % of participants of the relevant workshops where the presentation of the Rice Production and 
Marketing Extension Package (tentative title) takes place show their willingness to apply techniques noted in the 
package. 

 

2022年 4月 1日に実施したワークショップ（表 2-53）では、全参加者が普及パッケージに掲載され

ている技術を採用したいと回答した。また、2022年 8月に開催した、最終化された普及パッケージを

紹介するワークショップにおいても、同様に、全ての参加者が、普及パッケージの技術を採用したい

と回答している。 

 

3.3 プロジェクト目標の達成度  

 

The indicator in PDM Ver4 
Productivity of rice in rain-fed area of the target areas increases to 2.0t/ha～3.0t/ha by 2022. 
Productivity of rice in irrigated area of the target areas increases to 4.0t/ha～5.0t/ha by 2022. 

 

3.3.1 天水地区 

表 3-6に天水地区におけるプロジェクト農家（CDRとReplica圃場）の 2017/18年作期から2021/22作

期までの平均収量の推移を示した。2021/22 年作期については、プロジェクトからデモ圃場設置に対

する種子等資材の支援は行わなかったが、普及員が行ったモニタリングの結果、全ての農民組織が共

同圃場やデモ圃場（CDR）の設置等継続していたため、普及員が技術的な支援を行った。 

終了時評価団により、2017/18 年作期から 2020/21 年作期まで 4 作期連続して平均収量が 2 t/ha を超



  
 

71 
 

えていることから、指標化達成されたと確認された。2021/22 作期に関しては、サイクロンによる冠

水や洪水被害を受けた地域もあったが、最終的には、平均収量は 2 t/ha を超え、2.6 t/ha であった。天

水地区において、プロジェクト目標を達成できたことにより、C/P も自信をもって普及を継続できる

ようになっている。 

 

表 3-6 天水地区におけるプロジェクト農家（CDRと Replica圃場）の平均収量の推移(t/ha) 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
No. of associations 7 12 12 13 19 
No. of fields  CDRs  38 110 105 89 109 

Replicas 0 80 73 127 180 
 Total (number of fields) 38 190 178 216 289 

Average yield (t/ha) 2.1 2.6 2.9 2.6 2.6 
Neighboring farmers 
outside of the target 
associations 

Number of outside farmers - 55 49 65 90 
Average yield (t/ha) 

- 1.4 1.6 1.9 1.8 

 

3.3.2 灌漑地区 

表 3-7に灌漑地区におけるプロジェクト農家（CDRと Replica圃場）の、2017/18年作期から 2020/21

年作期までの平均収量の推移を示した（2021/22 年作期に関しては、対象灌漑地区が、サイクロンに

より圃場の長期冠水や灌漑施設の損傷があったため、デモ圃場設置に至らなかった）。過去 4 作期の

平均収量で最も高かったのが、3.5 t/haであり、灌漑地区の指標は達成されていない。 

 しかしながら、終了時評価団は、灌漑地区における指標達成を妨げた要因として、1）灌漑改修工

事の遅れ、2) 不十分にしか機能しない灌漑施設、3）安定しない灌漑水の供給、の 3 つをあげている。

換言すると、稲作技術や普及に起因する要因ではなく、灌漑施設に起因する要因のため、指標が達成

できなかったと結論付けている。加えて、もし洪水等による灌漑施設の損傷がなく、灌漑施設が適切

に機能していれば、灌漑稲作の指標は達成されていただろうと、合同評価報告書に記載されている。 

SC や JCC において、灌漑地区が機能していない点は度々議論となり、天水地区に扱いを振替える

等対処してきた。終了時評価においても、灌漑地区における機能不全を指摘している。ザンベジア州

における灌漑地区の機能不全が顕在化したと考えている。今後のザンベジア州の稲作振興を考える際、

灌漑稲作をどの様に位置付けるのか、議論が必要であろう。 

 

表 3-7 灌漑地区におけるプロジェクト農家（CDRと Replica圃場）の平均収量の推移(t/ha) 

Cropping season 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 
No. of associations 3 4 2 2 2 
No. of fields  CDR  15 13 15 12 - 

Replicas 0 18 15 25 - 
Total (number of fields) 15 31 30 37 - 

The total area of the fields surveyed (ha) 7.5 20.4 16.5 28.8 - 
Average yield (t/ha) 2.6 1.9 2.9 3.5 - 

Neighboring farmers 
outside of the target 
associations 

Number of outside 
farmers 

- 15 10 10 
- 

Average yield (t/ha) - 1.6 0.8 2.8 - 
Total area (ha) - 9.5 2.5 19.7 - 
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3.4 上位目標の達成見込み  

The indicator in PDM Ver4 
Productivity of rice in Zambezia Province increases to more than 2.5 t/ha by the 2025/26 cropping season 

 

 「1.6 PDM の修正」で述べたように、終了時評価団から上位目標の指標を修正する提案がなされ、

2025/26年作期までに、ザンベジ州のコメ生産性が 2.5 t/haを上回ることが、新たな指標となった。 

 表 3-8に 2011/12年作期から 2020/21年作期までの過去 10年間のザンベジア州におけるイネの 1ha当

たり平均収量の推移を示した。おおよそ 2 t/haから 2.3 t/haの間で推移していることが見て取れる。従

って、およそ 1ha当たり 0.5 tの収量改善が求められている。 

DPAPは出口戦略として、2025/26作期までの普及計画を策定している。出口戦略は、プロジェクト

終了後に DPAP が独自予算で普及パッケージを用いて稲作普及を継続する目的で作成された。対象郡

は Quelimane郡、Nicoadala郡、Namacurra郡、Mopeia郡、Maganja da Costa郡、Luabo郡、Morrumbala郡

の 7 郡である。プロジェクトが対象とした Inhassunge 郡は普及の難しさから対象とせず、あらたに、

Luabo 郡と Morrumbala 郡を加えている。各郡と協議し稲作普及の適地を選定している。各郡で毎年 1

から 2 カ所のデモ圃場を設置し、2026/27 年までに計 54 のデモ圃場を設置する計画となっている。

DPAPの独自予算で実施するため、予算額に制約があり、デモ圃設置数が少なくなっている。 

2023/24 年作期から DPAP の独自予算で出口戦略に沿った普及を開始する予定にしており（2022/23

年作期に関しては、外部からの予算獲得を目指している）、収量の改善を期待したい。出口戦略の対

象郡は、Quelimane 郡を除き、NRDP が対象とする郡と合致している。ザンベジア州の稲作のほとん

どがこれらの郡で行われており、この出口戦略を着実に実施することが、上位目標達成には欠かせな

い。 

 

表 3-8 ザンベジ州におけるイネの 1ha当たり平均収量の推移(t/ha) 
Unit 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 Average 

t/ha 2.64 1.78 2.23 2.26 2.03 2.08 2.32 2.05 2.31 2.16 2.19 

Source: ”Balanço do Plano Económico e Social” 
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第4章 プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓等  

 

4.1 日本人専門家と C/Pによる協働 

  

本プロジェクトでは、外部人材を用いることなく、公的な普及組織である DPAP 所属の C/P 及び

SDAE 所属の普及員と日本人専門家チームによる協働によりプロジェクト活動を行ってきた。プロジ

ェクトはザンベジア州の 6郡を対象としていたことから、農繁期には業務量が増大したが、技術協力

の根幹に関わることでもあるので、この点は特に留意した。また、重要事項や懸案事項等についても、

日本人専門家と C/P と共に協議を行い、最終的な決定は C/P 側が行うようにしてきた。このことによ

り、日本人専門家チームと C/P 間の信頼関係が構築・強化されたことに加え、C/P への技術移転が促

進されたと考える。また、C/P のプロジェクトへのオーナーシップ醸成にも大いに寄与したと考えて

いる。 

 

4.2 プロジェクトチーム内のコミュニケーション 

  

日本人専門家は多くても8人月/年程度、少ないと2人月/年程度の現地滞在であり、一方のC/Pもフ

ルタイムではないため、お互いに情報共有を進め、プロジェクトを実施してきた。具体的には、日本

人専門家間では毎週定期的に打ち合わせを行ってきた。同時に、日本人専門家と担当 C/P とは適宜打

ち合わせを持つことに加え、全 C/P を統括する立場にある DPAP の普及課長とは総括が週に数度打ち

合わせを持ち、業務の予定や進捗課題等の共有を図り、プロジェクトの活動について、齟齬が生じぬ

よう努めた。また、プロジェクトマネージャーである DPAP 局長に対しても、総括と普及課長が定期

的に報告を行ってきた。 

 

4.3 責任機関への報告・情報共有 

  

責任機関は首都マプトにある農業農村開発省農業開発基金・農業普及(FAR FP)3である。実施機関が

あるザンベジア州とは距離があるため、総括が着任及び帰任する際に、FAR FP のフォーカルポイン

トに対して、プロジェクトの活動の計画・進捗・課題等を報告し、情報の共有に努めた。また、

DNDAF の NRDP 担当者とも情報の共有を行ってきた。このことにより、責任機関のプロジェクトに

対する理解が深まると共に、定期的にプロジェクトのモニタリングを行う等、プロジェクトへの積極

的関与も見られるようになった。 

 

4.4 COVID-19拡大時の対応 

  

2020年 3月から 2021年 9月まで、COVID-19の感染拡大により、日本人専門家の不在期間が生じた。

この間は日本人専門家とリモートで意思疎通を図りながら、C/P 主導でプロジェクト活動が継続され

 
3 組織改編に伴い、責任機関の名称が農業普及局（DNEA）、家族農業支援局（DNAAF）、農業開発基金・農業普及(FAR FP)と変化して

いる。 
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た。4.1で述べたように、C/Pのプロジェクトに対するオーナーシップが高まっていたことに加え、技

術移転も進んでいたことから、C/P主導で活動を継続できたと考えている。 

 

4.5 外部条件 

  

対象地区を選定するにあたり、世銀の融資で行われていた灌漑改修事業である ProIRRI の改修の対

象地区を複数プロジェクトの対象地区として選定したが、工事の中断や改修後の灌漑地区における灌

漑機能に欠如といった問題が発生し、終了時評価団からは、対象地区で灌漑地区と呼べるところはな

い、との発言もあった。このような、プロジェクトの影響が及ばない事項については、PDM の外部

要因として、整理するべきであった。また、本プロジェクトでは中間レビューは実施されなかったこ

とから、PDM を見直す機会もなかったことから、灌漑地区における諸問題を、最後まで引きずって

しまった。
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第5章 提言  

 

5.1 上位目標達成に向けた提言 

 

本プロジェクトの上位目標は、2025/26 年作期までに、ザンベジア州のコメ生産性を 2.5 t/ha 以上に

改善することである。そのためには、DPAP がザンベジア州にて稲作の普及を継続することが求めら

れる。終了時評価団による持続性の評価（表 3-1）は、技術面や政策面では持続性はあるが、財政面

での持続性が指摘されている。従って、この財政面での課題を如何に解決していくかが上位目標に向

けた提言となる。 

 

5.1.1 出口戦略の実行 

 ザンベジア州にて如何にして普及パッケージを活用して稲作の普及を継続していくかを念頭に、終

了時評価の提言に基づき、出口戦略は作成された。作成に際し留意した点は、普及に係る経費を抑え

ることである。そのために、既存の普及システムを最大限活用することをコンセプトに据えた。モザ

ンビークでは、普及員は毎月のスケジュールを作成している。そのスケジュールに稲作普及の対象地

を組み込むことにより、追加経費が発生しない計画を策定することができる。 

 しかし、このような既存の普及手法の活用には、限界もある。この場合、普及員は訪問先のコンタ

クトファーマーを通じて技術指導するのであるが、口頭による指導が主であるため、効果は限定的と

なる。そこで、普及の効果を高めるために、出口戦略では各 Localidade に 1 カ所ずつデモ圃場を設置

する計画を立てることとした。そのため、このデモ圃場設置に係る経費が追加的に必要となる。必要

となるのは、種子、鍬等の資材及び普及員の燃料代で、1 デモ圃場当たり年間 31,000Mt（約 66,230 円、

2022年 8月統制レートにて換算）の追加と試算された。 

これらをまとめ策定された出口戦略では、Queliman 郡、Nicoadala 郡、Namacurra 郡、Mopeia 郡、

Maganja da Costa郡、Luabo郡、Morrumbala郡の計 7郡を対象に、5年間で 54のデモ圃場設置を計画し

ている。これらデモ圃場の設置と DPAP によるモニタリングの経費等 5 年間で 7,455,700 Mt 必要と試

算している。2023/24 年作期から、DPAP の予算により出口戦略を実行することになっているが、

2022/23 年作期の予算の目途が立っていない。普及の継続性と考えると、2022/23 年作期から普及を開

始することが望ましく、DPAPには予算獲得が求められる。 

 

5.1.2 モニタリングの実施 

 上位目標の達成には、① プロジェクトが対象とした農民組織がプロジェクトの推奨技術を採用し

続ける、普及の継続と、② 5.1.1.で述べた出口戦略の実行による普及の拡大が必要であり、これらが

適切に実施されているか、モニタリングにより明らかにすることが重要である（表 5-1）。そこで、普

及の継続と普及の拡大の二つの視点によるモニタリングを JICA 事務所と DPAP が合同で定期的に実

施することを提言したい。 
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表 5-1 上位目標達成に向けたモニタリング 

視点 モニタリングの目的 

普及の継続 
プロジェクトが対象とした農民組織の活動状況の把握（推奨技術採用の継続、
精米機活用、共同販売の継続） 

普及の拡大 出口戦略の実施状況の把握 

 

 プロジェクト実施期間中は、担当普及員が頻繁に農民組織を訪問し支援してきたが、プロジェクト

終了後は今までの頻度で支援を行うことは困難である。前述したように、各普及員は月ごとの活動計

画を作成の上、普及活動を行っている。そこで、DPAP が各 SDAE に対して、プロジェクトが支援し

た農民組織を活動計画に含めるよう、指示を出すことにより、普及員は、毎月最低 1度はプロジェク

トが対象とした農民組織を訪問することができ、十分ではないかもしれないが、農民組織を適宜フォ

ローすることが可能となる。このように対象農民組織が継続して技術を採用し続けることにより、周

辺農家への自発的な稲作技術の普及（農民間普及）が期待できる。 

DPAPは定期的に JICA事務所に対して報告を行うことが重要である。作付後の状況（共同圃場や各

農家の圃場の状況、推奨技術の採用状況等）、収穫前の状況（生育状況、洪水や干ばつの発生状況等）

収穫後の状況（収量、精米機の活用、精米によるマーケティング等）等を報告することが望ましい

（表 5-2）。 

 

表 5-2 普及の継続に関するモニタリング項目 

モニタリング時期 モニタリング項目 

作付後 
 共同圃場や各農家の圃場の状況、推奨技術の採用状況等 
 精米機の活用、共同販売の状況 

生育期 
 生育状況、洪水や干ばつの発生状況等 
 精米機の活用、共同販売の状況 

収穫前 
 生育状況、洪水や干ばつの発生状況等 
 精米機の活用、共同販売の状況 

収穫後 
 収量 
 精米機の活用、共同販売の計画、状況 

 

出口戦略には、デモ圃場設置に係る 14 の活動が記載されている（表 5-3）。出口戦略では 7 郡を対

象とするので、14の活動が 7郡で同時に行われることになる。出口戦略にはこれら活動のモニタリン

グの予算も見積もられている。これは、DPAP の技師 3 人が 3 泊 4 日で毎月モニタリングを行うこと

を想定して見積もられているが、これらモニタリングに必要となる日当宿泊及び燃料費で、全予算の

86%を占め、デモ圃場設置に必要な直接的な費用（種子、鍬、普及員の燃料代）を大きく上回ってい

る（表 5-4）。2023/24年作期からはDPAP予算で行うため、特に問題ではないが、予算が確保できてい

ない 2022/23 年作期の活動に関しては、費用対効果の観点から、効率的にモニタリングを行うことが

求められている。そこで、ここでは 2022/23年作期のモニタリングについて、提言を行いたい。 
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表 5-3 出口戦略に記載されているデモ圃場設置に係る活動 

出口戦略の活動 実施時期 

1 必要資材の確認 10，11月 
2 IIAMとの調整（種子等） 11月 
3 資材の購入・入手 11月 
4 対象農家・デモ圃場の特定 11月 
5 資材の対象 SDAEへの割当・搬入 11月から 1月 
6 圃場準備 12月から 1月 
7 苗代設置 1月から 2月 
8 デモ圃場設置（作付） 1月から 3月 
9 圃場のモニタリング 11月から 9月 

10 フィールドデイの実施 5月から 6月 
11 収穫と収量調査 6月から 8月 
12 報告書作成 8月から 9月 
13 結果報告 9月 
14 活動終了 9月 

 

表 5-4 出口戦略実施に必要となる予算(2022/23年作期) 

Item Estimated total budget (MZN) Ratio (%) 

1 Establishment of 7 CDR's 217,000.00 16.0 

2 Fuel for supervision 320,400.00 23.7 

3 Monitoring 816,480.00 60.3 
 TOTAL 1,353,880.00 100.0 

 

 表 5-3 に記載された 14 の活動項目を 7 つに整理し、モニタリング案を作成した（表 5-5）。ここで

は、DPAP がモニタリング予算を確保できず、JICA 事務所と 3 回の圃場のモニタリングを行うことを

想定している。 

 3 回の合同モニタリングは、「対象農家・デモ圃場の特定：11 月」、「デモ圃場の設置：1 月から 3

月」、「収穫前：4 月から 5 月」を想定している。11 月の「対象農家・デモ圃場の特定」は、対象農家

と圃場の確認に加え、DPAP から JICA 事務所への 2022/23 年作期の出口戦略実施計画の説明や、農家

への技術指導、プロジェクトが対象とした農民組織の活動状況も併せてモニタリングする。特に、6

台の精米機の活用状況について、2021/22 年作期に収穫した籾の精米の状況について直接視察するこ

とも、重要と考える。2 回目の「デモ圃場の設置」に関しては、作付け（移植）後を想定している。

移植までに、種子選別、苗代設置、畦畔の設置、移植方法といった主要な推奨技術が採用されるので、

モニタリングに適している。しかし、雨期と重なるため、移動に関して、留意が必要である。3 回目

の「収穫前」は、登熟が進み、収穫前に行うことを想定している。この時期は、推奨技術を採用しデ

モ圃場を設置した、成果が一番現れる時期である。また、洪水や干ばつといった気象条件の影響をど

のように受けたのかも、分かる時期である。 

 その他の項目については、DPAPが実施し、適宜 JICA事務所に対して文書あるいはオンラインで報

告を行うことを想定している。 
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表 5-5 DPAPと JICA事務所による合同モニタリング案 (2022/23年作期) 

活動項目 
モニタリング 

項目 
時期 DPAP JICA事務所 

1 必要資材の確認 

1 
必要な資機

材の確認と

購入 

10月から 
12月 

 デモ圃場設置に必要

な、種子、鍬の購入。 
 JICA事務所の予算で購入す

る場合は、DPAPから報告

を受ける。 2 
IIAMとの調整

（種子等） 

3 資材の購入・入手 

4 
対象農家・デモ圃

場の特定 

2 
対象農家・

デモ圃場の

特定 
11月 

 JICA事務所と合同で実施。 
 デモ圃場設置計画の説明及び農家への稲作技術指導も併

せて実施する。 
 デモ圃場に関しては、圃場の水条件が、どのカテゴリー

に属しているか（カテゴリーについては、普及パッケー

ジに記載）、事前に確認する。 
 プロジェクトで設置した 6台の精米機の活用の状況や、

プロジェクトが対象とした農民組織の活動状況の報告も

受ける。 

5 
資材の対象 SDAE
への割当・搬入 

6 圃場準備 

3 
圃場準備と

苗代の設置 
12月から 

2月 

 普及パッケージ及び映

像教材を活用し、普及

員主体で実施。適宜、

DPAPが支援する。 

 活動の状況や燃料の使用状

況等、DPAPから定期的に

報告を受ける。 7 苗代設置 

8 
デモ圃場設置（作

付） 
4 

デモ圃場の

設置（作

付） 

1月から 
3月 

 作付後に圃場のモニタリングを JICA事務所と合同で実

施。 
 推奨技術の採用状況を把握する。 
 プロジェクトで設置した 6台の精米機の活用状況や、プ

ロジェクトが対象とした農民組織の活動状況の報告も受

ける。 

9 
圃場のモニタリン

グ 
         

10 
フィールドデイの

実施 
5 収穫前 

4月から 
5月 

 この時期に、圃場のモニタリングを JICA事務所と合同

で実施する。 
 生育状況や洪水や干ばつの発生状況を把握する。 
 プロジェクトで設置した 6台の精米機の活用状況や、プ

ロジェクトが対象とした農民組織の活動状況の報告も受

ける。 

11 収穫と収量調査 6 
収穫と収量

調査 
5月から 

6月 
 農家が収穫を始める前

に行う。 
  

12 報告書作成 

7 
結果取り纏

めと報告 

7月から 
8月 

 結果及び来期の計画について、DPAP局長及び JICA事務

所に報告を行う（含、来期の予算措置）。 13 結果報告 

14 活動終了 9月 

 

5.2 その他の提言 

 

5.2.1 普及パッケージの主流化と全国展開 

 普及パッケージはNRDPの全国展開に則して活用されることが想定されている。普及パッケージは

2022年 8月に開催された第 13回 SCで承認され、ザンベジア州において正式は普及教材として位置付

けられている。一方、全国展開での活用には、農業農村開発省による主流化が必要となる。 

 終了時評価時に①普及パッケージのNRDPへの反映、②普及パッケージの普及マスタープランへの

反映、③普及パッケージの普及員マニュアルへの反映、の３つが提言されている。①と②は国の政策

の中に、普及パッケージを組み込むものであり、今後の普及パッケージの全国展開には、欠かすこと

ができないものである。MADER が、普及パッケージの NRDP と普及マスタープランへの反映を、責
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任をもって取り組んでいくことを確認している。 

 ③普及パッケージの普及員マニュアルへの反映は、普及パッケージが実際に活用されるようになる

ための措置である。普及員マニュアルは全普及員に配布されるのものであるので、普及員が目にする

機会も多い。また、普及員マニュアルに反映されることは、普及パッケージがモザンビークの稲作普

及の標準になることを意味する。①、②と併せて、③についても、着実に行っていくよう、MADER

に提言したい。 

 これらの主流化の取り組みを着実に進めるためには、JICA 事務所の支援も重要となる。NRDP は

CARD2 と密接に関連しており、モザンビークのみならず全アフリカで JICA（日本政府）が主導して

いるプログラムであることから、JICA事務所には NRDPの改訂作業部会への積極的な出席や、NRDP

や FAR のフォーカルポイントとの確認作業を通じて、①の普及パッケージの NRDP への反映の支援

をお願いしたい。②及び③に関しては、FARが主導的立場となり、実施してくものであるが、定期的

に、進捗の確認をお願いしたい。 

 普及パッケージのNRDPに則した全国展開には、予算措置も必要である。出口戦略では持続性の観

点から、極力追加予算を伴わないことに留意し、計画を策定した。しかし、全国展開を視野に入れた

場合、フルスケールで普及を行うことを念頭に置いた予算措置を講じることも重要と考える。普及員

が実際に普及を行うためには、移動手段であるバイクとその燃料、そしてバイクの維持管理費が必要

不可欠となる。SDAE のバイク燃料代及維持管理費は恒常的に不足している。普及パッケージの第 7

章にある展開計画では、2022年から2027年の5年間の全国普及に、171,337,400Mt（約369,752,900円：

2022年 7月統制レートで換算）のバイク燃料代と維持管理費が必要と試算している。これは、プロジ

ェクトが支出した実績に基づき試算している。このような、普及活動そのものに関する予算措置につ

いては、NRDP には記載されていない。これだけの予算を確保することは困難であろうが、普及員の

移動手段を確保できなければ、普及パッケージの全国展開以前に、普及活動そのものがおぼつかない。

NRDP 実施に関連する予算の中に、普及実施に係る予算を盛り込むと共に、予算確保のために世銀と

いったドナーに働きかけることが重要となる。 

 

5.2.2 Google classroomの活用 

 プロジェクトでは、遠隔でのプロジェクト活動に対応するために、映像教材を多数作成し、それら

は Google classroom に格納されている。プロジェクト終了後は、これらの教材も有効に活用し、多く

の普及員が稲作技術を学んでいくことが望ましい。 

これらの映像教材はナレーションが吹き込まれているので、普及員が一人で学習することが可能

である。これは、プロジェクトで実施したToTの代替となるものであり、加えて、一度に多くの普及

員を対象とすることができるので、研修費の削減にも大きく寄与するものである。Google classroomの

活用には追加予算は伴わないという利点がある。DPAPにはこの Google classroomが引き継がれている。

今後、継続的に活用していくことを、提言したい。 

 



業務完了報告書 添付資料 

 添付資料-1  PDM の変遷

 添付資料-2  業務フローチャート

 添付資料-3  詳細活動計画

 添付資料-4  専門家派遣実績

 添付資料-5  研修員受け入れ実績

 添付資料-6  供与機材・携行機材実績



添付資料-１: PDM の変遷 

 1-1 PDM-0

 1-2 PDM-1

 1-3 PDM-2

 1-4 PDM-3

 1-5 PDM-4
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b
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e
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c
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c
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 c
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 c
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c
ili

ti
e
s

b
y
 W

U
A

s
/F

a
rm

e
rs

' o
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c
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c
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c
re

a
s
e
s
 b

y
 B

 %

b
y
 2

0
2
1
.

O
u

tp
u

ts

D
a

te
d

 2
4

 J
u

n
e

, 
2

0
1

6

O
b

je
c
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v
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c
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c
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c
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c
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c
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 b
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c
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c
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c
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c
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v
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b
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c
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b
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c
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 d
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c
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c
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c
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c
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c
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 t
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h
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c
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c
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 p
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c
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c
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c
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c
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c
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c
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c
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c
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 c
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 b
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v
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 D
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b
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d
it

io
n

s

- 
Ir

ri
g
a
ti
o
n
 F

a
c
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c
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ra
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c
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c
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 d
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 f
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c
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 b
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添付資料-２: 業務フローチャート 

 2-1 業務フローチャート（第 1 年次）

 2-2 業務フローチャート（第 2 年次）

 2-3 業務フローチャート（第 3 年次）



10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Others

Monitoring Sheet

JCC・SC

Regular meeting

General Activities

Monitoring

Output 1-1

Output 1-2

Output 2

Output 3

Output 4

Output 5

1st Operation Year

Month

Report etc.

Year

2016 2017

●【1-1】To Prepare and discuss the draft of work plan

Monitoring Sheet トVer2 ●
●Monitoring Sheet Ver1

【1-23】To prepare project work progress report ●

●【1-4】To hold kick-off meeting

●SC

【1-21】To hold regular meetings

【1-5】To conduct baseline survey

【1-6】To select target sites

【1－19】To conduct monitoring for following up

【1－18】To conduct follow-up activities at Nante area

【1-19】Promotion of NRDP

【1-8】To formulate extension training plan and to 
propose extension methods

【1-9】To conduct training for 
extension officer and farmers of 
demo fields

【1-10】To draft rice cultivation manual for rain-fed 

【1-12】To localise seed production techniques within in 
the manuals

【1-13】To analyse procedures and 
methods for strengthening seed 
production management system

【1-14】To localise irrigation facility maintenance 
and management techniques within in the manuals

【1-15】To assist formulation of irrigation 
facility maintenance and management

【1-16】To draft manuals for training

【1-17】To formulate training 

【1-11】To formulate 
extension training plan

●【1-2】To present and discuss the work plan

【1-3】To establish project implementation system

●SC
●【1-22】JCC
●SC

【1-7】To localise rice cultivation techniques within in the manuals
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Output 1-2

Output 2

Output 3

Output 4

Output 5

Others

Monitoring
Sheet

JCC・SC

Regular
meeting

General
Activities

Monitoring

Output 1-1

2nd Operation Year

月

Report etc.

Year

2017 2018 2019

●Monitoring Sheet Ver3 ●Monitoring Sheet Ver4 ●Monitoring Sheet Ver5

Monitoring Sheet Ver6 ●

【2-28】To prepare project work progress report ●

【1－19】To conduct 

【2－21】To revise manuals based on the field experiences

【2－22】Third country training 【2－23】Training in Japan

【2－3】To set up demo fields

【2－4】To conduct training for extension officers and farmers 

【2－5】To implement extension activities in the targets sites

【2－7】To set up demo fields

【2－6】To formulate extension training plan and to conduct training for 
extension officers and farmers of demo fields

【2－8】To formulate seed production training plan

【2－9】To set up demo fields

【2－10】To conduct training of seed production management for 
capacity development of IIAM, private seed company staff, seed 
inspectors and seed-producing farmers

【2-11】To formulate plan for new seed production management system

【2-12】To revise the plan if needs arise

【2-13】To assist technically for maintenance and management of 
irrigation facility by WUAs

【2－14】To implement training for Farmers’ 

【2-15】To revise farmers’ organisation support manuals

【2-16】To formulate guideline for activities by farmer organization

【2－17】To hold internal meetings for confirmation of up-dating of the on-going of package materials

【2－18】To compile Rice Production and Marketing Extension Package

【2－19】To hold users workshops for discussing the better ways of usage of package materials and lessons learnt

【2－20】To conduct consultation aimed at reflection of Extension Package to NRDP

●SC ●SC ●SC
●【2-27】JCC

●SC ●SC ●SC ●SC
●【2-27】JCC

●【2-1】To Prepare and discuss work plan for 2nd operation year

【2－2】To formulate extension training 

【2－3】To set up demo fields

【2－4】To conduct training for extension officers and farmers 

【2－5】To implement extension activities in the targets sites

【2－7】To set up demo fields

【2－6】To formulate extension training plan and to conduct training for 
extension officers and farmers of demo fields

【2－8】To formulate seed production training plan

【2－9】To set up demo fields

【2－10】To conduct training of seed production management for capacity 
development of IIAM, private seed company staff, seed inspectors and 
seed-producing farmers

【2-11】To formulate plan for new 
seed production management 

【2-12】To revise the 
plan if needs arise

【2-13】To assist 
technically for 

【2－24】To conduct follow-up activities at Nante 

【2-25】To conduct monitoring for following up

【2-26】Promotion of NRDP

【2－14】To implement training for Farmers’ Organisations

【2-15】

【2-16】

【 【2－2】To formulate extension training plan T
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Report etc.

Monitoring
Sheet

JCC・SC

Regular
meeting

2021

3rd Operation Year

2020

月

Year

2019

Output 4

Output 5

Others

Monitoring

General
Activities

Output 1-1

Output 2

Output 3

Output 1-2

●

●【3-1】To Prepare and discuss work plan for 3rd operation 

●Monitoring Sheet Ver7 ●Monitoring Sheet Ver8 ●Monitoring Sheet Ver9

Monitoring Sheet Ver10●

【3-10】To prepare project work completion report 

【3－4】To revise manuals

【3-8】To conduct endline survey

●SC ●SC ●SC ●SC ●SC ●SC ●SC
●【3-9】JCC ●【3-9】JCC

【2-11】To formulate plan for 
new seed production 
【2-12】To 
revise the 

【2-13】To assist technically for 
maintenance and management of 

To set up demo fields

To conduct training for extension officers and farmers 

To implement extension activities in the targets 

To set up demo fields

To formulate extension training plan and to conduct training 
for extension officers and farmers of demo fields

To formulate seed production training plan

To set up demo fields

To conduct training of seed production management for 
capacity development of IIAM, private seed company staff, 
seed inspectors and seed-producing farmers

To formulate plan for new seed production 
management system

To revise the plan if needs 
arise

To assist technically for maintenance and management of irrigation 
facility by WUAs 

To implement training for Farmers’ Organisations

To revise farmers’ organisation support manuals

To formulate guideline for activities by farmer 

To hold internal meetings for confirmation of up-dating of the on-going of package 

To compile Rice Production and Marketing Extension Package

To hold users workshops for discussing the better ways of usage of package materials and lessons 
learnt

【3-7】To conduct consultation aimed at reflection of Extension Package to NRDP

To formulate extension training 

To set up demo fields

To conduct training for extension officers and farmers 

To implement extension activities in the targets sites

To set up demo fields

To formulate extension training plan and to conduct training 
for extension officers and farmers of demo fields

To formulate seed production training plan

To set up demo fields

To conduct training of seed production management for 
capacity development of IIAM, private seed company staff, 
seed inspectors and seed-producing farmers

To revise the plan if 
needs arise

【3-5】To conduct follow-up activities at Nante 

【3-6】To conduct monitoring for following up

【2-15】To revise farmers’ 

【2-16】To formulate guideline for 

To implement training for Farmers’ Organisations
To finalize farmers’ 
organisation 
support manuals

To finalize guideline 
for activities by 

【3-2】To conduct training in each field、【3-3】To implement extension activities in the target sites

To formulate extension training 

To assist technically for 
maintenance and 
management of irrigation 
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添付資料-３: 詳細活動計画 

 3-1 詳細活動計画



A
ct

iv
it

y 
im

pl
em

en
ta

ti
on

 p
ro

gr
am

 th
e 

Pr
oA

P
A

 (
20

16
-2

02
2)

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A
S

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A
S

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A
S

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A
S

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A
S

O
N

D
J

F
M

A
M

Ju
JL

A

O
ut

pu
t 

1-
2:

 R
ai

n-
fe

d 
ri

ce
 p

ro
d

uc
ti

on
 t

ec
hn

iq
ue

s 
ar

e 
d

is
se

m
in

at
ed

 in
 t

he
 t

ar
ge

t 
ar

ea
s.

O
ut

pu
t 

2:
 T

he
 fu

nc
ti

on
s 

of
 t

he
 s

ee
d 

pr
od

uc
ti

on
 a

nd
 m

an
ag

em
en

t 
sy

st
em

 im
pr

ov
es

 in
 t

he
 t

ar
ge

t 
ar

ea
s.

O
ut

pu
t 

3:
 T

he
 s

it
ua

ti
on

s 
of

 m
ai

nt
en

an
ce

 a
nd

 m
an

ag
em

en
t 

of
 ir

ri
ga

ti
on

 f
ac

ili
ti

es
 in

 t
he

 t
ar

ge
t 

ar
ea

s 
im

p
ro

ve
.

O
ut

pu
t 

4:
 F

or
 t

he
 e

ff
ec

ti
ve

 c
oo

p
er

at
io

n 
fo

r 
ac

ti
vi

ti
es

 w
it

h 
m

ar
ke

t-
or

ie
nt

ed
 a

pp
ro

ac
he

s,
 t

he
 c

ap
ac

it
y 

of
 f

ar
m

er
s'

 o
rg

an
is

at
io

ns
 im

p
ro

ve
s.

3-
6.

 T
o 

as
si

st
  t

ec
hn

ic
al

ly
 f

or
 m

ai
nt

en
an

ce
 a

nd
 m

an
ag

em
en

t o
f 

ir
ri

ga
tio

n 
fa

ci
lit

y 
by

W
U

A
s 

(O
JT

)
【
2-

13
】

【
3-

2】

5-
4.

 T
o 

co
nd

uc
t c

on
su

lt
at

io
n 

ai
m

ed
 a

t r
ef

le
ct

io
n 

of
 E

xt
en

si
on

 P
ac

ka
ge

 to
 N

R
D

P
【
2-

20
】

【
3-

7】

20
21

O
ut

pu
t 

5:
 T

he
 d

ev
el

op
ed

 R
ic

e 
P

ro
du

ct
io

n 
an

d 
M

ar
ke

ti
ng

  E
xt

en
si

on
 P

ac
ka

ge
 (

te
nt

at
iv

e 
ti

tl
e)

 is
 a

cc
ep

te
d 

by
 m

ai
n 

ac
to

rs
 in

 t
he

 a
gr

ic
ul

tu
re

 s
ec

to
rs

.

5-
2.

 T
o 

ho
ld

 u
se

rs
' w

or
ks

ho
ps

 f
or

 d
is

cu
ss

in
g 

th
e 

be
tt

er
 w

ay
s 

of
 u

sa
ge

 o
f 

pa
ck

ag
e

m
at

er
ia

ls
 a

nd
 le

ss
on

s 
le

ar
nt

 (
an

nu
al

)
【
2-

19
】

【
2-

19
】

5-
3.

 T
o 

pr
es

en
t  

R
ic

e 
Pr

od
uc

ti
on

 a
nd

 M
ar

ke
ti

ng
  E

xt
en

si
on

 P
ac

ka
ge

 (
te

nt
at

iv
e 

tit
le

) 
at

w
or

ks
ho

ps
【
2-

18
】

【
2-

18
】

5-
1.

 T
o 

ho
ld

 in
te

rn
al

 m
ee

ti
ng

s 
fo

r 
co

nf
ir

m
at

io
n 

of
 u

p-
da

ti
ng

 o
f 

th
e 

on
-g

oi
ng

 o
f 

pa
ck

ag
e

m
at

er
ia

ls
【
2-

17
】

【
2-

17
】

4-
7.

 T
o 

re
vi

se
 f

ar
m

er
s'

 o
rg

an
is

at
io

n 
su

pp
or

t m
an

ua
ls

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
fi

el
d 

ex
pe

ri
en

ce
【
2-

15
】

【
3-

4】

4-
8.

 T
o 

fo
rm

ul
at

e 
gu

id
el

in
es

 f
or

 a
ct

iv
it

ie
s 

by
 f

ar
m

er
 o

rg
an

is
at

io
ns

【
2-

16
】

【
3-

4】

4-
5.

  I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 T

ra
in

in
g 

fo
r 

Fa
rm

er
s'

 O
rg

an
is

at
io

ns
 (

in
cl

ud
in

g 
dr

af
tin

g 
an

nu
al

pl
an

 b
y 

fa
rm

er
s'

 o
rg

an
is

at
io

ns
)

【
2-

14
】

【
3-

2】

4-
6.

  T
o 

co
nd

uc
t m

on
ito

ri
ng

 f
or

 f
ol

lo
w

in
g 

up
【

1-
19
】

【
2-

25
】

【
3-

6】

4-
3.

 T
o 

dr
af

t m
an

ua
ls

 f
or

 tr
ai

ni
ng

【
1-

16
】

4-
4.

 T
o 

fo
rm

ul
at

e 
tr

ai
ni

ng
 p

la
n

【
1-

17
】

4-
1.

 T
o 

se
le

ct
 ta

rg
et

 s
it

es
【

1-
6】

4-
2.

 T
o 

co
nd

uc
t b

as
e 

lin
e 

su
rv

ey
【

1-
5】

3-
8.

 T
o 

re
vi

se
 ir

ri
ga

tio
n 

fa
ci

lit
y 

m
ai

nt
en

an
ce

 a
nd

 m
an

ag
em

en
t m

an
ua

ls
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

fi
el

d
ex

pe
ri

en
ce

【
2-

21
】

【
3-

4】

3-
7.

 T
o 

co
nd

uc
t m

on
it

or
in

g 
 f

or
 f

ol
lo

w
in

g 
up

【
1-

19
】

【
2-

25
】

【
3-

6】

3-
4.

 T
o 

as
si

st
 f

or
m

ul
at

io
n 

of
 ir

ri
ga

tio
n 

fa
ci

lit
y 

m
ai

nt
en

an
ce

 a
nd

 m
an

ag
em

en
t p

la
n

【
1-

15
】

3-
5.

 T
o 

re
vi

se
 th

e 
pl

an
 if

 n
ee

ds
 a

ri
se

【
2-

12
】

3-
2.

 T
o 

co
nd

uc
t b

as
e 

lin
e 

su
rv

ey
【

1-
5】

3-
3.

 T
o 

lo
ca

lis
e 

ir
ri

ga
tio

n 
fa

ci
lit

y 
m

ai
nt

en
an

ce
 a

nd
 m

an
ag

em
en

t t
ec

hn
iq

ue
s 

w
ri

tt
en

 in
 th

e
m

an
ua

ls
【

1-
14
】

3-
1.

 T
o 

se
le

ct
 ta

rg
et

 s
it

es
【

1-
6】

2-
8.

 T
o 

m
on

it
or

in
g 

fo
r 

fo
llo

w
in

g 
up

【
1-

19
】

【
2-

25
】

【
3-

6】

2-
9.

 T
o 

re
vi

se
 s

ee
d 

pr
od

uc
ti

on
 m

an
ua

ls
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

fi
el

d 
ex

pe
ri

en
ce

【
2-

21
】

【
3-

4】

2-
6.

 T
o 

co
nd

uc
t t

ra
in

in
g 

of
 s

ee
d 

pr
od

uc
ti

on
 m

an
ag

em
en

t f
or

 c
ap

ac
it

y 
de

ve
lo

pm
en

t o
f

II
A

M
, P

ri
va

te
 s

ee
d 

co
m

pa
ny

 s
ta

ff
, s

ee
d 

in
sp

ec
to

rs
 a

nd
 s

ee
d-

pr
od

uc
in

g 
fa

rm
er

s
【
2-

10
】

【
3-

2】

2-
7.

 T
o 

fo
rm

ul
at

e 
pl

an
 f

or
 n

ew
 s

ee
d 

pr
od

uc
tio

n 
m

an
ag

em
en

t s
ys

te
m

【
1-

13
】

【
2-

11
】

2-
4.

 T
o 

fo
rm

ul
at

e 
of

 s
ee

d 
pr

od
uc

tio
n 

tr
ai

ni
ng

 p
la

n
【
2-

8】

2-
5.

 T
o 

se
t u

p 
de

m
o 

fi
el

ds
 a

t f
ar

m
er

s'
 le

ve
l

【
2-

9】

2-
2.

 T
o 

co
nd

uc
t b

as
el

in
e 

su
rv

ey
【

1-
5】

2-
3.

 T
o 

lo
ca

lis
e 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n 

te
ch

ni
qu

es
 w

ri
tt

en
 in

 th
e 

m
an

ua
ls

【
1-

12
】

2-
1.

 T
o 

se
le

ct
 ta

rg
et

 p
ro

du
ce

rs
【

1-
6】

1-
2-

8.
 T

o 
m

on
it

or
 f

or
 f

ol
lo

w
in

g 
up

【
1-

19
】

【
2-

25
】

【
3-

6】

1-
2-

9.
 T

o 
re

vi
se

 r
ic

e-
cu

lti
va

tio
n 

 m
an

ua
ls

 f
or

 r
ai

n-
fe

d 
cu

lt
iv

at
io

n 
ba

se
d 

on
 th

e 
fi

el
d

ex
pe

ri
en

ce
【
2-

21
】

【
3-

4】

1-
2-

6.
 T

o 
co

nd
uc

t t
ra

in
in

g 
fo

r 
ex

te
ns

io
n 

of
fi

ce
r,

 f
ar

m
er

s 
of

 d
em

o 
fi

el
ds

【
2-

6】
【

3-
2】

1-
2-

7.
 T

o 
im

pl
em

en
t e

xt
en

si
on

 a
ct

iv
it

ie
s 

in
 th

e 
ta

rg
et

 s
it

es
【
2-

5】
【

3-
3】

1-
2-

4.
 T

o 
fo

rm
ul

at
e 

ex
te

ns
io

n 
tr

ai
ni

ng
 p

la
n

【
1-

11
】

【
2-

6】

1-
2-

5.
 T

o 
se

t u
p 

de
m

o 
fi

el
ds

【
2-

7】

1-
2-

2.
 T

o 
co

nd
uc

t b
as

e 
lin

e 
su

rv
ey

【
1-

5】

1-
2-

3.
 T

o 
dr

af
t r

ic
e-

cu
lti

va
tio

n 
m

an
ua

ls
 (

te
nt

at
iv

e)
 f

or
 r

ai
n-

fe
d 

ri
ce

 c
ul

tiv
at

io
n

【
1-

10
】

1-
2-

1.
 T

o 
se

le
ct

 ta
rg

et
 s

it
es

【
1-

6】

1-
1-

8.
 T

o 
co

nd
uc

t m
on

ito
ri

ng
 f

or
 f

ol
lo

w
in

g 
up

【
1-

19
】

【
2-

25
】

【
3-

6】

1-
1-

9.
 T

o 
re

vi
se

 r
ic

e-
cu

lti
va

tio
n 

 m
an

ua
ls

 f
or

 ir
ri

ga
te

d 
cu

lt
iv

at
io

n 
ba

se
d 

on
 th

e 
fi

el
d

ex
pe

ri
en

ce
【
2-

21
】

【
3-

4】

1-
1-

6.
 T

o 
co

nd
uc

t t
ra

in
in

g 
fo

r 
ex

te
ns

io
n 

of
fi

ce
r,

 f
ar

m
er

s 
of

 d
em

o 
fi

el
ds

【
1-

9】
【

2-
4】

【
3-

2】

1-
1-

7.
 T

o 
im

pl
em

en
t e

xt
en

si
on

 a
ct

iv
it

ie
s 

in
 th

e 
ta

rg
et

 s
it

es
【
2-

5】
【

3-
3】

1-
1-

4.
 T

o 
fo

rm
ul

at
e 

ex
te

ns
io

n 
tr

ai
ni

ng
 p

la
n

【
1-

8】
【

2-
2】

1-
1-

5.
  T

o 
se

t u
p 

de
m

o 
fi

el
ds

【
2-

3】

1-
1-

2.
 T

o 
co

nd
uc

t b
as

e 
lin

e 
su

rv
ey

【
1-

5】

1-
1-

3.
 T

o 
lo

ca
lis

e 
ri

ce
 c

ul
ti

va
tio

n 
te

ch
ni

qu
es

 w
ri

tt
en

 in
 th

e 
m

an
ua

ls
【

1-
7】

20
20

O
ut

pu
t 

1-
1:

 I
rr

ig
at

ed
 r

ic
e 

p
ro

du
ct

io
n 

te
ch

ni
q

ue
s 

ar
e 

d
is

se
m

in
at

ed
 in

 t
he

 t
ar

ge
t 

ar
ea

s.

1-
1-

1.
 T

o 
se

le
ct

 ta
rg

et
 s

it
es

【
1-

6】

20
22

A
ct

iv
ity

1s
t i

m
pl

em
en

ta
tio

n 
ye

ar
2n

d 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

ye
ar

20
16

20
17

20
18

20
19

3r
d 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
ye

ar

o_mas
テキストボックス
3-1 詳細活動計画

o_mas
テキストボックス
添付資料3-1



添付資料-４: 専門家派遣実績 

 4-1 専門家派遣実績



A
ss

ig
nm

en
t 

in
 M

oz
am

bi
qu

e

A
ss

ig
nm

en
t 

in
 J

ap
an

N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

1
M

as
ah

iro
 O

ta
ke

13
-N

ov
-2

01
6

8-
Ja

n-
20

17
57

1.
90

11
-F

eb
-2

01
7

8-
A

pr
-2

01
7

57
1.

90

31
-M

ay
-2

01
7

26
-J

ul
-2

01
7

57
1.

90

2
0.

10

22
-N

ov
-2

01
7

18
-F

eb
-2

01
8

89
2.

97

12
-M

ay
-2

01
8

1-
A

ug
-2

01
8

82
2.

73

15
-S

ep
-2

01
8

1-
D

ec
-2

01
8

78
2.

60

9-
F

eb
-2

01
9

6-
M

ay
-2

01
9

87
2.

90

30
-M

ay
-2

01
9

28
-J

ul
-2

01
9

60
2.

00

19
-A

ug
-2

01
9

21
-A

ug
-2

01
9

3
0.

15

10
-N

ov
-2

01
9

22
-J

an
-2

02
0

74
2.

47

12
-F

eb
-2

02
0

24
-M

ar
-2

02
0

42
1.

40

1-
M

ay
-2

02
0

10
-M

ay
-2

02
0

10
0.

50

1-
Ju

n-
20

20
10

-J
un

-2
02

0
10

0.
50

1-
Ju

l-2
02

0
10

-J
ul

-2
02

0
10

0.
50

1-
A

ug
-2

02
0

10
-A

ug
-2

02
0

10
0.

50

16
-S

ep
-2

02
0

30
-S

ep
-2

02
0

15
0.

75

1-
O

ct
-2

02
0

16
-O

ct
-2

02
0

16
0.

80

1-
N

ov
-2

02
0

16
-N

ov
-2

02
0

16
0.

80

1-
D

ec
-2

02
0

15
-D

ec
-2

02
0

15
0.

75

4-
Ja

n-
20

21
8-

Ja
n-

20
21

5
0.

25

5
0.

25

16
0.

80

14
0.

70

15
0.

75

15
0.

75

16
0.

80
16

 d
ay

s 
in

 J
ul

y 
20

21

16
 d

ay
s 

in
 M

ar
ch

 2
02

1

14
 d

ay
s 

in
 A

pr
il 

20
21

15
 d

ay
s 

in
 M

ay
 2

02
1

15
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

2 
da

ys
 in

 A
ug

us
t 

20
17

2Q
3Q

4Q

C
hi

ef
 A

dv
is

or
/E

xt
en

si
on

5 
da

ys
 in

 F
eb

ru
ar

y 
20

21

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

添付資料4-1

o_mas
テキストボックス
4-1 専門家派遣実績 



N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

14
0.

70

10
0.

50

25
-S

ep
-2

02
1

2-
D

ec
-2

02
1

69
2.

30

19
-F

eb
-2

02
2

30
-M

ar
-2

02
2

40
1.

33

7-
Ju

n-
20

22
18

-A
ug

-2
02

2
73

2.
43

7-
S

ep
-2

02
2

7-
S

ep
-2

02
2

1
0.

05

2
M

as
at

o 
T

am
ur

a
13

-N
ov

-2
01

6
2-

Ja
n-

20
17

51
1.

70

9-
M

ay
-2

01
7

28
-J

ul
-2

01
7

81
2.

70

2
0.

10

22
-N

ov
-2

01
7

20
-J

an
-2

01
8

60
2.

00

1-
Ju

n-
20

18
30

-J
ul

-2
01

8
60

2.
00

5-
O

ct
-2

01
8

3-
D

ec
-2

01
8

60
2.

00

11
-M

ay
-2

01
9

9-
Ju

l-2
01

9
60

2.
00

19
-A

ug
-2

01
9

21
-A

ug
-2

01
9

3
0.

15

10
-N

ov
-2

01
9

27
-D

ec
-2

01
9

48
1.

60

1-
Ju

l-2
02

0
10

-J
ul

-2
02

0
10

0.
50

1-
A

ug
-2

02
0

10
-A

ug
-2

02
0

10
0.

50

1-
S

ep
-2

02
0

10
-S

ep
-2

02
0

10
0.

50

1-
O

ct
-2

02
0

10
-O

ct
-2

02
0

10
0.

50

1-
N

ov
-2

02
0

10
-N

ov
-2

02
0

10
0.

50

1-
D

ec
-2

02
0

10
-D

ec
-2

02
0

10
0.

50

4-
Ja

n-
20

21
10

-J
an

-2
02

1
7

0.
35

7
0.

35

6
0.

30

7
0.

35

7
0.

35

20
1.

00

17
0.

85

7-
A

ug
-2

02
2

26
-A

ug
-2

02
2

20
0.

67

4
0.

20

17
 d

ay
s 

in
 J

ul
y 

20
21

3 
da

ys
 in

 S
ep

te
m

be
r 

20
22

6 
da

ys
 in

 M
ar

ch
 2

02
1

2 
da

ys
 in

 A
ug

us
t 

20
17

7 
da

ys
 in

 A
pr

il 
20

21

7 
da

ys
 in

 M
ay

 2
02

1

20
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

14
 d

ay
s 

in
 A

ug
us

t 
20

21

10
 d

ay
s 

in
 S

ep
te

m
be

r 
20

21

D
ep

ut
y 

ch
ie

f 
ad

vi
so

r 
/

F
ar

m
er

s'
 o

rg
an

iz
at

io
n

7 
da

ys
 in

 F
eb

ru
ar

y 
20

21

添付資料4-2



N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

3
T

am
ot

su
 S

ei
ji

13
-N

ov
-2

01
6

1-
F

eb
-2

01
7

81
2.

70

18
-M

ar
-2

01
7

22
-M

ay
-2

01
7

66
2.

20

22
-N

ov
-2

01
7

31
-J

an
-2

01
8

71
2.

37

18
-F

eb
-2

01
8

10
-A

pr
-2

01
8

52
1.

73

20
-M

ay
-2

01
8

30
-J

ul
-2

01
8

72
2.

40

10
-N

ov
-2

01
8

7-
F

eb
-2

01
9

90
3.

00

27
-M

ar
-2

01
9

24
-J

un
-2

01
9

90
3.

00

10
-N

ov
-2

01
9

8-
Ja

n-
20

20
60

2.
00

21
-A

pr
-2

02
0

30
-A

pr
-2

02
0

10
0.

50

22
-M

ay
-2

02
0

31
-M

ay
-2

02
0

10
0.

50

21
-J

un
-2

02
0

30
-J

un
-2

02
0

10
0.

50

22
-J

ul
-2

02
0

31
-J

ul
-2

02
0

10
0.

50

1-
A

ug
-2

02
0

10
-A

ug
-2

02
0

10
0.

50

16
-S

ep
-2

02
0

30
-S

ep
-2

02
0

15
0.

75

12
-O

ct
-2

02
0

31
-O

ct
-2

02
0

20
1.

00

16
-N

ov
-2

02
0

30
-N

ov
-2

02
0

15
0.

75

4-
Ja

n-
20

21
10

-J
an

-2
02

1
7

0.
35

7
0.

35

20
1.

00

15
0.

75

15
0.

75

16
0.

80

16
0.

80

14
0.

70

8
0.

40

25
-S

ep
-2

02
1

2-
D

ec
-2

02
1

69
2.

30

19
-M

ar
-2

02
2

20
-A

pr
-2

02
2

33
1.

10

30
-M

ay
-2

02
2

28
-J

ul
-2

02
2

60
2.

00

8 
da

ys
 in

 S
ep

te
m

be
r 

20
21

15
 d

ay
s 

in
 A

pr
il 

20
21

15
 d

ay
s 

in
 M

ay
 2

02
1

16
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

11
 d

ay
s 

in
 J

ul
y 

20
21

14
 d

ay
s 

in
 A

ug
us

t 
20

21

R
ic

e 
fa

rm
in

g/
 S

ee
d

pr
od

uc
tio

n

7 
da

ys
 in

 F
eb

ru
ar

y 
20

21

20
 d

ay
s 

in
 M

ar
ch

 2
02

1

v

v

v

添付資料4-3



N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

4
M

as
ay

as
u 

T
su

ka
ha

ra
16

-N
ov

-2
01

6
30

-D
ec

-2
01

6
45

1.
50

23
-M

ay
-2

01
7

6-
Ju

l-2
01

7
45

1.
50

23
-N

ov
-2

01
7

6-
Ja

n-
20

18
45

1.
50

17
-S

ep
-2

01
8

15
-D

ec
-2

01
8

90
3.

00

29
-J

un
-2

01
9

12
-A

ug
-2

01
9

45
1.

50

13
-N

ov
-2

01
9

11
-J

an
-2

02
0

60
2.

00

21
-S

ep
-2

02
0

30
-S

ep
-2

02
0

10
0.

50

12
-O

ct
-2

02
0

31
-O

ct
-2

02
0

20
1.

00

21
-N

ov
-2

02
0

30
-N

ov
-2

02
0

10
0.

50

7
0.

35

7
0.

35

6
0.

30

8
0.

40

4
0.

20

1-
O

ct
-2

02
1

10
-O

ct
-2

02
1

10
0.

50

11
-O

ct
-2

02
1

9-
N

ov
-2

02
1

30
1.

00

19
-F

eb
-2

02
2

19
-A

pr
-2

02
2

60
2.

00

9-
A

ug
-2

02
2

20
-A

ug
-2

02
2

12
0.

40

5
M

ar
ke

tin
g

K
en

ji 
S

ue
m

its
u

31
-M

ar
-2

01
7

29
-M

ay
-2

01
7

60
2.

00

20
-M

ay
-2

01
8

9-
Ju

l-2
01

8
51

1.
70

24
-M

ay
-2

01
9

13
-A

ug
-2

01
9

82
2.

73

6
T

ak
ah

iro
 M

iy
au

ch
i

22
-J

ul
-2

02
0

31
-J

ul
-2

02
0

10
0.

50

1-
A

ug
-2

02
0

10
-A

ug
-2

02
0

10
0.

50

16
-S

ep
-2

02
0

30
-S

ep
-2

02
0

15
0.

75

19
-O

ct
-2

02
0

31
-O

ct
-2

02
0

13
0.

65

18
-N

ov
-2

02
0

30
-N

ov
-2

02
0

13
0.

65

23
-D

ec
-2

02
0

31
-D

ec
-2

02
0

9
0.

45

14
0.

70

20
1.

00

10
0.

50

8 
da

ys
 in

 A
ug

us
t 

20
21

4 
da

ys
 in

 S
ep

te
m

be
r 

20
21

14
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

20
 d

ay
s 

in
 J

ul
y 

20
21

10
 d

ay
s 

in
 A

ug
us

t 
20

21

Ir
rig

at
io

n 
fa

ci
lit

y 
m

ai
nt

en
an

ce
an

d 
m

an
ag

em
en

t

7 
da

ys
 in

 A
pr

il 
20

21

7 
da

ys
 in

 M
ay

 2
02

1

6 
da

ys
 in

 J
un

e 
20

21

添付資料4-4



N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

10
0.

50

6-
N

ov
-2

02
1

6-
D

ec
-2

02
1

31
1.

03

9-
Ju

n-
20

22
26

-A
ug

-2
02

2
79

2.
63

7
S

oc
io

-e
co

no
m

y
N

ao
yu

ki
 K

aw
an

o
3-

D
ec

-2
01

6
21

-F
eb

-2
01

7
81

2.
70

18
0.

90

18
0.

90

18
0.

90

8
T

or
u 

H
am

an
ak

a
22

-N
ov

-2
01

7
10

-F
eb

-2
01

8
81

2.
70

5-
O

ct
-2

01
8

24
-D

ec
-2

01
8

81
2.

70

10
-N

ov
-2

01
9

29
-J

an
-2

02
0

81
2.

70

18
-S

ep
-2

02
0

27
-S

ep
-2

02
0

10
0.

50

22
-O

ct
-2

02
0

31
-O

ct
-2

02
0

10
0.

50

1-
M

ay
-2

02
1

10
-M

ay
-2

02
1

10
0.

50

10
0.

50

9
M

as
ay

as
u 

T
su

ka
ha

ra
2

0.
10

20
1.

00

12
0.

60

16
0.

80

10
-N

ov
-2

02
1

6-
D

ec
-2

02
1

27
0.

90

7-
Ju

l-2
02

2
8-

A
ug

-2
02

2
33

1.
10

10
R

ai
n-

fe
d 

ric
e 

cu
lti

va
tio

n
im

pr
ov

em
en

t
N

ao
yo

sh
i K

aw
an

o
31

-M
ar

-2
01

8
28

-M
ay

-2
01

8
59

1.
97

11
Im

pr
ov

em
en

t 
of

 t
ra

in
in

g
m

at
er

ia
l o

f 
ric

e 
cu

lti
va

tio
n

te
ch

ni
qu

e
S

ak
ik

o 
H

an
za

w
a

23
-N

ov
-2

01
8

21
-J

an
-2

01
9

60
2.

00

12
S

ak
ik

o 
H

an
za

w
a

13
-N

ov
-2

01
6

11
-J

an
-2

01
7

60
2.

00

31
-M

ar
-2

01
7

29
-A

pr
-2

01
7

30
1.

00

27
-M

ay
-2

01
7

28
-J

ul
-2

01
7

63
2.

10

22
-N

ov
-2

01
7

20
-J

an
-2

01
8

60
2.

00

1-
Ju

n-
20

18
30

-J
un

-2
01

8
30

1.
00

12
 d

ay
s 

in
 A

ug
us

t 
20

21

16
 d

ay
s 

in
 S

ep
te

m
be

r 
20

21

C
oo

rd
in

at
in

g/
 T

ra
in

in
g 

pl
an

20
 d

ay
s 

in
 J

ul
y 

20
21

10
 d

ay
s 

in
 S

ep
te

m
be

r 
20

21

18
 d

ay
s 

in
 A

pr
il 

20
21

18
 d

ay
s 

in
 M

ay
 2

02
1

18
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

A
gr

ic
ul

tu
ra

l e
qu

ip
m

en
t/

 P
os

t-
ha

rv
es

t 
pr

oc
es

si
ng

10
 d

ay
s 

in
 J

un
e 

20
21

2 
da

ys
 in

 J
un

e 
20

21

添付資料4-5



N
o

F
ie

ld
 in

 c
ha

rg
e

N
am

e
F

ro
m

 
T

o
D

ay
s

M
/M

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

20
20

20
21

20
22

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

A
ss

ig
nm

en
t 

D
ur

at
io

n
20

16
20

17
20

18
20

19

13
S

am
ue

l T
an

ak
a

5-
O

ct
-2

01
8

13
-N

ov
-2

01
8

40
1.

33

12
-J

un
-2

01
9

26
-J

ul
-2

01
9

45
1.

50

14
T

am
ot

su
 S

ei
ji

19
-A

ug
-2

01
9

30
-A

ug
-2

01
9

12
0.

60

15
T

ra
in

in
g 

pl
an

S
ad

ao
 T

ak
ah

as
hi

10
-N

ov
-2

01
9

24
-D

ec
-2

01
9

45
1.

50

21
-J

ul
-2

02
0

30
-J

ul
-2

02
0

10
0.

50

21
-A

ug
-2

02
0

30
-A

ug
-2

02
0

10
0.

50

1-
S

ep
-2

02
0

10
-S

ep
-2

02
0

10
0.

50

16
K

en
ji 

S
ue

m
its

u
22

-O
ct

-2
02

0
31

-O
ct

-2
02

0
10

0.
50

1-
N

ov
-2

02
0

10
-N

ov
-2

02
0

10
0.

50

10
0.

50

25
-S

ep
-2

02
1

30
-O

ct
-2

02
1

36
1.

20

17
Y

uk
o 

T
ok

id
a

25
-S

ep
-2

02
1

8-
N

ov
-2

02
1

45
1.

50

19
-M

ar
-2

02
2

17
-A

pr
-2

02
2

30
1.

00

30
-M

ay
-2

02
2

18
-J

ul
-2

02
2

50
1.

67

T
ot

al
17

7.
27

10
 d

ay
s 

in
 A

ug
us

t 
20

21

F
ar

m
er

s'
 o

rg
an

iz
at

io
n 

2 
/

M
ar

ke
tin

g 
2

添付資料4-6



添付資料-5: 研修員派遣実績 

 5-1 本邦研修参加者及び第 3 国研修参加者リスト
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